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「〇取扱説明書の分冊構ぶについて 


本製品の取扱説明書は、なのような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にご活用ください。 



このマークび付いているガイドは、製品に同捆されている紙マ 
ニユア ルです。 



このマークび付いているガイドは、付属の取扱説明書 CD-ROM に 
収め6れている PDF マニュアルです。 


•プリンタを設置ずるには 
•パソコンと接続ずるには 
• オプシヨン品を取り付けるには 


-トラブルの簡をなお巧方法を巧]るには 
• プリンタの簡をな®いかたを巧るには 

• 昼本的なほいかた巧知るには 
•困ったとをには 

• いろいろなネットワークの設定方ミ去を知るには 
•操作パネルを巧ってプリンタを設定ずるには 
• Web ブラウザか6プリンタを操作-設定ずるには 


設置ガイド B 


かんたん操作ガイド ¢3 


卜網イド 


ネットワークガイド/本編 


UPS 機能ガイド 


リモート UI ガイド 


.巧.. 

DD-ROM 



nu 売の取扱説明書 _ 

お求めについては販売店にご相談ください。 


UPS 対応のプ U ンタドライバや印刷の設定プ□グラムなどを作成す 
るプ□グラマー用の取扱説明書です。 


L オフシ3ン尉こ 1 骗の職説明書 I オプシヨン品の設置のしかたや使いかたを説明しています。 


プ□グラ7—ズマニュアル 


PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader び必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader びインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージか6ダウン□—ドし、インストールしてください。 



















































「4 本書の構ぶについて 


たよ 

fe 左 


お使いになる前に 户ホも喘風脚^^ 


プ U ンタの使いかた 


ドぶを端な伴巧^^ 


給紙-排紙のしかた 

防 Y ■•ホ席九 ， W 

曰常のメンテナンス 


困ったとさには 


付録 



おをな仕様、ソフトウェアのバージョンアップち法、保守サービスのご案内、索引な 
どを掲載しています。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることびあります。あらかじめ、ご了承ください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことびありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を巧断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP 3410 をお買い上げしすこだき、誠にありびとうございます。本製品の機能 
を十分にご理解いただを、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお 
読みください。また、お読みいただをました後ち大切にイ呆菅してください。 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限-ま意などの説明に、 
下記のマークを付けています。 


A 警告 取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラ恐れのある警告事項び書かれ 
ています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくださ 
し、。 


A を意 取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生する恐れのあるま 
意事項び書かれています。安全に使用していただ<ために、必ずこのミ主意事項 
をお守りください。 


重要 


操作上、おず守っていたださたい重要事項や制限事項び書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


(gZE 操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになることをおす 
ずめします。 


キー.ボタンについて 


本書では、キー-ボタン名称を(下のように表しています。 
•操作パネル上のキー：[キー名称] 

例：[オンライン] 

[ユーテイ U テイ] 

. コンピュータ画面上のボタン：[ボタン名称] 

例：[〇の 
陵国 









イラストについて 


•本書で使われているトナーカートリツジのイラストは 、 Canon Cartridge 己1日の場合の 
ちのです。 



0 S について 


Windows 7 /Server 2日日8をお使いの場合の操作ちまや説明などは 、 Windows Vista の 
記載をご参考ください。 

最新の日 S および Service Pack の対応状況については、キヤノンホームページ （ http :// 
canon . jp /) でご確認ください。 


略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 
Microsoft Windows 2000 operating system : 

Microsoft Windows XP operating system : 

Microsoft Windows Server 2003 operating system : 
Microsoft Windows Vista operating system : 

Microsoft Windows Server 2008 operating system : 
Microsoft Windows 7 operating system : 

Microsoft Windows operating system : 


Windows 2000 
Windows XP 
Windows Server 2003 
Windows Vista 
Windows Server 2008 
Windows 7 
Windows 


本書では、郵便事業株式会社製のはがさを「郵便はがさ」と記載しています。 
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規制について 


電波障害規制について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会（ V 巳 CI ) の基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


国際 エネルギースター プ□グラムに ついて 



当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業ちとして、本製品 
び国際エネルギースタープ□グラムの基準に適合していると判断しま 
ず。 

国際エネルギー スター プ□グラムは、コンピュータをはじめとして才 
フィス機器の省エネルギー化推進のための、国際的なプ□グラムです。 
このプログラムは、エネルギー消'費を効率的に抑えるための機能を備 
えた製品の開発、普及の促進を目的としたをので、事業をの自主判断 
により、参加することびできる任意制度となっています。対象となる 
製品はコンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび 
複写機等のオフィス機器で、それぞれの基準並びにマーク（ロゴ）は、 
参加各国の間で統一されています。 


商標について 


Canon、Canon □づ、 ima 旨 eWARE 、 L 巨 P 、 UPS、NetSpot は、キヤノン株式会社の 
商標です。 

Fon 祀 omposer 、 F 日 ntGallery 、 TypeWin 旨は、キヤノン株式会社の日本における登録商 
標です。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (ア r - 
ビシステムズ社）の商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 EtherTalk、Mac OS 、 Macintosh、TrueType は、米国およびそ 
の他の国で登録されている Apple Inc . の商標です。 

HP 、 HP - 白 L は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

IBM 、 AT 、 PS / 己已シ U — ズは、米国 International 目 usiness Machines Corporation 
の商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 

UNIX は、 The 日 pen Group の米国およびその他の国における登録商標でず。 
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ESC / P 、 ESC / P -」84 は、セイコーエプソン株式会社の商標でず。 

PC - 9800シリーズは、日本電気株式会社の商標です。 

目 MLinkS は、社団法人ビジネス機械-情報システム産業協会 ( JBMIA ) の商標です。 
下記の書体は米国 Bitstream Inc . よりライセンスを受けています。 

Dutch 801 Bold , Dutch 801 Bold Italic，Dutch 801 Italic , Dutch 801 Roman , 
Swiss 721 ， Swiss 721 Bold . Swiss 721 Bold Oblique , Swiss 721 Oblique , 
Symbol , Fixed Pitch 810 Courier 10 Pitch / Text . Fixed Pitch 810 Courier 
Oblique 10 Pitch / Text , Axed Pitch 810 Courier Bold 10 Pitch / Text . Fixed 
Pitch 810 Courier Bold Oblique 10 Pitch/Text 

下記の書体は米国 Bitstream Inc . の商標です。 

Dutch 8 日 ]. Swiss 721 

© Copyright 1987, Bitstream Inc ., Cambridge Massachusetts USA . All rights 
reserved . 

本製品で使用している明朝体、づシック体のフオントは、それぞれ平成明朝体 W 3、 平 
成角ゴシック体™ W 己を使用しています。これらのフオントは（財）日本規格協会で字フオ 
ント開発•普及センターと使用契約を締結し使用しているものです。フオントとして無断複 
製することは禁止されています。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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原稿などを読み込む際のミ主意事項 


L ソ下を原稿として読み込むか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合びあ 
りますのでごミ主意ください。 


■ 著作物など 

他人の著作物を権利ちに無断で複製などずることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除さ違法となりまず。また、人 
物の写真などを複製などする場合には肖像権び問題となることびありまず。 

■ 通貨、有価罰券など 

L ソ下のちのを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい 
ちのを作成することは法律により罰せられまず。 

•紙幣、貨幣、銀行を（外国のちのを含む） •株券、社債ま 

•国債証ま、せち債証券 •手巧、ル切手 

•郵便為替証書 •定期券、回数券、棄車券 

•郵便切手、印紙 •その他の有価証券 

■ 公文書など 

L ソ下のちのを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

-公務員または役所び作成した免許証、登記簿膽本その他の証明書や文書 
-私人び作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
•役所または公務員の印霞、署名または記号 
• あ人の印霞または署名 


関巧法律 

•刑法 

• 郵便法 


-著作権法 

• 郵便切手類模造等取締法 


• 通貨巧証券模造取締法 

• 印祇犯罪処罰ま 


• 外国二於テ流通スル貨幣祇幣銀行券証券偽 

. 印祇等模造取締法 


造変造及模造二関スル法律 
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A 安をにお ffi いいただ < ために 


本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいたださ、 
正しくご使用ください。ここに書かれている警告•ま意事項は、お使いになる人や他の人へ 
のを害、財産への損害を未然に防ぐための内容でずので、必ずお守り < ださい。また、本書 
に記載されていることしツ外は行わないでください。 


設置について 


A •アルコール、シンナーなどの弓 I 火性;'容剤のおくに設置しないでください。弓 I 火性溶剤が製品 

q 内部の電気部品などに接軸すると、火がや感電の原因になりまず。 

• 製品の上に次のよラな物を置かないでください。これ！5が製品内部の電気部品などに接軸す 
ると、火災や感電の原因になります。 

製品内部に入った場合は、直ちにプリンタとコンピュータの電源をオフにし①、 US 日ケー 
ブルを接続している場合は、 US 巨ケーブルを抜いてください⑤。そのあと、電源プラグを 
抜いて感、アース線を取り外し®、お買いホめの販売店にご連絡ください。 

. アクセヴリーなどの金属物 

-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 














































A 胃 •ぐ 5 ついた台の上や傾いた巧などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
' し' i 。 落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

•製品には通気□びありますので、壁や物でふさがないよ5に設置して<ださい。またベッド 
やソファー、毛足の長いじゅラたんなどの上に設置しないでください。通気□をふさがれる 
と製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがありまず。 

-製品を次のよラな場所に設置しないでください。火がや感電の原因になることがあります。 

-湿気やほこりの多い場所 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気におい場所 

•製品を設置する場合は、製品と床面、製品と製品の間に手などを挟まないよラに、ゆっくり 
と慎重に行ってください。手などを挟むと、けがの原因になることがありまず。 
•インタフェースケーブルを接続する場合は、本書の指示に従って正しく接続してください。 
正しく接続しないと、製品の故障や感電の原因になることがあります。 

•製品を持ち運ぶ場合は、本書の指示に従って正しく持ってくださし、製品を落としたりし 
て、けがの原因になることがありまず。（ープリンタを移動ずる： P .4-2 白） 


電源について 


A •電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでくださし、また重いちのを置し、 

q たり、引っぱったり、無理に巧ばたりしないでください。傷ついた部分から漏電して、火災 

や感電の原因になります。 

•電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、火災や感電の原因に 
なります。 

•属れた手で電源プラグを振き差ししないでください。感電の原因になります。 

-タコ足配線はしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込ま 
ないと、火災や感電の原因になります。 

-付属の電源コード政外は使巧しないでください。火災や感電の原因になりまず。 





•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の 
原因になります。 



• アース線を接続ずるとさは、总下の点にご注意ください。 

[アース線を接続してちよいちの] 

-電源コンセントのアース線端テ 

•接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

[アース線を接続してはいけないちの] 

. 水道管…配管の遠中でプラスティックになっている場合があり、その場合にはアースの役 
目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を 
接続でさまず。 

-ガス管•••ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針•••落雷のときに大きな電流が流れ、火災や感電の原因になりま 
ず。 

•原則的に延長コードを使用しての接続やタコ足配線はしないでください。やむを得ず延長 
コードを使用したり、タコ足配線をずる場合は使用者の責任において、喊下の点に注意して 
ご使用ください。誤った使いかたをずると、火災や感電の原因になります。 

-延長コードに延長コードの接続はしないでください。 

•製品を使用した状態で、電源プラグの接続部分の電圧が、定格銘版ラベル（製品背面に記 
載）に明をされている電圧になっているかを確認してください。 

•延長コードは定格銘版ラベル（製品背面に記載）に明示されている製品に必要な電流値に 
比べて十分に余裕のあるものをご使用ください。 

-使用時は束ねをほどさ、電源コードと延長コードの接続が確実になるよラに奥まで電源プ 
ラグを差し込んでください。 

-延長コードが異常に発熱していないか、定期的に確認してください。 

-アース線を接続ずる場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に巧ってくださ 
し、。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントか5振いて巧って 
<ださい。 


A ミち意 • 表をされた似外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがありま 
す。 

•電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードの芯線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分か5漏電して、火災や感 
電の原因になることがありまず。 

•いつでち電源プラグが振けるよラに、電源プラグの周0には物を置かないでください。非常 
時に電源プラグび抜けなくなります。 
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取り扱いについて 


A •製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧■高温の部分があり、火災 

" や感電の原因になりまず。 


•電気部品は誤って取り扱ラと思わめけがをしてち険です。電源コードやケーブル類、製品内 
部のギアや電気部品に子供が触れないように注意してくださし、。 

•異常な音びしたり、煙び出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちにプ U ンタと 
コンピュータの電源をオフにし、 USB ケーブルを接続している場合は、 US 巨ケーブルを抜 
いてください。そのあと、電源プラグを巧いて、アース線を取りがし、お買いホめの販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 

• 製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。スプレーのガスなどが製品 
内部の電気部品などに接触すると、火がや感電の原因になりまず。 

•製品を移動させる場合は、必ずプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、電源プラグを抜 
き、インタフェースケーブルを取り外してください。そのまま移動すると、電源コードやイ 
ンタフェースケーブルび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

•製品内部にク U ップやステイプル針などの金属片を落とさないでください。また、水、液体 
や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これ5が 
製品内部の電気部分に接触すると、火災や感電の原因になります。これ5び製品内部に入っ 
た場合は、直ちにプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、 USB ケーブルを接続してい 
る場合は、 USB ケーブルを抜いてください。そのあと、電源プラグを抜いて、アース線を 
取りがし、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

• 電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するとをは 、マー 
ス線び接続されていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されていない状 
態で巧ラと、感電の原因になります。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを振き差しするときは、 
コネクタの金属部分に觸れないでください。感電の原因になります。 


A 注意 


•製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因にな 
ることがありまず。 

• メインボードや RAM 、 R 日 M の取り扱いには注意してくださし、。メインポードや RAM、ROM 
の角や部品の鋭利な部分に軸れると、けがの原因になることがありまず。 

•夜間などで長時間ご使用にな5ない場合は、安全のため電源をオフにしてください。また、 
連休などで長時間ご使用にな5ない場合は、安全のため電源をオフにし、電源プラグを巧い 
てぐださい。 

• 排紙部の□ーラにはあ服や手などを近づけないでください。印刷中でなくても□ーラが急に 
回転し、巧服や手などがきき込まれて、けがの原因になることがあります。 

•レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレー 
ザースキャナユニッ 卜内にカバーで密閉されており、お客様が通常の操作をする場合には 
レーザー光が漏れるむ配は全くありません。安全のために臥下の注意事項を必ずお守りくだ 
さい。 

-本書で指示された总列のカパーは、絶対に開けないでくださし、。 





-レーザースキャナ ユニッ トのカバーに貼ってあるま意ラベルをはがさないでください。 



. 万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 
•この製品は IEC 目082已 -1:2007 においてクラス1レーザ製品であることを確認してい 
ます。 


保守/点検について 


A 普ち •清掃のときは、プリンタとコンピュータの電源をオフにし、 US 巨ケーブルを抜き、電源プ 
= ラグを巧いてください。火災や感電の原因になります。 

•電源プラグを定期のに振を、その周辺およびコンセントにたまったほこりやミちれを、乾いた 
巧で}式き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差した 
ままにずると、その周囲にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因にな 
ります。 


•清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った巧を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの弓 I 火性溶剤は使用しないでくださし、。引火性溶 
剤が製品内部の電気部品などに接軸ずると、火災や感電の原因になります。 

•製品内部には高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、ネッ 
クレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に舰れないように点検してください。やけど 
や感電の原因になりまず。 

-使用済みのトナーカートリッジを火中に投じないでくださし、トナーカートリッジ内に残っ 
たトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 


A 汪 后、 


•製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になりまず。紙づまりの処理など内部を点検すると 
きは、定着器周辺に軸れないように点検してください。やけどの原因になることがあります。 

•紙づまり処理やトナーカートリッジを交換ずるときは、トナーで巧服や手をミちさないよラに 
注意してください。巧服や手が巧れた場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗ラ 
とトナーが定着し、ミちれがとれなくなることがあります。 

•紙づまりで用紙を製品内部か5取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている卜 
ナーが飛び散5ないよラに、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や□などに入ることが 
あります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水でミ先い流し、医師と相談してください。 

•用紙を補給するときや紙づまりを取り除くときは、巧紙の端で手を切ったりしないよラに、 
注意して扱ってください。 
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消耗品について 


ム警告 

-トナーカート U ッジを火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因 
になりまず。 

-トナーカートリッジ、用紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火 
して、やけどや火災の原因になりまず。 

A ミ主意 

トナーカート U ッジなどの消耗品は幼巧の手が届かないところへ保管してください。ちし卜 
ナーカートリッジ内のトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 


その他 


A 警告 

トナーカート U ッジか5微弱な磁気び出ています。む臓ペースメーカーをご使用の方は、異 
常を感じたトナーカートリッジか5離れてください。すぐに、医師にご相談ください。 
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お f まいになる前に 


CHAPTER 


この章では、本プリンタのおもな特長と基本的な機能について説明していまず。 


製品の特長 .1-2 

各部の名称と機能 .1-4 

本体 .1-4 

操作パネル .1-7 

ディスプレイ .1-9 











製品の巧長 


本プリンタのおもな特長を説明していまず。 

■ 高速印刷 

33 ppm の高速エンジンに新開発の高まコント□ーラを搭載して超高ま処理を実現しま 
した。「オンデマンド定着ち式」の採用によるクイックスタートや TrueType フォントを 
高速出力ずる 「 TypeWin 呂」機能の強化により、コピーモードのみならずファーストプ 
リントや複数ページ印刷を印字速度び向上し、快適な高速印刷を可能にしました。 

「オンデマンド定着方式」とは、定着ヒータを印刷時のみ瞬間的に加熱ずるキヤノン独自 
のち式でず。 

■ エコロジー 

「資源エネルギー厅長官賞」受賞経験のあるお消費電力を実現したオンデマンド定着ち式 
を採用。オフィス機器における省エネルギー化巧進のための国際的なプ□グラムである 
「国際エネルギースタープ□グラム」の基準に適合しています。さらにスタンバイ時の消 
費電力を抑える「ス U —プモード」機能を搭載することで、低消費電力化を追ホしてい 
る優れたエコ□ジープ1」ンタでず。 

■ ペーパー A ンドリング 

標準の手差しトレイとユニバーサルカセットに加え、オプションで已00枚ペーパー 
フィーダを用意。最大850枚（日4目/ m ^の場合)、3種類の用紙サイズの連続自動給紙 
を可能にしました。また、両面ユニットを標準装備することで、手差しトレイや給紙力 
セットにセットした用紙を自動両面印刷でさまず。これにより、用紙の節約やファイル 
スペースの効率化び図れます。 

■ ネットワークプリンタ 

lOBASE - T /100 BASE - TX 対応のプ U ントサーバを標準装備。 TCP / IP、 AppleTalk 
のプロトコルに対応しており、多様なホスト/ 0 S 環境に対応するネットワークプ1」ン 
夕として、すぐにお使いになれます。また、高速 DMA 転送（プ U ンタのメモ U に直接 
データを送る）や自動インタフエース切り替え、自動エミュレーション切り替え機能に 
よって、ネットワーク環境下での快適なプ U ンティングを実現しています。 

標準装備のプ U ントサーバには、ブラウヴを使ってプ U ンタの機能び設定できる rU モー 
卜 UI 」 を内蔵しており、 プ U ンタの設定'管理をネッ トワーク上のパソコンから行えます。 


@ メモ I 本プ U ンタに内蔵のプ I 」ントサーバの対応 0 S 、 設定のしかた、詳細については「ネット 
ワークガイド/本編」を参照してください。 


お使い忌查刖に 
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製品の特長 






■ ユーザ フレンド u — 

高まな USB 2.0 インタフエースを標準装備し、 Windows のみでなく Mac 0 S にを巧 
応可能となった簡単操作び自慢の LIPS プリンタドライバを用意しました。 

印刷したい設定をアイコンで簡単に逞択でさる「お気に入り」メニューや、複数ページ 
印刷機能、製本作業を容易にした「仕上げ」等の便利な印刷機能を使用できます。 

さらに、パソコン上でネットワークに接続されたプ U ンタの設定や管理を行5プ U ンタ 
管理ユーティ U ティ FNetSpot Device Installed を提供します。プ U ンタの使用状況 
や出力総量の集計•分析び可能な 「imageWARE Accountin 目 Manager 」 （有償）や 
プリンタの状態や印刷が態、自分の印刷び終わったかどうかをバソコン画面に知らせて 
くれる印刷終了通知等の機能を持った印刷ユーティ U ティソフトウエアの [NetSpot 
Job Monitor 」 等を同捆しています。 

■ さまざまなプリントち法に対応 

本プ U ンタはネットワーク上にある様々なメーカーのプリンタやスキャナを共 S の 
フォーマットを用いて接続することびできる BMLinkS に標準で対応しています。また、 
TIFF や」 PEG のデータを直接プ U ンタに送って印用 ij する「ダイレクトプリント」機能に 
を対応しています。 

■ TrueType フォント 「 FontGallery 」 同個 

和文20書体、かな31書体、欧文100書体を標準で CD - ROM に収録しています。プ 
リンタ内蔵の「平成明朝体 W 3」 「平成ちゴシック体 W 已」フォントと組み合わせてお使 
いいただくことで、 WYSIWYG 環境を実現でさまず。 

また、かなフォント組み替えユーテイ U テイ rFontComposerJ により 、 FontGallery 
の各種 TrueType フォントのかな部分（ひ日びな、カタカナ、記号文字等）との組み替 
えび簡単に行え、より豊かな文章表現び可能です。 

■ LIPS V に対応 

LBP 3410は、 UPS の資産を継承:した、最新テクノ□ジーである 「 UPSV 」 に対応し 
ています 。 UPS V は 、 LIPS IV (UPS 11 +、 UPS III を含む）および UPS LX から構成 
されています。 

UPSLX は、最新の 0 S に最適化されたプ U ンティングシステムで、印刷処理をバソコ 
ンとプ U ンタで分散させて行なラため、高まなプ U ント出力び行なえます。また、プ U 
ンタのメモ1」追加を行なわない場合でを、高まなプ U ント出力び巧能です。 


扬乂モ I LIPS LX は Windows 2000/ XP/Server 2003/ Vista および Mac OS X のみで使用 
可能でず。 
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製品の特長 
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る部の名觀と機能 


本プリンタは、いろいろな機能を持つ部品で構成されています。本プ U ンタを正しく使用 
し、機能を十分に活用していただくために、各部の名称と機能を覚えてください。 


本体 


プリンタ本体の各部の名称と機能を説明しています。 

ik ま意 本プリンタには通気□がありまずので、壁や物でふさがないように設置してください。通 
気□をふさがれるとプリンタ内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。 

前面の各部の名称と機能を説明しています。 

メモ I 操作パネルに目ち5れているフイルムは、ご使用前にはびしてください。 


①排紙トレイ 

印刷された巧紙び下向きで排紙されます。 

(- P .3- l 曰） 

③前カバー 

トナーカート U ツジの交換や紙づま〇を除去すると 
きに、ここを開けて作業します。 （-^ P .4-3) 


③ 操作パネル 

プリンタの状態を表示したり、機能の設定をします。 
(一 P .1-7) 

④ 通気 □ 

プ U ンタ内部冷却巧の通気□です。 
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各部の名称と機能 
































① 通巧 □ 

プリンタ内部冷却用の通気□です。 

©サブ排紙トレイ 

印刷した面を上向きにして排紙します。 

(一 P.3-1 己） 

® 延長トレイ 

ヴブ排紙トレイに用紙を排紙するときに弓Iき出しま 
す。必ずこの延長トレイを引き出してか日排紙して 
ください。 


0シリアルナンバー表示ラベル 

プリンタ識別のためのシ U アルナンバー （Serial 
No.) び記載されていまず。サービスや修理を受け 
るときに必要になります。 

⑥定格銘板ラベル 

明示されている電流値は、平均消費電流です。 

® 電源コード差し込み □ 

付属の電源コードをここに接続します。 


感ちカバー 

オプションの RAM や ROM を取0付けるときに、 
ここを開けて作業します。プ U ンタを使用するとさ 
は、必ずちカバーを取0付けてください。 

® 電源スイッチ 

プ U ンタの電源をオン/オフします。（一 P.2-6) 

® 運搬用取っ手 

プ U ンタを運ぶとさは、ここを持ちます。 

(一 P.4-28) 

® 給紙カセット 

普通紙（色4旨/1112の場合）で最大2已日枚までの用 
紙をセットすることびできます。（一 P.3-21) 

® 用紙ガイド 

手差しトレイに セッ トした用紙の幅に合わせてガイ 
ドの位置を調整します。積載制限ガイドび付いてお 
り、この マークまで 用紙を セットで さます。 


® 延長トレイ 

A4 サイズの用紙など長いサイズの用紙をセットす 
るときに、用紙び垂れ下び5ないように開けます。 

⑩補助トレイ（手差しトレイ） 

手差しトレイに用紙をセットするときに引き出しま 
す。必ずこの補助トレイを引を出してか!5用紙を 
セットしてください。 

©手差しトレイ 

用紙を手差しトレイから給紙するときに、用紙を 
セットします。（一 P.3-37) 

颇補助トレイ（排紙トレイ） 

U -ガ J レヴイズの用紙などの長いサイズの用紙を排 
紙トレイに排紙するときに、用紙び垂れ下び5なし、 
よラに開けます。 


mm 

背面の各部の名称と機能を説明しています。 


@ ⑤ 
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⑦化張 ボードス□ット 

機能あお用のス□ットです。 

⑨ TX / RX ランプ（緑ち） 

プ U ントサー J (の通信中に点滅しまず。 

⑨ 10ランプ（緑色） 

1 0 BASE-T でネットワークに接続されているとき 
に点打します。 


⑩ 100ランプ（緑色） 

100日 ASE-TX でネットワークに接続されていると 
さに点灯します。 

⑩ LAN コネクタ 

1 0 BASE - T /1 00日 ASE-TX の LAN ケーブル接続 
部です。 

⑩ USB コネクタ 

USB ケーブルの接続部です。コンピュータなどの 
USB ポートに接続します。 


プ U ンタの自 B 

プリンタ内部のさ部の名称と機能を説明していまず。 



①トナーカートリッジガイド 

トナーカート1」ッジガイドはプ IJ ンタ内部の左ちに 
あります。トナーカート IJ ッジをセットずるときは、 
トナーカート IJ ツジの左ちの突起をこのガイドに合 
わせて巧し込みます。 

(一 P '4- IO ) 


③シ U アルナンバー表をラベル 

プリンタ識別のためのシ U アルナンバー (Serial 
No .) び記載されていまず。サービスや修理を受け 
るとをに必要になりまず。 

③搬送ガイド 

前カバー内部の紙づま〇を除去するとをに、ここを 
持ち上げて作業します。 （4 P . 已 -11) 
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①ディスプレイ 

プ U ンタの状態や^ッセージ、メニュー機能の設定 
項目や設定値を表示します。 (-*P.l-9) 

(D ジョブランプ（緑色） 

ち巧： 

印刷データ受信中または、プ U ンタの^モ U に印刷 
データび残っている状態。 

占；威： 

印刷データを処理している状態。 

ミお灯： 

プ U ンタの^モ U に印刷データび何ちない状態。 

感メッセージランプ（オレンジ色） 

ち巧： 

プリンタに何かトラブルび起さて印刷でさない状 
態。（オフラインでス U- プモード1に入った場含 
は、^ッセージランプ（オレンジ）および主電源ラ 
ンプ（緑）のみ点巧します。） 

ミ s ' な； 

プ U ンタび正常なが態。 

④[ジョブ] (▲) キー 

オフライン時： 

オフラインの状態では動作しません。 

オンライン時： 

ショブ;< ニューを表示します。 

;<ニュー操作特： 

ひとつ前のメニュー（上の階層）へ戻します。 


感[セットアップ] (►) キー 

オフライン時： 

セットアップ方ニューを表示します。 

オンライン時： 

セットアップ y ニューを表示します。ただし、オン 
ライン状態ではユーヴメンテナンスグループの設定 
はでさません。 

方ニュー操作時： 

方ニューのち側の項目を表示します。設定値を増や 
します。 

©に"キー 

オフライン時： 

オフラインの状態では動作しません。 

オンライン時： 

オンラインの状態では動作しません。 

メニュー操作時： 

次のメニュー（下の階層）へ進みます。一番下のメ 
ニュー（設定値び表示されている状態）では、設定 
値を確定します。 

⑦[給紙選択]キー 

オフライン時： 

給紙選択メニューを表示します。 

オンライン時： 

給紙選択メニューを表示します。 
y 二：!一操作時： 

動作しません。 


操作ノ、ネル 


本プリンタの上部には下図のよラな操作 J f ネルびあり、この操作 J f ネルで本プリンタの状態 
を知ったり、本プリンタの持つ各種の機能を使ラことびでさまず。 



③⑥④⑥⑥⑦⑥③® 



@ @ ® ⑩ 


各部のを称と機能 


1-7 

















® [ジョブキャンセル]キー 

オフライン時： 

ジョブランプ点巧または点滅時はジョブキャンセル 
を行います。ジョブランプ消灯時は、動作しません。 
オンライン時： 

ジョブランプ点巧または点滅時はジョブキャンセル 
を行いまず。ジョブランプ消灯時は、動作しません。 

@ま電源ランプ（緑色） 

占'打： 

電源びオンになっている状態。 

ミ芭口： 

電源びオフになっている状態。 

® [オンライン]キー/オンラインランプ（緑色) 

パソコンとの接続をオン（オンライン）/オフ（才 
フライン）します。 

また、エラーび発生してプリンタび停止したときに、 
そのエラーを一時的に解除して印刷を続行させる機 
能ち持っていまず。ただし、エラーによっては、こ 
のキーを押してち解除でさないことびあります。 
キー内部にオンラインランプびあり、点滅により次 
の状態を表示します。 

占ホ7 : 

オンライン状態（パソコンから印刷データを受信で 
をる状態） 

ミ芭口- 

オフライン状態 (パソコンからの印刷データを受信 
できない状態)。 

ただし、プリンタびス U —プモードに移行している 
とさは、オンラインの状態になっていてをオンライ 
ンランプは消なします。（一 P ぶ- 11) 


⑩給紙元表示ランプ（緑色） 

ち灯： 

現在選択されている給紙元のランプび点なします。 
ち滅： 

現在選択されている給紙元の用紙びない、または給 
紙カセットび装着されていない状態。ただし、手差 
しトレイの場含は、用紙びないとさでわランプは点 
灯します。 

ミ肖ホ了 ： 

現在選択されていない状態。オプション品を含む給 
紙カセットまたはペーパーフィーダび装着されてい 
ない状態。 

⑩ [リセット] (▼) キー 

オフライン時： 

U セットメニューを表示します。 

オンライン時： 

U セットメニューを表示します。 

ぺ一 -1 _操作時. 

次の^ニュー（下の階層）へ進みます。一番下の方 
ニュー（設定値び表示されている状態）では、設定 
値を確定します。 

©[ユーティリティ] (ィ） キー 

オフライン時： 

オフラインの状態では動作しません。 

オンライン時： _ 

ユーティ U ティ^ニューを表示します。 

方ニュー操作時： 

y ニューの左側の項目を表示します。設定値を減5 
します。 

® 印刷可ランプ（緑色） 

ちに[: 

印刷可能な状態。（オンラインでス U —プモード] 
に入った場合は、印刷可ランプ（緑）および主電源 
ランプ（緑）のみ点口します。） 

ち滅： 

自己診断中。ウオー S ングアップ中。 

消に[: 

印刷でさない状態。 
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F " イスプレイ 


本プリンタの操作パネルには下図のよラなディスプレイがあり、プ U ンタの状態やメッセー 
ジ、こユー機能の設定項目や設定値を表示します。 


印刷可能な状態 

① 一 H 日日インサツカノウ 1 A 4- h ③ 


のげ 態、動作欄 

プリンタの状態や動作モードを表示します。 


操作ノ ネルでメニュー操作中の状態 


カクチヨりキノウ 


②給紙元、用紙サイズ欄 

現在選択されている給紙元の用紙サイズを略号で表 
示します。なの用紙は略号で表示されます。 0 J - 力‘ 
ル： LG、 レタ ー : LT、 エグゼクティブ： EX、 はび 
き： HG、 往復はびき： H2. 4面はびき； H4、 洋 
形4号封筒： Y4、 洋あ2号封筒；丫2、ユーヴ設 
定サイズ： 8日〜99、ユーヴ設定サイズ縦： 8日 R 
〜 99R、 フ U— : FR) 


お使いになる前に 


各部のを称と機能 
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動作モードについて .2-30 

動作モードの種類 .2-3 日 

自動切り誓えびうまくできないとき .2-31 

専巧プ U ンタと同じ動作で使う（動作モード固定） .2-31 

エミユレーションモードで使うとき .2-32 

印刷を中止したいときは .2-33 

データを排出する（強制排出) . 2-33 

印刷をキャンセルする（ジョブキャンセル） .2-34 

現在実行中の処理を中止する（ソフトリセット） .2-3 已 

すべての作業を中止する（八ードリセット） .2-3 日 
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ソフトウエアをインス I ルする 


パソコンから印刷するには、プ U ンタドライバやユーテイ U テイソフトなどのソフトウェア 
をインス I -ールする必要があります。お使いのパソコンやネットワークに合ったソフトウェ 
アをインストールしてください。 


Windows ①場合 


Windows から印刷するときは、本プ U ンタに付属の CD - ROM からプリンタドライバや 
ユーテイリテイソフトをインス I -ールします。 


本プリンタには、次のソフトウエアが添付されています。 


重要 


BMLinkS プリンタドライバは、付属の CD-ROM には同個されていません。1；(下の URL 
にアクセスし、 BMLinkS プリンタドライバをダウン□ー ドしてインストールしてくださ 
い。インス!-ールのしかたや詳細については、目 MLinkS プ U ンタドライバに添付されて 
いる「ユーヴーズマニュアル」を参照してください。 
http://www.jbmia.or.jp/bmlinks/ 


■ UPS プリンタドライバ 

Windows アプ U ケーシヨンから印刷するときに必要なソフトウエアです。必ずインス 
トールして < ださい。 


■ NetSpot Device Installer 

パソコンからネットつークで接続したプリンタのネットつークプ □ トコルの初期設定や 
設定変更を行うユーティリティソフトです 。 NetSpot Device Installer はパソコンヘイ 
ンス I -ールすることなく使用できるので、簡単にプリンタの初期設定や設定変更を行ラ 
ことがでさます。 


■ NetSpot Job Monitor 

プ U ンタの状態をパソコンの画面に表示したり、処理中の印刷データを操作するための 
ユーティ IJ ティソフトです。必要に応じてインス I -ールしてください。 


重要 


プ1」ンタとバソコンを USB ケーブルで接続した場合、 [NetSpot Job Monitor」 は使用 
でさません。 


ソフトウェアをインストールずる 2-3 






DOS の場合 


D 日 S のアプ U ケーシヨンソフトで本プ U ンタを使用する場合、各アプ U ケーシヨンソフト 
のプ U ンタ設定で本プ U ンタまたは互換性のあるプ U ンタを選択して印刷します。本プリン 
夕は、キヤノン独自の UPS モードと旧 M PC / AT 互換機（□日 S / V パソコン）の ESC/P 
エミユレーシヨンモードなどの動作モードを巧蔵していますので、キヤノン製 UPS プリン 
夕や ESC / P 準拠プ U ンタを、互換性のあるプ U ンタとして選択できます。また、オプシヨ 
ンのコント□-ル ROM を装着することにより、 PC -98 日0シリーズ用、 PS / 己已シ U — ズ 
用のプリンタを、互換プリンタとして選択できたり、 HP - GL 対応のアプ U ケーシヨンソフ 
卜から印刷でさるよラになります。 


嫁メモ I •エミユレーシヨンモードの印刷については、 r 動作モードについて」（一 P .2-3 日）を参照 
してください。 

-プ U ンタ設定の方法については、ご使用のアプ U ケーシヨンソフトに付属の取扱説明書を 
参照して < ださし、。 

-オプシヨンのコント□-ル ROM については、設置ガイド r 第]章設置ずる前に」を参照 
してください。 


Macintosh ①場合 


Macintosh から印刷するときは、本プリンタに付属の CD - ROM からプ U ンタドライバや 
ユーティ U ティソフトをインス I -―ルします。 

本プリンクには、次のソフトウエアび添付されています。 

■ UPS プリンタドライバ 

Macintosh アプ U ケーシヨンソフトから印刷するときにお要なソフトウエアです。 
EtherTalk 接続用プ U ンタドライバと USB 接続用プ U ンタドライバの2種類びありま 
す。接続ち法に合わせて、いずれかを必ずインス!''ールしてください。 

■ プ U ントモニタ 

プ U ンタの状態をパソコンの画面に表ホしたり、処理中の印刷データを操作するための 
ユーティ U ティソフトです。プリンタドライバと一緒にインス!ルされます。 

■ NetSpot Device Installer 

パソコンからネットワークで接続したプ U ンタのネットワークプロトコルの初期設定や 
設定を要を行う ユー ティ I 」ティソフ ト です 。 NetSpot Device Installer はバソコン ヘイ 
ンストールすることなく使用でさるので、簡単にプリンタの初期設定や設定変更を行ラ 
ことびでさまず。 


ソフトウエアをインス I ルずる 
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^ネットワークに接続している場合 


ネットワークに接続している場合は、本プ U ンタに付属の CD - R 日 M から、ネットワーク管 
理ソフトとプ U ンタドライバを、各クライアントパソコンにインストールします。インス 
トールのしかたや詳細については 、 User Software CD - ROM に収められている取扱説明 
書や「ネットワークガイド/本編」を参照してください。 

終メモ」•本プリンタをネットワークに接続した場合、ステータスプ U ントを巧ってプ U ントサーパ 
の MAC アドレスなどを確認し、ネットワーク日 S (UNIX など）の設定やプ U ントサー 
バの設定を行ってください。 これ5の設定については「ネットワークガイド/本 編」 を参 
照してください。 

•ネットワークに接続して使う場合のプリントサーバについては、設置ガイド r 第2章プ U 
ンタの設置」を参照してください。 


ソフトウエアをインストールずる 
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電源のオン、オフ 


本プ U ンタの電源は、本体ち側面の電源スイッチでオン、オフを行いまず。思わめトラフル 
を避けるため、正しい手順を覚えてください。 


電源をオンにずる 


本プ U ンタを使用ずるには、電源スイッチの T ’ 側を押し、オンにしまず。本体やオプショ 
ン品の状態チェックを実行したを、印刷可能な状態になります。 


重要 


-電源をオフにした直後に、再度電源をオンにしないでください。電源をオフにした樓に再 
度電源をオンにするときは、電源をオフにしてか!5 ] 日秒政上経ったあと、電源をオンに 
してください。 

•正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたときは、「メッセージー覧」 
(一 P. 己- 22) 、「サービスコール表示」（一 P. 已 -37) を参照してください。 

. プ U ンタを設置媛、初めて電源をオンにするときは、電源を入れる前に必ず給紙カセット 
を本体にセットしてか5プ U ンタの電源を入れてくださし、。 

. プ U ンタを設置媛、初めて電源をオンにしたとさに、白紙び]枚排紙されることびありま 
ずび、異常ではありません。 


1 プリンタの電源スイッチの T ’ 側を巧しまず。 



操作パネルのランプやディスプレイが点灯し、本体やオプション品の状態を自己診断しま 
す。 
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自己診断の結果に異常がなければ、オンラインランプと印刷巧ランプ、選択されている給 
紙元表示ランプが点巧し、ディスプレイに 「日日 インサツ カノウ」 や 「日日 UPS 」 、 
roo ESC / P 」 と表示されて印刷可能な状態になりまず。 



印刷可ランプ 


給紙元表示ランプ- 


オンラインランプ 


ディスプレイには、次の情報が表をされます。 

印刷巧能で処理中の印刷 一 ^00インサツカノ巧 IIA 4]]- 現在選択されている給紙 
データびない状態 -元の用紙サイズ 


電源をオフにずる 


本プリンタは、次の手順で電源をオフにしまず。 


重要 


•ネットワークに接続している場合は、他のパソコンか5印刷していないか確認してか5、 
電源をオフにしてくださし、。 

•ジョブランプび点灯している状態で電源をオフにすると、プ U ンタのメモ U に残っている 
印刷データは消まされます。必要な印刷データは、出力し終わるまで待つかオフラインの 
状態で[リセット]を押して「八イシュツ」を選択し、出力してか5電源をオフにしてく 
ださい。（一 P .2-33) 

•プ U ンタび!;!下の状態のとさに電源をオフにしないでください。 

-印刷中 

-プ U ンタの電源をオンにした直後の自己診断中 

-ディスプレイに NVRAM 初期化中や NVRAM 書き込み中の^ッセージび表示されてし、 
るとさ 

•ディスプレイに「02キドウチュウ」のメッセージび表示されているとき 


電源のオン、オフ 
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ジヨブランプが消'丹していることを確認しまず。 


2 本体の電源スイッチの"〇"側を巧しまず。 
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消費電力の節約（スリープモード）について 


本プリンタび動作していないとさや、ご使用になっていないとさに、ス1」ープモードにずる 
ことで効率的に節電することびできます。 

ス1」ープモードにはしツ下の2種類あります。 


重要 


電源スイッチをオフにした場合でち、電源プラグを電源コンセントに差し込んだが態で 
は、わずかですび電力び消費されています。完全に電力消費をなくすためには、電源プラ 
グを電源コンセントから巧いてくださし、。 


メモ」•「タイマー設定」の「ウェイクアップ時刻」を設定すると、設定した時刻にス U —プモー 
ドを解除することができます。「タイマー設定」についての詳細は、 LIPS 機能ガイド「第 
3章共通セットアップメニューの設定項目」を参照してください。 

•プリンタびエラー状態（メッセージランプび点灯または^ッセージの数字部分び点滅状 
態）のとさに、ス U —プモードに移巧しないよラするには、「エラース U- プ」を「シナ 
イ」に設定します。「エラース U- プ」についての詳細は、 LIPS 機能ガイド「第3章共 
通セットアップ;<ニューの設定項目」を参照してください。 

•ス U- プモードに移行しないようにするには、「ス U- プモード」を「ツカワナイ」に設 
定します。 


■ スリープモード1(パネルオフモード）-.-節電効果：小 

ス U —プモード1には、政下のいずれかの条件のときに移行します。設定項目について 
の詳細は、 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップ X こユーの設定項目」を参照し 
て < ださい。 


条件1 

条件2 

「ス U —プモード」び「ディープス U —プ」また 
は「パネルオフ」に設定されている 

「ス U —プモード」び「ディープス U —プ」また 
は「パネルオフ」に設定されている 

パネ J レ操作を巧わず、バソコンからデータび送 
5れてこない状態び「ス U —プ移行時間」で設 
定した時間経過した 

(r ス U —プ移行時間」の設定は、「曰フン」、「1已 
フン」、「3日プン」、「日日プン」、「18日プン」か 
ら選択でき、工場出荷時は「1已フン」に設定さ 
れていまず。） 

「タイマー設定」の「ス U —プタイマー」を「ツ 
カウ」に設定していて、「スリープ時刻」で設定 
しに時間になった 

パネル操作を行っていない 

パソコンからデータび送5れてきていない 

プ U ンタの起動中ではない 


メモ1 •ス U- プモードIに移巧すると、印刷巧ランプと主電源ランプのみび点なします。ただし、 
オフライン状態のとさは、^ッセージランプと主電源ランプのみび点なします。 

•ス U —プモード]は、1；(下のいずれかの条件で解除されます。 

-操作パネルのキーが押されたとさ 
-エラーび 発生したとき 

-パソコンか5のデータを受信したとを（オンライン状態のみ） 

. 「タイマー設定」の「ウェイクアップタイマー」を「ツカウ」に設定していて、「ウェイ 
クアップ時刻」で設定した時間になったとさ 
- U モート UI でユーティ U ティメニューの操作を巧ったとを 
- U モート UI でデバイス制御の操作を行ったとさ 


電源のオン、オフ 
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■スリープモード 2 (デイープスリープモード）•- •節電効果：大 

スリープモード2には、し:!下のいずれかの条件のとさに移行しまず。設定項目について 
の詳細は、 LIPS 機能ガイド「第3章共通セットアップ X こユーの設定項目」を参照し 
て < ださい。 


条件1 

条件2 

「ス U —プモード」び「ディープスリープ」に設 
定されている 

「ス1」ープモード」び「ディープスリーブ」また 
は「パネルオフ」に設定されている 

ス U —プモード1に移行している 

「タイマ—設定」の「ディープス1」—プタイマー」 
を「ツカウ」に設定していて、「ディープスリー 
プ時刻」で設定した時間になった 

「インターフェース選択」の 「US 巨」び「ツカワ 
ナイ」に設定されている 

「標準ネットワーク」の 「AppleTalk」 びけス 
に設定されている 

r 標準ネットワーク」の 「AppleTalk」 び「オフ」 
に設定されている 

「標準ネットワーク」の 「SMB サーバ」び「才 
フ」に設定されている* 

「標準ネットワーク」の rSMB サーバ」び「才 
フ」に設定されている* 

印刷待ちのジョブびない 

印刷待ちのジョブびない 

ネットワークでの通信を]已秒！;(上行っていな 
し飞 

ネットワークでの通信を1已秒し U 上行っていな 
い 

プリンタの拡張ボードス□ットにオプションの 
インタフェースボードび装着されていない 

プ IJ ンタのあおボードス□ットにオプションの 
インタフェースボードび装着されていない 


rSM 日サーバ」を r オン」に設定していても、 SMB の「サーバ名」び入力されていない場合は、ス U- プモー 
ド 2 に移行します。 


重要 


「ス U —プモード」び「ツカワナイ」に設定されていてち、 U モート UI の「デバイス制 
御」で強制的にスリープモード2へ移行することびできます。 


メモ1 -ス U- プモード2に移行すると、主電源ランプのみび点灯します。 

-ス U- プモード2は、攻下のいずれかの条件で解除されます。 

•操作パネルの[オンライン]び巧されたとさ 

•パソコンか5のデータを受信したとき（オンライン状態のみ） 

•r タイマー設定」の「ウェイクアップタイマー」を「ツカウ」に設定していて、「ウェイ 
クアップ時刻」で設定した時間になったとさ 
-リモート UI でユー ティ U ティ； < ニ ューの 操作を行ったとき 

- SNTP または DHCP の通信び]分助巧に巧われる状態、ウェイクアップ機能び]分助巧に 
実行される状態では、ス U —プモード2へ移行しません。 


2-10 電源のオン、オフ 
















オンラインとオフライン 


プ U ンタがパソコンからデータを受け取り、印刷でをる状態を「オンライン」、パソコンと 
の接続が切り離され、データを受け取れない状態を「オフライン」といいます。 

操作パネルから各 x こユーを設定するには政下の状態に切り替えます。 


〇:メニューに入ることがでさる状態 
X :メニューに入ることがでさない状態 



オンライン状態 

オフライン状態 

セットアップメニュー 

0* 

〇 

給紙選択メニュー 

〇 

〇 

U セットメニュー 

〇 

〇 

ジョブメニュー 

〇 

X 

ュー了ィ U 了ィメニュー 

〇 

X 


オンライン状態ではユーザメンテナンスグループの設定はでをません。 


オンラインにずる 


パソコンから印刷するとさは、プ U ンタびオンラインの状態になっていることび必要です。 
印刷するとをは、プ1」ンタびオンラインになっていることを確認してください。オンライン 
になっていないときは、次の手順でオンラインにします。電源をオンにしたときは、自動的 
にオンラインの状態になります。 



1 [オンライン]を巧しまず。 


オンラインランプび点巧し、印刷でをるげ態になります。 


重要 


プリンタびエラー状態（メツセージランプび点灯またはツセージの数字部分び点減状 
態）のとさは、オンラインになりません。エラーの原因を取り除いてからオンラインにし 
てください。 


メモ I プ U ンタびス U —プモード1に移行しているときには、オンラインの状態になっていて 
もオンラインランプは消灯し、印刷可ランプおよび主電源ランプのみび点灯します。ス 
リープモード2に移行しているときには、主電源ランプのみび点灯します。ス U- プモー 
ド中にデータを受信すると、 ス U —プモードは解除されオンラインランプび点灯し、印刷 
可能な状態になります。 
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オフラインにずる 


巧 


パソコンからのデータを受け取らない状態にしたり、セットアップメニューのすべての項目 
を設定するには、プ U ンタをなの手順でオフラインにしまず。 


i [オンライン]を巧します。 

オンラインランプび猫打し、操作/ くネルで設定できる状態になりまず。 


重要 


本プリンタは、オフラインにしたまま曰分間じ(上放置すると、自動的にオンライン状態 
になります。ただし、プ U ンタびエラー状態（^ツセージランプび点灯またはツセージ 
の数字部分び点;威状態）のとさ、またはニュー機能や給紙ち法の選択、用紙サイズの設 
定などの操作中は、自動的にはオンラインになりません。 
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プ u ンタの機能と設定方法について 


本プリンタは、化大/縮ル印刷や複数ページ印刷、とじしろの設定など、いろいろな機能を 
持っています。これらの機能を設定するには、プ U ンタの操作パネル、プリンタドライバ、 
リモート UI の3つの方法びあり、それぞれのち法によって設定できる項目び多少異なりま 
ず。 


メモ I BMLinkS プリンタドライバの設定項目については、 BMLinkS プリンタドライバに添付 
の「ユーヴーズマニュアル」を参照してください。 


代表的な機能 


本プリンタの代表的な機能をし:!下の表におしています。〇印は設定可能、 X 印は設定できな 
いことを表しています。 


機能 

機能の概要 

プリンタ 

ドライバ‘ 

(Windows) 

リモート UI 

操作パネル 

給紙選択 

どこから用紙を給紙するか（給紙 
元）を設定します。 

〇 

〇 

〇 

手差しトレイ用紙ヴ 
ィズ 

手差しトレイにセツトした用紙の 
サイズを設定します。 

X 

〇 

〇 

両面印刷 

用紙の両面に印刷しまず。 

〇 

〇 

〇 

カセット用紙サイズ 

給紙カセツトにセツトした用紙の 
サイズを設定します。 

X 

〇 

〇 

ぺージフォーマット 

エ S ユレーシヨ ンモードで印刷す 
るときに、用紙に合わせてページ 
フオーマツトを設定します。 

X 

X 

〇 

拡大/縮ル =*^1 

データを拡大または縮小して印刷 
します。 

〇 

X 

〇 が 

複数ページ印刷り 

拡大/縮ル印刷の機能で縮小した 
データを複数ページ並べて]枚の用 
紙に印刷します。 

〇 

X 

〇柏 

オーバレイ印刷*1 
(LIPS モード時のみ） 

LIPS のコント□ールコマンドで登 
録したフオーマツトを選択し重ね 
て印刷します。 

0*3 

X 

0*4 

とじ方向 

とじしろを作る辺（長辺または短 
辺）を設定します。 

〇 

〇 

〇 


プ U ンタ®使いかた 
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機能 

機能の概要 

プリンタ 

ドライバ‘ 

( Windows ) 

リモート UI 

操作パネル 

とじしろ 

とじち向で設定された辺のとじし 
ろの幅を設定します。 

〇 

〇 

〇 

トナー濃度 

印宇濃度を調整します。 

X 

〇 

〇 

ドラフトモード 

テスト印刷するモードの設定をし 
ます。 

〇 

〇 

〇 

ブヴー警告 

エラー発生時のブヴー音の鳴りか 
たを設定します。 

X 

〇 

〇 

ス U —プモード 

プ U ンタの消費電力を節約する 
モードの設定をします。 

X 

〇 

〇 


1 これらの機能は、プ U ンタドライバとリモート UI 、 操作パネルとで設定内容や印刷結果に違いびありますので気を 
付けてください。詳細については、プリンタドライバのヘルプや 「 LIPS 機能ガイド」、「リモート UI ガイド」を参 
照してください。 


*2 LIPS 専用セットアップメニューからのみ設定巧能です。 

*3 LIPS IV プリンタドライバからのみ設定巧能です。 

*4 フオーム作成登録は LIPS コマンドで行います。使用ずるフオームの指定のみ巧能です。 


設定のしかた 


プ U ンタの機能は、プ U ンタドライバや U モート UI 、 プ U ンタの操作パネルで、それぞれ 
巧のよラに設定して使いまず。 


メモ I • プリンタドライバのインストール方法や操作ち法については 、 User Software CD-ROM 
に収められている取扱説明書およびプリンタドライバのヘルプを参照してください。 

- U モート UI からの操作方法については、 ru モート UI ガイド」および U モート UI のヘルプ 
を参照して < ださい。 

-プ U ンタの操作パネルからの操作方法については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してくださ 
い。 

■ UPS プリンタドライバ 

本プ U ンタに付属の LIPS プ U ンタドライバをパソコンにインストールし、プリンタ設定 
画面を表示して設定します。 

■ U モート UI 

本プ U ンタをネットワーク経由で接続している場合は、パソコンから Web ブラウヴで本 
プ U ンタを設定します。 

■ プリンタの操作パネル 

プリンタの操作パネルのキーで こユーを選択して設定します。 


プ U ンタ Q 使いかた 
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設定の優先順位 


後から設定したちび有効 


•ダイレクトプリント時（一 P .2-22) の設定の優先順位 

こュー機能にしかない項目を、操作パネルで斤ラ場合と U モート UI の[デバイス設定] 
ニューで行ラ場合では、穫から設定した方の内容が有効になります。 

ダイレクトプリント時には、操作パネルや U モート UI の[デバイス設定] こューで設 
定した内容よりもリモート UI の[ダイレクトプリント] こューや画像ファイルの TIFF 
データのヘッダーが持つ IFD (Image file directory ) の中にある Tag で設定されてい 
る内容が優先されます。 


優先順位 

高い低い 


U モート UI の 

U モート UI の 

[ダイレクトプリント]ニュー 

[デバイス設定]分ニュー 

TIFF データの Ta 旨 

操作パネル 


TIFF データのヘッダーが持つ一部の Ta 旨の機能は有効にならない場含があります。 
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設定した項目は、プリンタドライバやアプリケーションソフトとプ U ンタの こユー項目に 
同じ機能がある場合、プリンタドライバやアプリケーションソフトの設定が優先されます。 


局し） 


K やアプリケーション 
ライパやアプリケー S 

優先順位 


低し、 


アプ U ケーシヨンソフト 
プリンタドライバ 


操作パネル 
リモート UI 
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BMLinkS にごいて 


本プリンクは、巨 MLinkS に標準で对応しています。ここでは、目 MLinkS についての概要 
やプリンタドライバの入手ち法、巨 MLinkS から印刷するための設定について説明します。 


BMLinkS とは 


目 MLinkS は、ネットワーク上にある様々なメーカーのプ U ンタやスキャナを共通のフォー 
マットを用いて接続する技術です。 

BMLinkS に対応したプ U ンタやスキヤナを利用することで、 L ソ下のよラなことび可能にな 
りまず。 


■ 1種類のプリンタドライバで異なるメーカーのプ U ンタに出力が可能 

化来は、プ U ンタごとに専用のプ U ンタドライバをコンピュータにインス!ルしなけ 
ればなりませんでしたび、 BMLinkS 対応のプ U ンタの場合、異なるメーカーのプ U ンタ 
であっても、1つのプ1」ンタドライバで出力することびでさ、プリンタごとに共通の操 
作、共通の設定で印刷ずることびできます。 

また、お得意先や出張先などで、自分のノート PC から印刷するとさなどを 、 BMLinkS 
に対応したプ U ンタびあれば、プ U ンタドライバをインストールしなくても印刷するこ 
とびでさます。 


複合機（キヤノン製） 


口 


複合機（他メーカー） 

回 


コンピュータ 








プリンタ（キヤノン製） 


(他メーカー） 


スキヤナ 
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■スキヤナで読み込んだ画像を PC を介ずことなくプリンタに出力び可能 

BMLinkS 対応のスキヤナとプ U ンタびネツトワーク上にある場合、スキヤナからプリン 
夕にダイレクトに印刷することびでさます。スキャナで読み込んだ画像を PC に取り込 
んでから印刷するといラ手間び省けます。 



• BMLinkS は、社団法人ビジネス機械'情報システム産業協会 ( JBMIA ) び巧進してい 
るオフイス機器インタ フエー スです。 

•本製品は JBMIA による BMLinkS 認証を受けています。 

•実装サービス名：プ1」ントサービス 
-仕様環境 BMLinkS 200已対応 


BMLinkS プリンタドライバについて 


BMLinkS を利巧するには、専用のプ U ンタドライバが必要になります。目 MLinkS プリン 
タドライバは、似下の目 MLinkS ホームページからダウン□ー ドしてインス I -ールします。 
http ;// wwwjbmia . oup / bmlinks / 

必要なシステム環境やインス!-ール方法、使用方法については、「ユーヴーズマニュアル」 
を参照してください。「ユーヴーズマニュアル」は目 MUnkS ホームぺージからダウン□— 
ドするか、巨 MLinkS プ U ンタドライバをインストールずるとお使いのパソコンにインス 
トールされます。 

■ BMLinkS プリンタドライバのお問い合わせ巧 

BMLinkS プリンタドライノりこついてのお問い合わせは、政下のメールアドレスにご連絡 
<ださい。 

bmlinks - support @ jbmia . or.Jp 

メモ I BMLinkS プリンタドライバに関するお問い含わせのみを受け付けております。プリンタ 
本体については、キヤノン「お客様相談センター」（巻末参照）にお問い合わせください。 


プ U ンタ®使いかた 
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プリンタで行ラ BMLinkS ①設定について 


BMLinkS プリンタドライバから印刷するために、しソ下の設定を行ってください。 

目 MLinkS の設定は、 I 」モート UI で行います。 U モート UI の操作ち法については、 「 U モー 
卜 UI ガイド」を参照してください。 


重要 


• プ□キシサーバ経由で接続することはできません。プ□キシサーバをお使いの環境では、 
下のような設定を行ってください。（設定はネットワーク環境によって異なりますので、 
ネットワーク管理者に相談してください。） 

•Web ブラウザのプ□キシサーパ'の設定で、[例外！（プ□キシを使巧しないアドレス）に 
プ U ンタの IP アドレスを追加します。 

•Web ブラウザでクッキー Cookie ) び利用できるように設定してください。 

-同時に複数の U モート UI を起動しているときは、最樓に巧った設定び有効になります 。 U 
モート UI は]つだけ超動することをおすすめします。 


錢メモ！ BMLinkS の設定は、プリンタの操作パネルか 5 を行うことびできますび、設定でをるの 

は 目 MLinkS プリンタドライバからの印刷をち効にずるかしないかの設定のみです。 


Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に似下の URL を入力したあと、 
キーボードの忙 NTE 刊キーを巧しまず。 

http :// くプ U ンタの IP アドレス> / 


aboutblanK — Microsoft Internet Explorer 


ファイルの漏実をま示がも'尉こ入り(かツールの 


I 和戻る▼呼， A 间斗ななま凶わをに入り vJ 


^ 7 ドレスを )1 


http ： // 192.168 .0.21 5/ 


メモ I •プ U ンタの IP アドレスびわか5ないときは、管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプ U ンタのホスト名び登録されているときは、 IP アドレスのかね 0 に[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することちでをます。 

例： http :// my _ pnnter . xy _ dept . company . co . jp / 
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2 [管理ちモード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
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3 [デバイス管理]メニューか日[ネットワーク]を選択します。 
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[ TCP / IP ] のもにある[変更]をクリックします。 





5 


旧 MLinkS ] で[使う]を選択します。 


」口| 句 
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6 [ Discovery 送信間隔]で、プリントサーパがネットワーク上で動作して 
いることを示ず情報を送信ずる間隔を設定します。 

3日分、 ] 時間、3時間、目時間、]2時間、24時間から選おできまず。 



必要に応じて、[組織名]、[支店名]、[ビル名]、[階数]、[ブ□ック名]を入力します。 

7 設定後、 [0 K ] をクリックしまず。 



〇 八ードリセットまたはプリンタを再起動しまず。 

八ードリセット後、またはプ U ンタの再起動後に設定が有効になります。 

メモ I 「八ード U セット」の実行方法については、「すべての作業を中止ずる（八ード U セッ 
卜)」（一 P ぶ-3色）を参照してください。 
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ダイレクトプリントについて 


ダイレクトプリントとは 


ダイレクトプ U ントは、プリンタドライバを使用せずにホスト端末からファイルをプ U ンタ 
に転送し、ファイルそのものをプ U ンタび認識し、印刷する機能です。したびって、ファイ 
ルを開いて印刷する必要びありません。 

印刷するには、リモート UI から印刷したい TIFF / JPEG あ式の画像ファイルを指定します。 
また、コマンドプロンプトからのコマンド入力 ( LPR コマンド）によるダイレクトプリン 
卜にも対応しています。 


■ U モート UI か6印刷ずる（一 P .2-23) 


■コマンドプ□ンプトか6印刷する（一 P .2-27) 


重要 


-本プリンタのダイレクトプ U ントでは、 JPEG データは ITU-T 勧告 T .8] の仕様に対応し 
ています。 TIFF データは Adobe TIFF Revision 日.日の仕様に対応してしほす。 


•本プリンクでは、 JPEG データの符号化方式の対応は、次のようになっています。 
-対応している符号化で式 
基本 DCT 方式 
-対応していない符号化方式 
拡張 DCT 方式 
可逆方式 

ノ V イアラーキカルち式 

•本プリンタでは、 TIFF データの符号化方式の対応は、次のようになっています。 

-対応している符号化方式 
非圧縮 

ITU-T 勧告 T .4 一次元符号化ち式 

ITU-T 勧告 T .4 二次元符号化方式 

ITU-T 勧告 T . 目ベーシックファクシミ U 符号化方式 

ITU-T 勧告 T .8] JPEG (基本 DCT 方式のみ） 

Pack 目 its (Apple Macintosh Pack 日 its 方式） 

-対応していない符号化方式 
LZW 

ITU-T 勧告 T .82 JBIG 
ITU-T 勧告 T .43 JBIG 
ITU-T 勧告 T .44 MRC 
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リモート Ul か!5ダイレクトプリントずるには 


1」モート UI から TIFF / JPEG あ式の画像ファイルを指定してダイレクトプ U ントすること 
びでさまず。 U モート UI の基本的な操作ち法については「リモート UI ガイド」を参照して 
<ださい。 

メモ」 ダイレクトプ U ントを使用して印刷できない場合や印字位置びずれる場合でち、ファイル 
をアプリケーションか6開いてプ IJ ンタドライバを使用ずることで正しく印刷できる場 
合びあります。 

1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄にむ下の URL を入力したあと、 
キーボードの [ ENTE 刊キーを押します。 

http :// くプ U ンタの IP アドレス> / 


同 

aboutblank - Microsoft Internet Explorer 

1ファイルの漏集生）まをわ尉こ A り地ツールの ， 

||和戻る， *4 ，な巧1ながう 

t 如尉こ入り d 

アドレス(じ）1 http ：// 192.1 68.0.21 5/ 

1 




メモ I •プ U ンタの IP アドレスびわか5ないとさは、管理をに相談してください。 

•サーバにプ U ンタのホスト名び登録されているときは、 IP アドレスのかわりに[ホスト名 
. ドメイン名]で入力することちできます。 

例： http :// my _ printe「.xy dept . company . co . jp / 
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2 リモート UI に□グオンずるモード（[管理ちモード]または[-般ユーザ 
モード])を選択して、にりをクリックします。 

[管理ちモード]を還おした場合は、「パスワード」を入力してか S の口をク IJ ックします。 
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[ダイレクトプリント]メニューを選択します。 




M M M 

令な@ 
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4 [ファイルのパス]を設定しまず。 

[参照]をク U ックし、ファイルを選択したあと、[開く]をク U ックします。 
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5 必要に応じて LU 下の[印刷設定]を巧ってください。 



邸数] 

[用紙サイズ] 
[用紙タイプ] 
[画像の向さ] 


印刷する部数を「1」 （ 部）〜「日目白9」（部）で入力します。 
印刷する用紙のサイズを指定します。 

印刷する用紙の種類を指定します。 

印刷する画像の向きを[自動]、[縦]、[横]か5選択します。 


画儘を印字する位置を[自動]、[中央]、に上]か5選択しま 
す。[自動]を選択すると、 TIFF 形式のデータで印字位置び指 
定されている場合は、指定された位置に印字します。印字位置 
が指定されていない場合は、中央に印字します。 JPEG 形式の 
データには印字位置の指定びないため、[自動]を選択した場合 
は、中央に印字されます。 


[拡大/縮ル] 


有効印字領域に合わせて拡大/縮ル印刷をするかどラかを[し 
ない]、[自動]から選択します。 


有効印字領域を広げて印刷するかどラかを設定します。この項 
目にチェックマークを付けると、用紙の周囲にを白を入れずに、 
[印字領域拡大ずる]用紙の端まで有効印字領域をにげて印刷します。印字領域を広 
げて印刷した場合でを、用紙の周囲曰 mm の範囲へ印刷した場 
含、画儘び欠ける場合びあ0ます。 


[両面印刷する] 


自動で両面印刷をするかどラかを設定します。この項目に 
チェック マークを付けると、両面に印刷をしまず。 


[両面の種類] 


両面印刷時のとじ方向を[短辺とじ]、[長辺とじ]か5選択し 
ます。 


エラー発生時の警告表示方法を[印刷]、[パネル]、[しない]か 
5選択します。[印刷]を選択すると、エラーの内容を巧紙に印 
刷しジョブを終了します。[パネル]を選択すると、プリンクの 
ディズプレイにエラー；>^ッセージび表示され印刷を停止しま 
す。[しない]を選択すると、エラーび発生してち何も表示を行 
わずにジョブを終了します。 
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6 [印刷開始]をクリックします。 



(^メモ」 設定を工場出荷時の値に戻すときは[リセット]をクリックしまず。 


コマンドプ□ンプトか！5ダイレクトプリントずるには 


コマンドプ□ンプトから LPR でダイレクトプリントを行ラことびでさます。 

コマンドは！;(下の書式びち効です。その他のコマンドはご使用になれません。 

Ipr (スぺース ） -P (スぺース）<プリンタ名> (スぺース）<ファイル名> 

プ U ンタ名：プ U ンタの名称を入力します。プ1」ンタの名称は、 U モート UI の[デバイス 
管理]メニューの[情報]ページの[デバイス情報]-[デバイス名]で確認できまず。 
ファイル名：印刷するファイルのファイル名を入力します。 

<入力例：プリンタ名び 「 LBP - Printer 」、 ファイル名び 「 sample . txt 」 の場合> 

Ipr -P LBP-Printer sample.txt 

プリンタの操作バネルで設定した設定項目は有効になります。ダイレクトプ U ントでご使用 
になれる設定項目はセットアップメニューの「共通セットアップメニュー」と 「IMAGING 
専用セットアップメニュー」です。 

各メニューの設定項目については rups 機能ガイド」を参照してください。 
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画質について 


本プ U ンタは階調処理を設定することにより印刷する画質を変更することがでさます。 


メモ 1 BMLinkS プ U ンタドライバをご使用の場合、画質の設定方法び異なります。詳しくは、 

BMLinkS プ U ンタドライバに添付されている「ユーヴーズマニュアル」を参照してくだ 
さし、。 


階調モードの種類 


階調モードには、高階調モードと標準モードの2つのモードびあり、通常は標準モードで 
処理されます。各モードには、それぞれ次のよラな特長びあります。 

■ 高階調モード 

写真やグラデーションなどの複雑な階調を持つデータを印刷するのに向いており、標準 
モードよりちをめ細かな階調表現び可能です。 

■ 標準モード 

比較的安定した画質を得られるため、一般的な文書や表を印刷する場合に向いています。 


@ メモ」 高階調モードで EP 刷する際には、処理にをくのメモ U を必要とします。そのにめ、プリン 
夕の RAM 容量によっては、畳線びをい文書や複雑な図•表-グラフのある文書を印刷ず 
る場合、印字品質びほ下したり、巧9スプールメモリフル」と表示されて印刷でさない 
ことびあります。その場合は、「階調処巧」を「ヒヨウジュン」に設定して印刷しなおず 
か、あお RAM を増設する必要びありまず。拡張 RAM については、設置ガイド「第1章 
設置ずる前に」を参照してください。 


P 皆調モードを設定ずる 


■ Windows か5印刷ずる場合 

階調モードはプ U ンタドライノくで指定します。プ U ンタドライノくの初期値は r ノ（ネル優 
先」び還択されていまず。階調モードを指をするとさは、プリンタドライバの[印刷品 
質]ページの[設定]を押し、[階調]で設定します。プ1」ンタドライバの操作について 
は、プリンタドライバのヘルプを参照してください。 

■ Macintosh か S 印刷ずる場合 

階調モードはプ U ンタドライバで指定します。プ U ンタドライバの操作については、プ 
1」ンタドライバのヘルプを参照してください。 


プ U ンタ Q 使いかた 
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■ DOS や UNIX か日印刷ずる場合 

DOS や UNIX など、プリンタドライバび使用できない OS から印刷する場合は、操作パ 
ネルで階調処理を選択しまず。初期値は「ヒヨウジュン」に設定されています。プリン 
夕の操作パネルで階調モードを設定するときは、次の手順で行います。 



1 [セットアップ]を押します。 




2 [◄]、 [► IT 「インジチョウセイ」を選択し、 [ OK ] を巧します。 



印字調整グループの設定項目び表示されまず。 



3 [◄]、 [► IT 「カイチョウシヨリ J を選択し、 [ OK ] を巧します。 



階調モードの設定値が表示されまず。 



4 [◄]、[►]で階調モードを選択し、 [ OK ] を巧します。 



階調モードび変更されまず。 
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動作モードについて 


本プリンクは、キヤノン独自の LIPS モード 、 EM PC / AT 互換機 （ DOS / V パソコン）の 
ESC/P エミユレーシヨン モードの2種類の動作モードを内蔵しています。印刷データを受 
信すると、印刷データを判別し、自動的にデータに応じた動作モードに切り替えて印刷しま 
ず。 

このため、通常は工場出荷時の設定のままで各種パソコンに対応でさまずび、自動切り替え 
びラまくでさないとさや、いままで使用していたプ U ンタと同じ設定で使いたいとをなど 
は、優先的に処理ずる動作モードを設定したり、いずれかの動作モードに固定することびで 
さます。 


動作モードの種類 


本プリンクは、内蔵の UPS モード/ ESC / P エミュレーションモードと、オプションのコ 
ント□-ル ROM による PC - 日800シ U - ズや PS / 已已シ U - ズなどのエミュレーション 
モードを使用でさます。 

■ UPS モード 

UPS は、キヤノンび独自に開発したページプ U ンタをコント□ー ルするためのコマンド 
体系です。 UPS に対応しているアプ U ケーションソフト（一太郎 、 Lotus 1-2-3、桐な 
ど）はこのモードで印刷します。付属のプ U ンタドライバを組み込むと、自動的に LIPS 
モードで印刷されます。 

■ ESC / P エ5 ュレーシヨンモード 

IBM - PC / AT 互換機 （ D 0 S / V バソコン)、 AX パソコンで標準的に使用されている ESC / 
P 準拠プ U ンタの動作をエミュレートする（まねをずる）モードです。これらのパソコ 
ンで、 LIPS に対応していないアプ U ケーションソフトを使用しているときはこのモード 
で印刷します。エプソンび提唱ずる ESC / P - J 84 のコマンド体系に準拠しています。 

■ その他の エミュレーションモー ド 

PC - 9800シ U — ズ、 PS / 已已シ U — ズ、 HP - GL 専用プ U ンタをエミュレートずるコン 
トロール ROM びオプションで用意されています。コントロール ROM を取り付けるこ 
とにより、 P 巳-9800シ U — ズ、 PS / 已已シリーズ、 HP - GL 対応のアプ U ケーシヨンか 
ら印刷でさるよラになります。 


@ メモ] コント□-ル ROM については、設置ガイド「第1章設置する前に」を参照してください。 
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自動切り替えびラまくでさないとさ 


本プリンタの動作モード設定を「自動選が」（工場出荷時のままの状態）で使用中に、 ESC / 
P データび LIPS で印刷されるなど、動作モードの自動切り替えびうまくいかない場合は、 
プ U ンタを次のよラに設定してみてください。 

次の設定を変更してを自動切り替えび5まくいかないときは、印刷データに合った動作モー 
ドに固定して印刷してください。 


メモ 1 優先エ5ュレーション、動作モードの自動切り替えの設定、動作モードの固定は操作バネ 
ルか5行います。設定方法については LIPS 機能ガイド r 第3章共通セットアップメ 
ニューの設定項目」を参照してください。 

■ 優先 エミュレーションを 切り替えたい動作 モー ドに設定ず る 

優先エ5ュレーションの工場出荷時の設定は「ナシ」になっています。この設定を印刷 
するデータに合わせて 「 ESC / P 」 や 「 UPS 」、 コントロール ROM (オプション）のエ 
ミュレーションモードに変更します。 

■ 自動切り曾えの設定で不要な動作 モー ドを自動切り替えの対象か5かず 

自動切り替えの工場出荷時の設定は、ずべての動作モードび「使う」になっています。こ 
の設定で、不要な動作モードを「使わない」に設定します。 


専用プリンタと同じ動作で使ラ（動作モード固定) 


本プリンタを使巧しているパソコン専田のプリンタと同じ動作で使いたいときは、自動切り 
誓えを解除し、動作モードを LIPS モード、 ESC/P エミュレーションモード、コント □— 
ル ROM (オプション）のエ S ュレーションモードのいずれかに固定することがでさます。 

メモ I - ESC / P エミュレーションモードで印刷する場を、ぺージ フオー マットの設定び必要でず。 
ページフオーマットについては次項目を参照してください。 

-動作モードの設定は操作ノくネルか 5 巧います。設定方法は LIPS 機能ガイド r 第 3 章共通 
セットアップメニューの設定項目」を参照してください。 

■旧 M - PC/AT 互換機 （ DOS/V パソコン）や AX パソコン 

ESC/P エミュレーションモードに固定 

■ PC - 9800シリーズや PS / 已百シリーズなどのパソコン 

取り付けたコント□ール ROM (オプション）のエミュレーションモードに固定 


プ U ンタ©使いかた 
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B 4 一 A 4 縦 




実寸横 



\ 15'xll 


B 4 一 A 4 横 


実サ縦 


1已■一44横 


ABODE 


B 4 






本プリンクを ESC / P エミユレーシヨンモードで使用ずる場合、しなまで ESC / P 準拠のプ 
U ンタで使用していた用紙の種類やアプ U ケーシヨンで指定していた用紙の種類に合わせ、 
次の已種類のページフォーマットから還択しまず。本プ U ンタを購入したまま（工場出荷 
時）の状態では、「実寸縦」に設をされています。 

実サ縦：用紙を縦に使って印刷します 
実サ横：用紙を横に使って印刷します 

] び’一 A 4 縦： 10" X 1 1" の連続用紙用に作成したデータを A 4 に縮ルして印刷します 
^已’|一 A 4横：1已|’ X 1 1" の連続用紙用に作成したデータを A 4 に縮ルして印刷しまず 
目4 一 A 4 縦： B 4 サイズ用のデータを A 4 に縮ルし、用紙を縦に使って印刷します 
巨4 一 A 4 横： B 4 サイズ用のデータを A 4 に縮小し、用紙を横に使って印刷します 


@ メモ j •用紙サイズは r 10’’ — A 4 縦」 r 1已 — A 4 紛旧4一 A 4縦」旧4 一 A 4 横」では A 4 び標準 
ですび、 ESC / P 設定メニューの r 用紙サイズ」で設定します。詳しくは、 LIPS 機能ガ 
イド「第己章 ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目」を参照してください。 

• 1 0" X 1 1" の連続用紙のサイ; X 'は、吕己4.0 mm X 吕79.4 mm でず。1己 II X 1 1" の連続用紙 
のサイズは、381.0 mm x 279.4 mm です。 


ンモードで使うとき 




プリンタの使いかた 
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印刷を中止したいとまは 


パソコン側の操作で印用临中止しても、ずでにプ U ンタに一部データび送られている場合、 
印刷ジョブび終わらないことびあります。そのよラな場合に、データを排出してプ U ンタ側 
の印刷処理を終わらせたり、プ1」ンタ側で現在実行中の処理やすべての作業を中止すること 
びでさます。 


L データを排出ずる備制排出) 


パソコン側で印刷を中止した場合や受信したデータび1ページ分に満たない場合には、プ 
1」ンタのメモリに印刷データび残ってジョフび正しく終了しないことびあります。そのまま 
では、次のデータを受け取ることびでさず、次の印刷びでさません。このよラなとさは、次 
の手順で強制的に印刷データを排出してください。 


重要 


• LIPS/LIPS LX プリンタドライバからの印刷データは排出できません。 


•データを排出したときは、印刷中のデータは消されますので、再度パソコンか5印刷しな 
おして < ださい。 

•エラーランプび点灯している状態では、データの排出はでさません。受信したデータを消 
去したい場合は、ソフト U セットを巧ってください。 卜 P .2-3 己） 


メモ I -印刷データびプ U ンタのメモ U に残ったまま、または印刷データびないのにジョブび終了 
しない場含、ジョブランプび点巧しています。 

•ジョブの「タイムアウト」び設定されているときは、設定されている時間び経過ずると、 
1ページ分に満たないデータを自動的に排出されます （ LIPS/LIPS LX プ U ンタドライ 
バか5の印刷データは排出されません）。工場出荷時の状態では、ジョブの「タイムアウ 
卜」は「1已ビョウ」に設定されています。 

•データ排出の操作を行ってもジョブランプび消巧しないときは、ソフト U セツトを行って 
ください。（一 P .2-3 已） 



1 [リセット]を巧しまず。 



リセットメニューび表示されまず。 
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2 [◄]、[► IT り、イシユツ」を選択し、にのを巧します。 

〔 A ィシュッ - 

メモ U に残っているデータが印刷されまず。 


、印刷をキャンセルする（ジョブキャンセル) 


現在実行中の印刷をキャンセルしたいとをは、次の操作で「ジョブキャンセル」を実行しま 
す。ジョブキャンセルは、そのときデータ受信中またはデータ処理中のジョブをキャンセル 
ずることびできます。なの印刷データやまだデータ処理び始まっていないジョフには影響し 
ません。 


重要 


•ジョブキャンセルは、データ処理をしているとき（ジョブランプ点に[または点滅中）に 
行ってください。ジョブランプび消灯しているとさに[ジョブキャンセル]を押してち 
ジョブキャンセルは行われません。 


•ずでにデータ処理び終わり印刷処理中（給紙動作び始まった状態）のデータは、キャンセ 
ルでさません。その場合、その次の印刷データびキャンセルされることびあります。 

-本プ U ンタ専巧でないプリンタドライバか5送信された印刷データび還在している場合、 
複数のデータびキャンセルされることびあります。 


メモ I ジョブキャンセルを行ったとさに、「03ジョブキャンセル」と表示されてをジョブび 
キャンセルされないことびあります。 

ジョブキャンセルは、次の手順で操作します。必ずジョブランプが点灯または点滅している 
とさ（キャンセルしたいジョブがデータ受信中またはデータ処理中の状態）に行って<ださ 
い。 



i [ジョブキャンセル]を巧します。 



2 ジョブキャンセルをする場合、 [0 口を巧します。 



「03ジョブキャンセル」が表示され、処理中の印刷データがキャンセルされます。 
「00インヴツカノウ」が表をされた5、ジョブキャンセル完了でず。 


重要 


「03ジョブキャンセル」び表示されているときは、プリンタの操作はできません。 
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現在実行中の処理を中止ずる（ソフトリセット) 


現在実行中の処理を中止したいとをは、次の操作で「ソフトリセット」を実行します。ソ 
フトリセットは、ずべてのインタフェースに受信された印刷データや処理中のジョブ、プ1」 
ンタメモ U 内の印刷データを消去します。 


重要 


•おずパソコン側で印刷中止の操作を巧ってからプ U ンタ側で印刷中止（ソフトリセット） 
の操作を巧ってください。 

•ソフト U セットを行ラと、そのとさ印刷中のデータやすべてのインタフェースで受信中の 
データは消去されますので、再度パソコンか5印刷しなおしてください。 

•他のインタフェースのデータでも、ずでに^モ U に受信されたデータはすべて消去されま 
す。ネットワークで使用しているとさは、他のパソコンか!5のデータに影響しないよラ 
に、この操作を巧ってください。 


メモ I 八ード U セツトを行うと、プリンタの RAM に保存されているフォームデータなどの登録 
ファイルはすべて消去されますび、ソフト U セツトでは消去されません。 



1 [リセット]を巧しまず。 



リセットメニューび表示されまず。 



2 [◄]、 [► IT 「ソフトリセット」を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 

[日口をそのまま3秒];(上押し続けると「八ードリセット」の操作になります。 



「03ソフトリセット」の表示び消えた5ソフトリセットが完了します。 
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ずべての作業を中止する（八ードリセット) 


何らかの理由で、ずべての処理やすでにメモリに受信されたデータを消去したいとをは、な 
の操作で「八ードリセット」を実行します。八ードリセットは、すべてのインタフエース 
に受信された印刷データや処理中のジョブ、プ1」ンタメモ U 内の印刷データを消去します。 


重要 


-データの受信中に U セットした場含、まだメモ U に受信していないデータは、 U セット処 
理媛に受信されまず。ただし、正しく印刷されないことびありまず。 

• 他のインタフェースのデータでち、すでに^モ U に受信されたデータはすべて消去されま 
す。ネットワークで使用しているとさは、他のパソコンか日のデータに影響しないよラ 
に、この操作を巧ってください。 



1 [リセット]を巧します。 



リセットメニューび表示されまず。 



2 [◄]、[►]で「ソフトリセット J を選択します。 

ソフトリセリト - 


[°©°] 3 [0 K ] を巧し続け、 「 A - ドリセット」と表示された日離します。 

「八ードリセット」び表示されるまで（約3秒）押し続けます。3砂未満の場合は、「ソ 
フトリセット」の操作にな0ます。 



「03八ードリセット」の表示び消えた5八ードリセットび完了します。 
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給紙 • 排紙のしかた 


CHAPTER 


この章では、本プ U ンタで使用でをる用紙や給紙、排紙のしかたについて説明しています。 


用紙について .3-2 

使用できる用紙 .3-2 

印刷できる範囲 .3-6 

使用できない用紙 .3-8 

用紙の保管について .3-9 

プ U ントの保管について .3-9 

給紙元を選択ずる .3-10 

給紙元の種類 . ..3-11 

給紙元の選択 . 3-12 

手差しトレイや給紙カセツトの取り扱いのご注意 . 3-13 

排紙先について .3-1 己 

排紙先の種類 .3-1 已 

排紙先の積載枚数 . 3-18 

排紙先の選択 . 3-19 

給紙カセツトか S 印刷ずる . 3-21 

用紙をセツトするときのを意 .3-22 

給紙カセツトに用紙をセツトする .3-23 

給紙カセツトの用紙サイズを設定する .3-34 

手差しトレイか S 印刷ずる . 3-37 

手差しトレイに用紙をセツトする .3-38 

手差しトレイの用紙サイズを設定する .3-49 

両面に印刷する .3-52 

自動両面印刷と片面印刷を切り誓える .3-53 

自動両面印刷するときの巧紙のセツトのしかた .3-54 

手動両面印刷するときの巧紙のセツトのしかた .3-56 

とじしろを付けて印刷ずる .3-57 

とじしろを設定ずる .3-58 
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用紙について 


使用できる用紙 


本プ U ンタの性能を十分に引さ出していただくため、用紙は適切なをのを使用してくださ 
い。用紙び適切でないと印字品質の低下や紙づまりの原因になりまず。 


重要 


幅び 200 mm サイズ！;(下の用紙を連続印刷した場含、熱による故障などを防止する安全 
機能び働き、印刷速度び段階的に遅くなることびあります。（最終的に約 2ppm まで遅く 
なることちあります。） 


巧紙ヴィズ 

本プ U ンタでは次の用紙を使用できます。表中の◎は片面印刷と自動両面印刷び可能、〇は 
片面印刷のみ可能、 X は不可です。 


用紙サイズ 

給紙元 

手差しトレイ 

カセット 1 

カセット 2 
(オプション） 

A4 

◎ 

◎ 

◎ 

巨已 

〇 

〇 

〇 

A 已 

〇 

〇 

〇 

U - ガル 

◎ 

© 

◎ 

レター 

◎ 

◎ 

◎ 

エグゼクティブ 

〇 

〇 

〇 

ユーザ 設定サイズ 

0*1 

0* 吕 

0* 吕 

はがさ 

1 00.0 mm X 148.0 mm 

〇 

X 

X 

往復はがさ 

148.0 mm x 200.0 mm 

〇 

X 

X 

4 面はびき 

200.0 mm x 296.0 mm 

〇 

X 

X 

封筒 

洋形 4 号 

1 05.0 mm x 23 已 .Omm 

〇 

X 

X 

洋形2号 

1 14.0 mm X 1 62.0 mm 

〇 

X 

X 


1しソ下のユーヴ設定サイズの巧紙をセットすることびでさます。 

-用紙を縦置きにセットした場合：幅 76.2 rnm 〜21己. 9 mm 、 長さ1 27.0 mm 〜3已已 .6 mm 
-用紙を横置をにセツトした場合 (LIPS LX プ U ンタドライバ使巧時のみ）：幅 127.0 〜215.9 mm . 長さ 
127.0〜21己.9 mm 
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*2 下のユーザ設定サイズの巧紙をセットすることびできます。 

-用紙を縦置き•にセットした場合：幅1 48.0 mm 〜21 5.9 mm 、 長さ210.0 mm 〜3已已 .6 mm 
-用紙を横置きにセットした場合 CLIPS LX プ U ンタドライバ使巧時のみ）：幅 2] 0.0 mm 〜 2] 己.日 mm 、 長 
さ 2] 0.0 mm 〜 2] 己.日 mm 

巧おタイプ 

本プ1」ンタでは;欠の用紙タイプを使用でをます。表中の◎は片面印刷と自動両面印刷び可 
能、〇は片面印刷のみ可能、 X は不可です。 


巧紙タイプ 

給紙元 

手差しトレイ 

カセット1 

カセット2 
(オプション） 

普通紙 （64 〜80旨/ m 2) 

◎ 

◎ 

◎ 

厚紙（白日〜 1 20 g / m 2) 

◎ 

◎ 

◎ 

厚紙 （12] 〜163旨/！ザ） 

〇 

X 

X 

厚紙 （199 g / m 2) 

〇 

X 

X 

日 HP フイルム 

〇 

X 

X 

ラベル用紙 

〇 

X 

X 

はがを 

〇 

X 

X 

封筒 

〇 

X 

X 


■普通紙 

本プリンタでは、 A 4、 B 已、 A 已、 U - ガル、レター、エグゼクティブ、はびを、往復は 
びを、4面はびさサイズの定お用紙を含む、幅 76.2 〜21已 .9 mm 、 長さ1 27.0 〜 
3已已.巨 mm 、 重さ64〜80目/の普通紙を使用できます。 

普通紙は、給紙カセットや手差しトレイから給紙できます。また A 4、 レター、1」ーガル 
サイズは、自動両面印刷び可能です。 

■厚紙 

本プリンタでは、 A 4、 B 已、 A 已、 U - ガル、レター、エグゼクティブ、はびを、往復は 
びを、4面はびさサイズの定お用紙を含む、幅 76.2 〜21已 .9 mm 、 長さ1 27.0 〜 
3已已.巨 mm 、 重さ90〜199 g / m ^ の厚紙を使用できます。90〜1 20 g / m ^ の厚紙 
は、給紙カセットや手差しトレイから給紙できます。121〜199旨/ m 2 の厚紙は、手 
差しトレイから給紙できます。また、重さ90〜] 20旨/の2の A 4、 U - ガル、レター 
サイズは、自動両面印刷び可能です。 


■0 HP フイルム 

本プリンタでは、 A 4 またはレターサイズの 0 HP フイルムを使用でさます。 0 HP フイ 
ルムは手差しトレイにセットします。 


重要 


•日 HP フイルムは、 r キヤノン推奨品 LBP 用日 HP フイルム A 4」 をご使用ください。「キヤ 
ノン推奨品 L 巨 P 用日 HP フイルム A 4」 の重さは]枚 8.7 旨です。 

•日 HP フイルムどラしび離れにくい場含びあるので、一枚ずつよくさばいてから使用して 
ください。 


用紙について 
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■ ラベル用紙 

本プ U ンタでは A 4 またはレターサイズのラベル用紙を使用できまず。ラベル用細ま、手 
差しトレイにセツトします。 


重要 


•ラベル用紙は、「キヤノン推奨品ラベル用紙 A 4」 をご使用ください。「キヤノン推奨品ラ 
ベル用紙 A 4」 の重さは]枚 7.8 邑です。 

-次のよラなラベル用紙は使用しないでください。仕様に合わない用紙をお使いになると、 
復旧の困難な紙づまりやプ U ンタ故障の原因になります。 

-ラベルび剥がれていたり、一部使いかけている用紙 
-台紙か5剥がれやすいコート紙ででさている用紙 
-糊びはみ出ている用紙 

-ラベル用紙は、使用する用紙の長さによって設定する用紙タイプび L ソ下のよラに異な0ます。 
-長さ 270 mm 未満の場含；「普通紙」 

-長さ 270 mm ULL の場含；「厚紙1」 


■ はがき/往復はがき/4面はがき 

本プリンクでは、郵便はがき、郵便往復はがき、郵便4面はがきとキヤノン推奨4面は 
がきを使用できまず。はがき、往復はがき、4面はがきは印刷面を上にして手差しトレ 
イにセツトします。 


重要 


•郵便はびき、郵便往復はびさ、郵便4面はびき、およびキヤノン推奨の4面はびさ！;(がの 
はびさへの印刷は、印字品質び低下したり、紙づま〇の原因となることびあります。 

-印刷可能な往復はびきは、折り目なしのちののみです。 

•はがさび力ールしているとさは、逆向さに曲げて反りをなおしてからセツトしてくださ 
い。 

-インクジエツト用の郵便はがさ、郵便往復はがさを使巧することはでさません。 

-印刷ずる面を上にして、必ず縦置きにセツトしてくださし、。 

(^: 給紙ち向） 
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•はびきや往復はびさ、4面はびきに印刷する場合、印刷速度び遅くなります。 
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■封筒 

本プリンタで使巧でをる封筒は、洋お4号、洋お2号で次のよラな構造のをのに限りま 
す。封筒は宛名を書く面（貼り合わせのない画を上にして手差しトレイにセツトします。 

ミ羊お4号 （10 已 mm X 吕3已 mm ) 巧お吕号 (1 1 4 mm x 1 62 mm ) 



※短辺にふたび付いているちのは使用でさません。 


重要 


•次のよラな封筒は使用しないでください。仕様に含わない封筒をお使いになると、復旧の 
困難な紙づま〇やプ U ンタ故障の原因になります。 

-ファスナーや留め具の付いている封筒 
-窓付をの封筒 
-糊付さの封筒 

-しわになっていたり、巧れ曲びっている封筒 
-おり目や貼り合わせ部分の凹凸び大さい封筒 
-長ちおでない封筒や不規則な形の封筒 

•セットする前に、上か 5 手で押さえて封筒内部の空気を抜き取り、折り目をよく押さえて 
<ださい。 


•裏面（貼り含わせのある面）には印刷しないでください。 

•封筒をセツトする場含は、ふたびプ U ンタを前面か日見て左側になるよラにセツトしま 
す。 

(^: 給紙ち向） 



メモ」 封筒に印刷した場合、しわびよる場含びあります。 


用紙について 
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用紙サイズの略号について 


給紙カセツトのサイズの表示は、なの用紙について(下のような略号で表示されます。 


用紙サイズ 

用紙ガイド 

リーガル 

LGL 

レター 

LTR 

エグゼクティブ 

EXEC 


印刷でをる節囲 


本プ U ンタで印刷できる領域は、なの範囲です。ただし、 UPS プ U ンタドライバの[仕上 
げ詳細]ダイアログで「印字領域を広げて印刷する」にチェックした場合は、有効印字領域 
を用紙の端近くまで広げることびできまず。詳しくは、プ1」ンタドライバのヘルプを参照し 
て < ださい。 

■ 普通紙/厚紙 / OHP フィルム/ラベル用紙 

用紙の周囲巳 mm より内側の範囲に印刷でさます。 


已 mm 已 mm 
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巧紙について 
















■ はがを/往復はがき/4面はがき 

はがさの周囲已 mm より内側の範囲に印刷できます。 




重要 


はびきの有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場合、最適な印字品質び得られない場 
合びあります。データをはがきの有効印字領域よりかし小さ目に設定ずることをおずずめ 
します。 


■封筒 

封筒の周囲 10 mm (LIPS LX プ U ンタドライバを使用する場合の洋形4号と洋お2号 
のちは 7.6 mm ) より内側の範囲に印刷でさます。 

お使いのアプリケーションによっては、印刷時に位置を調整してお使いください。 

(洋形4号封筒の例） 



UPS LX プ U ンタドライノ くを使用する場合の洋形4号と洋形2号のちは 7.6 mm 


重要 


封筒の有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場を、最適な印字品質び得られない場含 
びあります。データを封筒の有効印字領域よりかし小さ目に設定することをおずすめしま 
す。 


用紙に ついて 
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使用できない用紙 


紙づまりやプ I 」ンタ本体の故障、トラブルを防ぐため、なにあげるよラな用紙はお使いにな 
らないで < ださい。 


重要 


•厚ずざる用紙、薄すざる用紙 
-不規則な形の巧紙 
•湿っている用紙、濡れている用紙 
-破れている用紙 

•表面び粗い用紙、つるつるしすざている巧紙 
•バインダ用の巧やミシン目のある巧紙 
-カールした 用紙や折り目のある用紙 

•紙の表面に特殊なコーティングを施した巧紙（インクジエットプ U ンタ専巧コーティン 
グ用紙など） 

•裏紙び簡単にはびれてしまララべル用紙 

•複写磯や他のレーヴプ U ンタで一度使用した用紙（裏面わ不可。ただし、本プリンクで 
一度印宇した用紙の裏面に、手差しトレイを使用して手動で両面印刷することはできま 
す。一度印字した同一面に再度印字することはでさません。） 

■バ U のある用紙 
-しわのある用紙 
■ 角巧れのある用紙 

• 高温によって変質する用紙 

•定着器の加熱温度（約27日で）政下で溶解、燃焼、蒸発したり有毒なガスを発するイ 
ンクを使用した用紙 
-感熱用紙 

•表面加工したカラー用紙 

•紙の表面に特殊なコーティングを施した用紙（インクジエットプリンタ専用コーティン 
グ用紙など） 

-糊などびついた用紙 

-プ U ンタ本体の故障や損傷の原因となる用紙 
-カーボン紙 

•ステイプル針、クリップ、リボン、テープなどび付いている用紙 
.複写機や他のレーヴプ U ンタで一度使用した用紙（裏面を不可。ただし、本プリンタで 
一度印字した用紙の裏面に、手差しトレイを使用して手動で両面印刷することはできま 
す。一度印字した同一面に再度印字することはでさません。） 

-トナーび定着しにくい用紙 
•ざ日紙、和紙のように表面びざ5ざらしている巧紙 

•紙の表面に特殊なコーティングを施した巧紙（インクジエットプ U ンタ専巧コーティン 
グ用紙など） 

-繊維の粗い用紙 
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巧紙について 




用紙の保管について 


規格にあった用紙でも、保管び悪いと変質してしまうことびあります。変質した用紙は給紙 
不良や紙づまりの原因になったり、印字品質のほ下を巧くことびありまず。 

用紙を保管するとさは、次のことに気を付けてください。 


重要 


•用紙は特に水分を嫌いますので、湿5せないようにしてください。 

•用紙の包装紙は、湿気および乾燥を防ぐ働ををします。使用するまでは包装したままにし 
ておいてください。また、使用しない用紙は包装紙に包んでおいてください。 

•平5な場所に保管してください。 

•床面は一般に湿度が高いので、用紙を床に直接置かないでください。 

•用紙が丸まったり折り目びつくような置きかたをしないでくださし、。 

•用紙を立てて保管したり、あま0をく積み重ねないでください。 

•直射日光の当たる場所や湿度の高い場所、乾燥している場所に保管しないでください。 
•保管場所と使用する場所の温度や湿度に著し<差びある場合は、包装したままで 一 曰ほど 
使用する場所に置いて、室温に慣5してか5使ってください。急激な温度や湿度の変化 
は、用紙の丸まりやしわの原因になります。 


プリントの保管について 


本プリンタで印刷したプ U ントの取り扱いや保管するときは、次の点に気を付けてくださ 
し、。 


重要 


•ク U アホルダなど PVC 素材のちのといっしょに保をしないでください。トナーび溶けて 
用紙と PVC 素材び貼り付いてしまラことがあ0ます。 

•糊付けするとをは、必ず不溶性の接着剤をご使用ください。溶解性の接着剤を使用する 
と、トナーび溶けてしまいます。接着剤をご使用になる場含は、不要になった印刷物で試 
してか5使用して < ださし、。 

プ U ントを重ねる場合は、完全に乾いていることを確認してください。乾ききらないうち 
に重ねると、トナーび溶けることがあ0ます。 

•平!5な場所に保管してくださし)。折れたりしわになったりすると、トナーび剥びれること 
びあ0ます。 

•高温の場所に保管しないでください。トナーび溶けて色びにじむことびあります。 

•長期間 （2 年 ULL ) 保管する場合は、バインダーなどに入れて保管してください。（長時 
間保管すると、用紙の変色によって、プ U ントび変色したように見える場合びあります。） 


用紙に ついて 
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給紙元を選択する 


本プ1」ンタは、標準状態で給紙カセット（カセット 1) と手差しトレイの合計2つの給紙 
元びあります。また、オプションのペーパーフイーダ（カセット 2) を装着することによ 
り、最大3つの給紙元を使用ずることび可能です。 


参用紙残■表示について 

給紙カセットには、セットされている用紙の量を示す用紙残量表示 （ A ) びあります。用 
紙びいっぱいまで入っていると、用紙残量表示び上びります。用紙び減るにしたびって 
表示び下びってさますので、用紙の残量を巧る目安になります。 



B 給紙.排紙のしかた 


3-10 給紙元を選択ずる 























給紙元の種類 


本プリンタには、次の給紙元があります。 
( A ) :手差しトレイ 
(目）：カセット] 

に）：カセット2 (オプション） 



重要 


カセット2か5印刷する場含は、必ずカセット]びセットされていることを確認してか 
5印刷してください。カセット]びセツトされていない状態で、カセット2か5印刷す 
ると紙づま〇び起こ0ます。 


用紙タイプ 

給紙元 

手差しトレイ 

カセット1 

カセット2 
(オプション） 

普通紙（日4旨/ m う 

約10日枚 

約2日日枚 

約曰00枚 

厚紙 (90 g / m 2) 

約80枚 

約如日枚 

約40日枚 

厚紙（128呂/1712) 

約已〇枚 

X 

X 

厚紙（199旨/171う 

30枚しソ下 

X 

X 

日 HP フイルム 

已日枚しソ下 

X 

X 

ラベル用紙 

約4日枚 

X 

X 

封筒 

10枚！;(下 

X 

X 

はがを 

約已〇枚 

X 

X 
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2 [◄]、[►] で「キユウシモード J を選択し、 [0 K ] を巧します。 



3 [◄]、[►]で給紙元を選択し、 [0 K ] を巧します。 



給紙元の選択 


給紙元の選択は、次の手順で行います。 

■ Windows や Macintosh り、6印刷ずる場合 

給紙元の選択は、プ U ンタドライバで設定します。プリンタドライバの初期値は[自動] 
に設定されており、アプ U ケーシヨンソフトで用紙サイズを設定すれば、自動的に給紙 
元を探して給紙されます。印刷中に用紙びなくなつても他の給紙元に同じサイズの用紙 
びあれば、自動的に切り替えて給紙されます。 

給紙元を指定したい場合は、プ U ンタドライバで給紙元を設をします。プ U ンタドライ 
バの操作については、プリンタドライバのヘルプを参照してください。 

* 1 里剧 日 MLinkS プ U ンタドライバをご使用の場合、操作バネルで給紙元を選択します。ただし、 
本プ U ンタの給紙還おの初期値は「ジドウ」に設定されているにめ、操作バネルで給紙元 
を還択しなくてち、 BMLinkS プ U ンタドライバで設定したサイズの用紙び自動的に給紙 
されます。給紙元を指定して EP 刷したい場合は、 「 DOS や UNIX から印刷する場合」と 
同様の手順で給紙元を逞巧してください。 

■ DOS や UNIX か6印刷ずる場合 

DOS や UNIX など、プリンタドライバび使用でをない 0 S から印刷ずる場合は、操作パ 
ネルで給紙元を還択します。本プ U ンタの給紙選択の初期値は「ジドウ」に設定されて 
います。 

プ U ンタの操作ノくネルで給紙元を選択するとさは、け下の手順で行います。 




[給紙選択]を巧します。 


キユウシモ -K 


ディスプレイに「キユウシモード」と表をされます。 


尝觀置綱 
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メモ I - r カセット2」はぺーパーフィーダ装着時にのみ表示されます。 

•自動給紙選択時に、2つ ULL の給紙元に同じサイズの用紙びセットされている場合は、給 
紙元表示ランプの表示に関係な<、上段の給紙元から給紙されます。用紙びな<なると、 
同じサイズの用紙びセットされているほかの給紙元へ自動的に切0誓わ0ます。 


手差しトレイや給紙カセツトの取り扱いのごま意 


手差しトレイや給紙カセツトを取り扱うときは、次の点に気を付けて取り扱ってください。 


重要 


•印刷中に給紙カセツトを巧き取5ないでください。紙づまりや故障の原因になることびあ 
0ます。 

•印刷中は、手差しトレイの用紙に触れたり、弓怯抜いたりしないでくださし ' i 。 動作異常の 
原因になります。 

•給紙カセツトに用紙を補充する場合は、セツトした用紙びすべてなくなってか5補充して 
ください。なくな5ないラちに補充すると給紙不良の原因になります。 

•手差しトレイの上には印刷する用紙し^(かのをのは置かないでくださし、また上か5押した 
り、無理な力を加えないでください。手差しトレイび破損することがあ0ます。 

•給紙カセットの黒いゴムパッド （ A ) には触れないで<ださい。給紙不良の原因になりま 
す。 


カセット1 



カセット2 



•ペーパーフィーダの設置後、はじめて給紙カセットに用紙をセットするとさは、必ずプ U 
ンタの電源を一度入れてか5巧ってください。 
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メモ 1 手差しトレイを閉めるときは、セツトされている用紙を取0除いて閉めます。 
手差しトレイを使わないとさは、閉めておいてください。 





給紙.排紙のしかた 
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排紙巧について 


排紙巧の種類 


本プリンタには、本体上面の r 排紙トレイ」と本体背面の「サブ排紙トレイ」の2つの排 
紙先びあります。 

印刷中に排紙先の切り替えは行わないでください。紙づまりの原因になります。 

ムミち意排紙部の□-ラには巧服や手などを近づけないでください。印刷中でなくても□-ラが急 
に回転し、巧服や手などび卷定込まれて、けびの原因になることびありまず。 

排紙トレイ 

排紙トレイに印字した面び下向き（フェイスダウン）で排紙されます。 



ai.ii 
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u —ガルサイズの用紙などの長いサイズの用紙を排紙トレイに排紙ずるとさは、用紙び垂れ 
下びらないようにするために補助トレイを開けます。開けるときは、止まるまでゆっくり開 
けて < ださい。 



重要 


-自動両面印刷中は排紙トレイに用紙び完全に排紙されるまで用紙に触れないでください。 
自動両面印刷中は表面を印刷したあと一度途中まで扫 f 紙され、裏面を印刷するために再度 
給紙されます。 

-自動両面印刷するときは、排紙トレイにのみ排紙できます。 

•郵便はびきや郵便往復はがさ、郵便4面はびき、封筒に印刷する場合、ヴブ排紙トレイに 
排紙してください。排紙トレイに排紙すると紙づまりの原因になることびあります。 

-プ U ンタの使巧中や使用直後は、排紙トレイ周辺び高温になります。用紙を取り除くとき 
や、紙づまりの処理をするときは、排紙トレイ周辺に触れないように気を付けてください。 



メモ I 排紙トレイには、普通紙で約2已日枚（日4畳/の巧紙）まで積載することびできます。 

用紙タイプや用紙サイズにより積載枚数は異なります。詳しくは、 r 排紙先の積載枚数」 
(一 P .3-18) を参照してください。 
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ヴブ排紙トレイ 

本体背面のサブ排紙トレイに印字した面び上向を（フェイスアップ）で排紙されます。用紙 
はぺージ順とは逆に積み重なります。サブ排紙トレイへの排紙は、用紙びまっすぐに排紙さ 
れるので、カールしやすい OHP フイルムやラベル用紙、封筒などに印字するとをに向いて 
います。 



重要 


•自動両面印刷するとさは必ずヴブ排紙トレイを閉めてか日行って < ださし、。 

•プ U ンタの使用中や使用直後は、サブ排紙トレイ周辺び高温になります。用紙を取り除く 
ときや、紙づまりの処理をするときは、ヴブ排紙トレイ周辺に触れないように気を付けて 
ください。 



メモ I サブ排紙トレイには、普通紙で約日日枚（目 4 g / m 2 の用紙）まで積載ずることびできま 
す。用紙タイプや用紙サイズにより積載枚数は異な0ます。詳しくは、 r 排紙先の積載枚 
数」（一 P .3-18) を参照してくださし、。 
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排紙巧の積載枚数 


用紙タイプ 

排紙巧* 

扫 f 紙トレイ 

ヴブ排紙トレイ 

普通紙（日4呂 / m う 

約巧日枚 

約已〇枚 

厚紙 （9 日旨/のう 

約100枚 

約已日枚 

厚紙 （128 g / m ^) 

約40枚 

約3日枚 

厚紙（199旨/!ザ） 

約30枚 

約30枚 

日 HP フイルム 

約]日枚 

約]日枚 

ラベル用紙 

約目0枚 

約4日枚 

封筒 

X 

約] 0枚 

郵便はびき、郵便往復はびき、 
郵便4面はびき 

X 

約4日枚 

キヤノン推奨4面はがさ 

約40枚 

約3日枚 


設置環境や使巧する用紙タイプ、用紙サイズによっては、実際の積載枚数は異なります。 
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排紙巧の選択 


ヴブ排紙トレイに切り曽える 

排紙先をヴブ排紙トレイに切り替えるとをは、サフ排紙トレイを図のよラに開けの、延長 
トレイを引を出します®。引さ出すとさは、止まるまで完全に引を出してください。 
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排紙トレイに切り替える 

排紙先を排紙トレイに切り替えるときは、図のように延長トレイを収納しの、サフ排紙卜 
レイを閉めます②。 




給紙.排紙のしかた 
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給紙カセツトか6印刷する 


給紙カセットには、 A 4、 目已、 A 已、リーガル、レター、エグゼクティブ、ユーヴ設定サイ 
ズの普通紙 （64 〜 80 g / m 2 ) または厚紙 （90 〜] 20目/ m ろをセットすることびできま 
す。用紙びなくなると、ディスプレイに「11 XXX ヨウシガア U マセン」と表示された 
り、給紙元表示ランプび点滅し、給紙元の用紙びなくなったことを表示しますので、用紙を 
セットして<ださい。 

本プリンタには、給紙カセット（カセット 1) び標準装備されています。また、オプション 
のペーパーフィーダを装着するとカセット2び追加されます。 

給紙カセットから印刷するとをは、次の項目を設定する必要びあります。 


重要 


•給紙カセットにセットされている用紙サイズとセットアップメニューの用紙サイズを一 
致させてお使いください。一致していないと、「41ヨウシサイズカクニン」のメッ 
セージび表示され、正しくプ1」ントされません。 

•用紙サイズの設定は、プ IJ ンタ本体のセットアップメニューとプ IJ ンタドライバを一致さ 
せてお使いください。一致していないと 、 「PC XXX ヨウシニコウカン」のメッセー 
ジび表示されます。その場合[オンライン]を巧すと、「カセット1ヨウシサイズ」ま 
たは「カセット2ヨウシサイズ」の設定びプリンタドライバの設定値に変更され、プ I 」 
ントを続行することびでさます。 


メモ I プリンタドライバび使用できない 0 S か!5印刷する場合は、あ6かじめ給紙元を「カセツ 

卜1」や「カセット吕」に設定してください。 （-» P .3-11) 


■ 給紙カセツトに用紙をセツトずる（一 P .3-23) 


■給紙カセットの用紙の設定をずる（一 P .3-34) 

給紙カセットの用紙サイズを変更した場合は、操作パネルからしツ下の設定をして<ださ 
し、。用紙サイズを変更しない場合は、設定する必要はありません。 

セットアップメニューの「キュウシ」グループ 

-「カセット1ヨウシサイズ」=標準装備の給紙カセットにセットした用紙のサイズ 
•「カセット2ヨウシサイズ」=ペーパーフイーダにセットしたの用紙サイズ 
BMLinkS プリンタドライバから印刷ずるときは、次の設定も行ってください。 

セットアップメニューの給紙グループ 

-「デフォルトヨウシタイプ」=セットした用紙のタイプ （一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セットアップメニューの設定項目」） 

□0 S や UNIX など、プ U ンタドライバび使用できない 0 S から印刷するとをは、次の 
設定を行って < ださい。 

セットアップメニューの給紙グループ 

-「デフォルトヨウシサイズ」=セットした用紙のサイズ （一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セットアップメニューの設定項目」） 

-「デフォルトヨウシタイプ」=セットした用紙のタイプ （一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セツトアップメニューの設定項目」） 
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■ プリンタドライバで用紙の設定をずる（ープ U ンタドライバのヘルプ） 

LIPS プリンタドライバから印刷するときは、次の設定を行います。ここでは 、 Windows 
版 UPS プ U ンタドライバを例に説明してしほす。 Macintosh 版プ U ンタドライノ くの操 
作については、プリンタドライバのヘルプを参照してください。 

[ページ設定]ページ 

[出力用紙サイズ]=セットした用紙のサイズ 
[給紙]ページ 

[給紙部]=[カセット1]、[カセット 2] 

[用紙タイプ]=[普通紙]:普通紙（日4〜 80 g / m 2) 

[普通紙 L ] :[普通紙]に設定して印刷した結果、用紙のカールび 
目立つとさは、[普通紙 L ] に設定してください。 
喔紙1 ] :厚紙 （90 〜1 20 g / m 2) 

メモ I 日 MLinkS プ U ンタドライバの用紙の設定方法につし VT は、 BMLinkS プ U ンタドライバ 
に添付されている「ユーヴーズマニュアル」を参照して<ださい。 


用紙をセツトずるとをのを意 


用紙をセットずるとさは、次のいずれかの状態のときに行ってください。ジョブランプび点 
滅しているときは印刷処理中なので、給紙カセットを引さ出さないでください。 


重要 


印刷中は、絶巧にカバーを開けたり、給紙カセットを引き出したりしないでください。プ 
U ンタび停止し、印刷できなくなる場合びあります。 


■ ジョブランプび消なしているとき 



消灯 


■用紙びなくなったことや用紙の交換を知6せるメッセージび表示されているとを 
11 A 4 ヨウシカ、、アリマセン1 fPC A 4 ヨウシこ]ゥカン 
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■ 本プリンタの電源がオフのとき 



給紙カセツトに用紙をセツトずる 


給紙カセットに用紙をセットします。定おの用紙とユーヴ設をサイズの用紙とではセットち 
法び異なりますので、次の手順で正しく用紙をセットしてください。 

•定おの用紙（一 P .3-23) 

•ユーヴ設定サイズの巧紙（一 P .3-28) 


重要 


•使用できる用紙の詳細は、「使巧できる用紙」 （一 P .3-2) を参照してください。 

•給紙カセツトの取0扱いについては「手差しトレイや給紙カセツトの取0扱いのごま意」 
(一 P .3-13) を参照してください。 


定形の用紙をセットする場合 

給紙カセットに定形の用祇をセットするときは、じ(下の手順で行います。 

給紙カセットに定形の用祇をセットするとをは、必ず縦置さにセットしてください。 

カセット1 カセット2 




重要 


普通紙（目4〜80 呂 / m 2 ) と厚紙 （9 日〜 12 日邑 / m 2 ) 1；(がの用紙を セツ トしないでくだ 
さい。紙づまりや故障の原因になることびあ0ます。 


給紙カセツトか5印刷ずる 3-23 


















































1 給紙カセットを引さ出します。 

カセット1 カセット2 




ik ま意 用紙をセツトするときは、必ず給紙カセツトをプリンタから取り出してセツトしてくださ 

し、。給紙カセツトを遠中まで引き出した状態で用紙をセツトずると、給紙カセツトが落ち 
た〇プ U ンタが倒れた0して、けがの原因になることがあ0ます。 


2 セットする用紙のサイズを変更するときは、給紙カセットの長さと用紙 
ガイドの位置を変更します。 

•側面の用紙ガイドの□ック觸除レバーをつまみなが6、セットずる用紙サイズの 
位置に合わせて用紙ガイドを移動しまず。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 （ A ) の部分をセットする用紙サイズに合わせ 
ます。 


カセット1 



カセット2 



颗乂モ I B 已サイズ （182 mm X 257 mm ) を使用する場含は、巧紙ガイドを 「 J に目引に含わ 
せて < ださい。 
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• 後端の用紙ガイドの□ツク解除レバーをつまみなが5、セツトずる用紙サイズの 
位置に合わせて用紙ガイドを移動しまず。 

( A ) の部分をセットする巧紙サイズに含わせます。 


カセット1 



カセット2 



重要 


「8.已 X ]3」の位置は使用しません。 


3 用紙の後端を用紙ガイドに合わせてセットします。 

カセット1 カセット2 




A ミち意用紙を補給するとさは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、注意して扱ってください。 


重要 


•必ず用紙ガイドびセツトする用紙サイズの位置に含っているかを確認してください。用紙 
ガイドびセツトする用紙サイズの位置に合っていないと、給紙不良の原因となります。 

•裁断状態び悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合びあります。そのような場含 
は、用紙の束をよくさばき、用紙を平5な場所でよく揃えてか日セットしてください。 
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I レターへッ ドや□ゴ付きの用紙などに印刷する場合は、用紙の表面（印刷する面）を下に 
向け、し^下のようにセットします。 

(^: 給紙方向） 


カセット I 


カセット2 








給紙.排紙のしかた 
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4 用紙を図のように下へ押さえ、積載制限マーク （ A ) を超えていないか確 
詔し、用紙ガイドに付いているツメ （ B ) の下に用紙を入れます。 

巧紙ガイドのツ方と用紙の間に十分すき間びあることを確認してください。すき間び十分 
にない場含は巧紙をかし減5します。 

カセット1 




給紙カセツトか5印刷ずる 3-27 























重要 


給紙カセツトにセツトできる用紙の枚数は、1；(下の通0です。絶対に積載制限マークを超 
えない範囲でセツトしてください。積載制限マークを超す量の用紙をセツトすると、給紙 
不良の原因となります。 


用紙タイプ 

カセット1 

カセット2 

普通紙（日 4 g / m 2 の場合） 

約2日日枚 

約己日日枚 

厚紙 （90 旨/ m 2 の場合） 

約撕日枚 

約40日枚 


5 給紙カセットをプリンタにセットしまず。 

給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、しっかりと奧まで巧し込みます。 

カセット1 カセット2 




A ミち意給紙カセットをセットするときは、指を挟まないように注意してください。 


本プ U ンタの給紙カセツトは、自動的に用紙サイズの検巧びでさないため、給紙カセツ 
卜にセツトした用紙サイズを登録する必要びあります。 

用紙サイズの登録は、「給紙カセツトの用紙サイズを設定する」 (^ P .3-34) を参照し 
て行って < ださい。 


ユーザ設定サイズの用紙をセツトする場合 

給紙カセツトにユーヴ設定サイズの用紙をセツトずるとさは、し U 下の手順で行います。 


重要 


-下のユーヴ設定サイズの用紙をセットすることびできまず。 

•巧紙を縦置きにセットした場含：幅148.日 mm 〜 2] 已 .9 mm 、 長さ21日. 0 mm 〜 
3己已.目 mm 

•巧紙を横置きにセットした場含 (LIPS LX プ U ンタドライバ使巧時のみ）：幅21日.日 mm 
〜21已 .9 mm 、 長さ21日. Omm 〜2 ] 己.目 mm 

•使用できる用紙の詳細は、「使巧でをる用紙」（一 P .3-2) を参照してください。 

• 手差しトレイや給紙カセットの取り扱いについては、「手差しトレイや給紙カセットの取 
り扱いのごま意」（一 P .3-13) を参照してください。 

-普通紙（日4〜8日 g / m 2) と厚紙（白日〜12日呂/の2)政がの用紙をセットしないでくださ 
し、紙づま〇や故障の原因になることびあります。 

-ユーヴ設定サイズの用紙をセットしたときは、「カセット]用紙サイズ」や r カセット2用 
紙サイズ」を！;のように設定してくださし、。 
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-横置きにセットした場合 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）：「ユーヴセッテイヴ 
ィズ」 

-縦置きにセットした場含：「ユーザセッテイサイズ R 」 

•セットするユーザ設定サイズの用紙の向きを頻繁に変更する場含は、「カセット N ( N =1、 
2) 用紙サイズ」を「フリー」に設定すると便利です。「カセット N ( N =1、 2) 用紙ヴ 
イズ」を「フリー」に設定すると、用紙の向をを変更するたびに「カセット N ( N =1、 
2) 用紙サイズ」の設定を変更する必要びありません。ただし、「フリー」に設定ずる場 
合は、セットした用紙と、プリンタドライバの用紙サイズの設定び必ず含っていることを 
確認してから印刷してください。異なっている場含は、「41ヨウシサイズカクニン」 
の;<ッセージび表示されて印刷が中断されたり、紙づま〇び発生したりすることびありま 
す。必ずプ U ンタドライバで設定した用紙サイズとカセットにセットした用紙び合ってい 
るか、確認してお使いください。ただし、「特殊モード J 」 を「ツカウ」に設定した場合、 
プリンタドライバで設定した用紙サイズとカセットにセットした用紙び異なる場合でも 
用紙サイズのチェックを巧わずに印刷します。詳しくは、 UPS 機能ガイド r 第3章共 
通セットアップ;<ニューの設定項目」を参照してください。 

•ユーヴ設定サイズの用紙を印刷する場含に 、 LIPS LX プリンタドライバか5印刷するとき 
は、縦置き、横置きにセットすることび巧能です。ただし、「カセット N ( N =1、 2) 用 
紙サイズ」を「フリー」に設定している場含に、長辺び21曰.白 mm (下のユーヴ設定ヴ 
イズの巧紙を印刷するときは、横置きにセットしてください。また 、 LIPS LX プリンタ 
ドライバか5印刷しない場合は、縦置きにセツトしてください。 


メモ I カセット2 (オプションのペーパーフィーダ装着時）のユーザ設定サイズの用紙のセット 
ち法は、カセット]と同じです。 


1 給紙カセットを引さ出します。 

カセット 1 カセット 2 




A ま意 用紙をセツトするときは、必ず給紙カセツトをプ U ンタか！5取り出してセツトしてくださ 
し、。給紙カセツトを遠中まで引き出したが態で用紙をセツトずると、給紙カセツトが落ち 
たりプリンタび倒れたりして、けがの原因になることびあります。 


0給紙！しかた 


給紙カセツトか5印刷ずる 3-29 






















2 


用紙を給紙カセットの手前側に合わせてセットします。 

カセット1 カセット2 




A ま意 用紙を補給ずるときは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、ま意して扱ってください。 


重要 


•裁断状態び悪い用紙を使巧すると、重送しやすくなる場含びありまず。そのような場合 
は、用紙の束をよくさばき、用紙を平らな場所でよく揃えてか5セットしてくださし、。 

-ユーヴ設定サイズの巧紙を印刷ずる場合に 、 LIPS LX プ I 」ンタドライバか5印刷するとさ 
は、縦置き、横置きにセットすることが可能です。ただし、「カセット N ( N =1、 2) 用 
紙サイズ」を「フリー」に設定している場合に、長辺び 2] 已.白 mm 政下のユーヴ設定サ 
イズの巧紙を印刷するときは、横置きにセットしてください。また 、 LIPS LX プリンタ 
ドライバか5印刷しない場合は、縦置きにセツトしてください。 


メモ I -レターへツドや□ゴ付きの用紙などに印刷する場を、縦置きでセツトするときは、巧紙の 
表面（印刷ずる風を下に向け、しソ下のようにセットしまず。 

(*4 ■:給 紙ち向） 


カセット1 


カセット2 
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. レターへッドや□ゴ付きの用紙などに印刷する場含、横置きでセットするとをは、用紙の 
表面（印刷する面）を下に向け、し: TF のよラにセットします。 

( ^ :給紙方向） 

カセット！ カセット2 






3 側面の用紙ガイドの□ツク解除レ J 又~をつまみなぜ 日、セツトした用紙 
サイズの位置に合わせて用紙ガイドを移動します。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 

カセット1 カセット2 
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の 


重要 


必ず用紙ガイドを用紙の幅に含わせてください。ゆるすぎた0きつすぎた0すると、正し 
く送られなかったり、紙づまりの原因になります。 




4 後端の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが日、セットした用紙 
サイズの位置に合わせて用紙ガイドを移動します。 

カセット1 カセット2 
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5 用紙を図のように下へ押さえ、積載制限マーク （ A ) を超えていないか確 
詔し、用紙ガイドに付いているツメ （ B ) の下に用紙を入れます。 

巧紙ガイドのツ方と用紙の間に十分すき間びあることを確認してください。すき間び十分 
にない場含は巧紙をかし減5します。 

カセット1 
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重要 


給紙カセツトにセツトできる用紙の枚数は、1；(下の通0です。絶対に積載制限マークを超 
えない範囲でセツトしてください。積載制限マークを超す量の用紙をセツトすると、給紙 
不良の原因となります。 


用紙タイプ 

カセット1 

カセット2 

普通紙（日 4 g / m 2 の場合） 

約2日日枚 

約己日日枚 

厚紙 （90 旨/ m 2 の場合） 

約撕日枚 

約40日枚 


6 給紙カセットをプリンタにセットしまず。 

給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、しっかりと奧まで巧し込みます。 

カセット1 カセット2 




A を意給紙カセットをセットするとさは、指を挟まないよラにま意して<ださい。 


本プ U ンタの給紙カセットは、自動的に用紙サイズの検巧びでさないため、給紙カセッ 
卜にセットした用紙サイズを登録ずる必要びありまず。 

用紙サイズの登録は、「給紙カセットの用紙サイズを設定する」 （^ P .3-34) を参照し 
て行って < ださい。 


給紙カセツトの用紙サイズを設定ずる 


本プ U ンタの給紙カセットは自動的に用紙サイズの検知びでをないため、給紙カセットに用 
紙をセットしたとさは、操作バネルから給紙カセットの用紙サイズを設定します。定形サイ 
ズの用紙は、そのサイズを設定します。ユーヴ設定サイズの用紙は、「ユーヴセッテイサイ 
ズ」または「ユーヴセッテイサイズ R 」 に設定します。給紙カセットの用紙サイズ設定は、 
工場出荷状態で rA 4 J に設定されています。 

給紙カセットの用紙サイズの設定は、なの手順で行います。 


重要 


. 用紙サイズの設定は、プ U ンタのセットアップメニューとプ U ンタドライバを一致させて 
お使いください。一致していないと 、 「PC XXX ヨウシニコウカン」の^ッセー 
ジび表示されます。その場含[オンライン]を巧すと、「カセット]巧紙サイズ」や「力 
セット2用紙サイズ」の設定びプ I 」ンタドライバの設定値に変更され、印刷を続行する 
ことびでさます。 

-ユーヴ設定サイズの用紙をセットしたとさは、「カセット]用紙サイズ」や r カセット2用 
紙サイズ」を L ソ下のように設定してくださし、。 
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2 [◄]、[►] で「キュウシ J を選択し、 [0 K ] を巧します。 



3 [◄]、[►]で r カセット1用紙サイズ J や r カセット2用紙サイズ」を選 
択し、 [0 K ] を巧します。 



-横置きにセットした場合 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）：「ユーヴセッテイヴ 
ィズ」 

-縦置きにセットした場含：「ユーザセッテイサイズ R 」 

•セットするユーザ設定サイズの用紙の向きを頻繁に変更する場含は、「カセット N ( N =1、 
2) 用紙サイズ」を「フリー」に設定すると便利です。「カセット N ( N =1、 2) 用紙ヴ 
イズ」を「フリー」に設定すると、用紙の向をを変更するたびに「カセット N ( N =1、 
2) 用紙サイズ」の設定を変更する必要びありません。ただし、「フリー」に設定ずる場 
合は、セットした用紙と、プリンタドライバの用紙サイズの設定び必ず含っていることを 
確認してから印刷してください。異なっている場含は、「41ヨウシサイズカクニン」 
の;<ッセージび表示されて印刷が中断されたり、紙づま〇び発生したりすることびありま 
す。必ずプ U ンタドライバで設定した用紙サイズとカセットにセットした用紙び合ってい 
るか、確認してお使いください。ただし、「特殊モード J 」 を「ツカウ」に設定した場合、 
プリンタドライバで設定した用紙サイズとカセットにセットした用紙び異なる場合でも 
用紙サイズのチェックを巧わずに印刷します。詳しくは、 UPS 機能ガイド r 第3章共 
通セットアップ;<ニューの設定項目」を参照してください。 

•ユーヴ設定サイズの用紙を印刷する場含に 、 LIPS LX プリンタドライバか5印刷するとき 
は、縦置き、横置きにセットすることび巧能です。ただし、「カセット N ( N =1、 2) 用 
紙サイズ」を「フリー」に設定している場含に、長辺び21曰.白 mm (下のユーヴ設定ヴ 
イズの巧紙を印刷するときは、横置きにセットしてください。また 、 LIPS LX プリンタ 
ドライバか5印刷しない場合は、縦置きにセツトしてください。 


メモ 1 次の用紙は、略号で表示されまず。 

リーガル： LG 、 レター： LT 、 エグゼクティブ： EX 、 ユーヴ設定サイズ： 8日〜目白 、ユー 
ヴ設定サイズ縦： 8日 R 〜目目 R 、 フ IJ - : FR 


ろ t [セットアッでを巧します。 



受綱ま綱 


0給紙！しかた 


給紙カセツトか5印刷ずる 3-35 


















4 [◄]、[►] で用紙のサイズを選択し、 [0 K ] を巧しまず。 



用紙サイズの左に「=」び表示され、給紙カセットの用紙サイズび設定されまず。 


Windows や Macintosh のプリンタドライノくから印刷する場合は、プリンタドライバ 
を設定して<ださい。（ープ U ンタドライバのヘルプ） 

DOS や UNIX などから印刷する場をは、「デフオルト用紙サイズ」および「デフオル 
卜用紙タイプ」の設定を操作パネルで斤って<ださい。 


3-36 給紙カセツトか5印刷ずる 













手是しトレイか 6 印刷する 


手差しトレイには、 A 4、 目己、 A 已、リーガル、レター、エグゼクティブとじ(下のユーヴ設 
定サイズの用紙を普通紙（日4目/ m 2 ) で約]00枚までセツトでをます。 

縦置さの場合：幅 76.2 mm 〜21已 .9 mm 、 長さ127.0 mm 〜3已已.日 mm 
横置さの場合 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）：幅] 27. Clmm 〜21已 .9 mm 、 長 
さ1 27.0 mm 〜 2] 已 .9 mm 

0 HP フィルムや封筒など、給紙カセツトにセツトできない用紙をセツト可能です。 

手差しトレイから印刷するとをは、次の項目を設定する必要びあります。 


重要 


r テヴシトレイヨウシサイズ」の設定は、プ IJ ンタ本体のセットアップメニューとプ I 」 
ンタドライバを一致させてお使いください。一致していないと 、 「PC XXX ヨウシニ 
コウカン」のメッセージび表示されます。その場合[オンライン]を押すと、「テヴシ 
トレイヨウシサイズ」の設定びプ U ンタドライバの設定値に変更され、印刷を続行する 
ことびでさまず。 


应■メモ]プリンタドライバび使用できない 0 S 占、5印刷する場合は、あ日かじめ給紙元を「テヴシ 
トレイ」に設定してください。（一 P .3-12) 


■手差しトレイに用紙をセツトずる (^ P .3-38) 


■手差しトレイの用紙の設定をずる卜 P .3-49) 

セットアップメニューの 給紙 グループ 

•「テヴシトレイヨウシサイズ」=セットした用紙のサイズ 

BMLinkS プリンタドライバから印刷するときは、「テヴシトレイヨウシサイズ」の設 
定の他に、次の設定を行ってください。 

セットアップメニューの給紙グループ 

•「デフォルトヨウシタイプ」=セットした用紙のタイプ（一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セットアップメニューの設定項目」） 

□0 S や UNIX など、プ U ンタドライバび使用でをない 0 S から印刷するとさは、「テヴ 
シトレイヨウシサイズ」の設をの他に、次の設をも行ってください。 

セットアップメニューの 給紙 グループ 

-「デフォルトヨウシサイズ」=セットした用紙のサイズ（一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セットアップメニューの設定項目」） 

-「デフォルトヨウシタイプ」=セットした用紙のタイプ（一 UPS 機能ガイド博3章 
共通セットアップメニューの設定項目」） 

■ プリンタドライバを設定ずる（ープ U ンタドライバのヘルプ） 

LIPS プリンタドライバから印刷するときは、次の設定を行います。ここでは 、 Windows 
版 LIPS プ U ンタドライバを例に説明しています。 Macintosh 版プ U ンタドライバの操 
作については、プリンタドライバのヘルプを参照してください。 


手差しトレイか 5 EP 刷ずる 3-37 







[ページ設定]ページ 

[出力用紙サイズ]=セットした用紙のサイズ 
[給紙]ページ 

[給紙部]=[手差し（トレイ）] 

[用紙タイプ]=陛通瓶：普通紙(日4〜 SOg/m 2 )、 ラベル用紙張さ 270mm 未満) 
[普通紙 L] :普通紙 （64 〜80目/ m 2 ) 使用時に、[用紙タイプ] 
を[普通紙]に設定して印刷した結果、用紙のカー 
ルび目立つときは、[普通紙 L] に設定してください。 
[厚紙1 ] :厚紙 (90 〜163呂 /m2) 、ラベル用紙(長さ 270mm し U 上) 
[厚紙 2] :厚紙 (199 g/m2) 

[OHP フイルム]: OHP フイルム 
[封筒]:封筒 

[はびき]:はびき、キヤノン巧奨4面はびき 

の メモ I 日 MLinkS プ U ンタドライバの用紙の設定方まにつし VT は、 BMLinkS プ U ンタドライバ 
に添付されている「ユーヴーズマニュアル」を参照して<ださい。 


、手差しトレイに用紙をセツトずる 


手差しトレイに用紙をセツトします。用紙の種類によってセツトち法び異なりますので、そ 
れぞれの手順を参照して < ださい。 

•普通紙、厚紙、 OHP フイルム、ラベル用紙（一用紙（はびき、封筒(外）をセツトずる： 
P'3-39) 

•はびき、封筒（一はびを、封筒をセツトする： P.3-44) 


重要 


•使用できる用紙の詳細は、「使用できる用紙」（一 P .3-2) を参照してください。 

-手差しトレイの取0扱いについては「手差しトレイや給紙カセツトの取り扱いのごミ主意」 
(一 P .3-13) を参照してください。 


3-38 手差しトレイか5印刷ずる 






用紙（はびき、封筒むが）をセットする 

手差しトレイに普通紙や厚紙、 OHP フィルム、ラベル用紙などをセットするときは、 LU 下 
の手順でセツトします。 


1 手差しトレイを開けます。 

手差しトレイは中央の取っ手を持って開けまず。 



2 捕助トレイを引き出します。 



重要 


手差しトレイに用紙をセツトするとをは、必ず補助トレイを引を出してください。 


手是しトレイか5印刷ずる 3-39 

















3 A 4 などの長いサイズの用紙をセットするときは、延長トレイを開けま 
ず。 



4 用紙ガイドの幅を紙幅より少し広めにセツトします。 



5 OHP フイルムやラベル用紙をセットする場合は、用紙をか■ずつさば 
き、端を揃えまず。 



® 給紙.排紙のしかた 
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ム注意用紙を補給するとさは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、ま意して扱ってください。 


重要 


•日 HP フィルムやラベル用紙は、よくさばいてからセットしてくださし'1。十分にさばけて 
いないと、重送されて、紙づまりの原因になります。 

•日 HP フィルムをさばいたり、揃えたりするときは、できるだけ端を持ち、印刷面に触れ 
ないよラにしてください。 

•日 HP フイルムに手あかや指紋、ホコ U や油分などび付着しないようにしてくださし ' i 。 印 
字不良の原因にな0ます。 


6 用紙の印刷面を上にして、奥に当たるまでゆっくりと差し込みまず。 

用紙束は積載制限ガイド （ A ) の下を通してください。 



ムま意用紙を補給するとさは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、注意して扱ってください。 


重要 


•手差しトレイには、次の枚数までセツトできまず。用紙束の高さび積載制限ガイドを超え 
ていないことを確認してくださし、。 


-普通紙 （64 g / m 3 の場合） ：約 1日日 枚 

-厚紙 （9 日 旨/の場合） ：約8 日 枚 

•厚紙 （ 128 g / m ^ の場合） ：約曰 日 枚 

•厚紙 （ 1目9旨/の場合） : 30枚しソ下 

•日 HP フィルム ： 日日 枚しソ下 

•ラベル 用紙 ：約4 日 枚 


•用紙を斜めにセットしないでください。 

•用紙の後端び不揃いになっていると、給紙不良や紙づまりの原因になります。 

•用紙の先端び折れ巧びっていたりカールしている場合は、端を伸ばしてか5セットしてく 
ださし、。 

•裁断状態の悪い用紙を使用ずると、重送しやすくなる場合びありまず。そのよラな場を 
は、用紙の束をよくさばき、用紙を平らな場所でよく揃えてか日セットしてください。 

•ユーヴ設定サイズの用紙を印刷する場含に 、 LIPS LX プリンタドライバか5印刷するとき 
は、縦置さ、横置きにセットすることび巧能です。ただし、「手差しトレイ用紙サイズ」 
を「フリー」に設定している場合に、長辺び21日. 9 mm しソ下のユーヴ設定サイズの用紙 
を印刷するときは、横置きにセットしてください。また 、 LIPS LX プ U ンタドライバか 
5印刷しない場含は、縦置きにセツトしてください。 


手是しトレイか5印刷ずる 3-41 




















メモ 1 レターへッドや□ゴ付きの用紙などに印刷する場含は、次の指示にしたびって正しい向き 

に用紙をセットしてください。 

• A 4、 B 日、 A 日、 a —ガル、 レター、エグゼクティブサイズの用紙をセットする場含や、 
ユーヴ設定サイズの巧紙を縦置さでセットずる場含は、用紙の表面（印刷する面）を上 
に向け、し^下のよラにセットします。 

(^: 給紙ち向） 




3-42 手差しトレイか5印刷ずる 





















ユーザ設定サイズの用紙を横置きでセットする場含は、用紙の表面（印刷ずる面）を上 
に向け、し^下のようにセットします。 

(^: 給紙ち向） 




7 用紙ガイドを、用紙の左ちにぴったりと合わせまず。 



手是しトレイか5印刷ずる 3-43 























重要 


必ず用紙ガイドを用紙の幅に合わせてください。ゆるずざたりさつずざたりすると、正し 
く送5れなかったり、紙づまりの原因になります。 



次に手差しトレイの用紙サイズを設定してください（一 P.3-49)。 


はびき、封筒をセットする 

手差しトレイには、郵便はびき、郵便往復はびき、郵便4面はびき、キヤノン推奨4面は 
びさ、洋お4号、洋お2号の封筒をセットできます。はびき、封筒を手差しトレイにセッ 
卜するときは、次の手順でセットします。 


メモ 1 はびさ、往復はがさ、 4 面はびさヴイブの普通紙、厚紙に印刷ずる場合は、「用紙（はび 

さ、封筒(外）をセットずる」 （一 P .3-39) を参照してください。 


1 手差しトレイを開けまず。 


手差しトレイは中央の取っ手を持って開けます。 



3-44 手差しトレイか5印刷ずる 
























3 4 面はがきなどの長いサイズの用紙をセツトするときは、延長トレイを開 
けます。 



手是しトレイか5印刷ずる 3-45 


















4 用紙ガイドの幅を用紙の幅より少し広めにセツトします。 



5 封筒をセットする場合は、次のように揃えます。 

♦封筒の束を平 S な場所へ置き、上面を巧して空気を抜いてか5、縁の巧り目をを 
ちんと付けて、平 S にしまず。 



ムミち意 用紙を補給ずるときは、用紙の端で手を切ったりしないように、ま意して扱ってください。 

参封筒の四隅の固い部分を図のように取り除を、カールをなおしまず。 



® 給紙.排紙のしかた 


3-46 手差しトレイか5印刷ずる 













• 封筒を平 s な場所で揃えまず。 



6 印刷ずる面を上向きにして、図のように手差しトレイの奥に当たるまで 
ゆっくりと差し込みます。 

用紙束は積載制限ガイド （ A ) の下を通してください。 



ik ま意 用紙を補給するときは、用紙の端で手を切ったりしないように、注意して扱ってくださし、。 


手是しトレイか5印刷ずる 3-47 




























重要 


•はびき、封筒は下のようにセットします。 

(^: 給紙ち向） 

•洋形4号/洋お2号 

ふたげプ U ンタを前面か5見て左側になるよラにセットします。 



•はびさ/4面はがさ 

はびきの上端びプリンタを前面か5見て輿側になるよラにセツトします。 




• 往復はがさ 

はびきの上端びプリンタを前面か5見て左側になるよラにセツトします。 



-手差しトレイには、郵便はびき、郵便往復はびき、郵便4面はびき、キヤノン推奨4面は 
びきを約日日枚まで、封筒を10枚までセットでさます。用紙束の高さび積載制限ガイド 
を超えていないことを確認してください。 

•封筒は、裏面（貼0含わせのある面）には印刷でさません。 

-往復はびきに印刷するときは、アプリケーションソフトの用紙設定と印字方向をセットす 
る用紙のち向に合わせて設定してください。（例 ： Windows 2000/ XP/Server 2003/ 
Vista の場合は、 r 往復はびき横」を選択してください。） 

-はびさびカールしているとさは、逆向さに曲げて反りをなおしてか5セットしてください。 
•裁断状態の悪いはびをを使用すると、重送しやすくなる場含びあります。そのよラな場合 
は、はびきを平5な場所でよく揃えてか5セツトしてください。 


3-48 手差しトレイか5印刷ずる 





































































7 用紙ガイドを、用紙の左ちにぴったりと合わせます。 



重要 


必ず用紙ガイドを用紙の幅に合わせてください。ゆるずざた0さつずざた0すると、正し 
く送 S れなかった D 、 紙づまりの原因になります。 



次に手差しトレイの用紙サイズを設定してください（一 P.3-49)。 


手差しトレイの用紙サイズを設定する 


手差しトレイに用紙をセツトしたときは、操作パネルから手差しトレイの用紙サイズを設定 
しまず。定おサイズの用紙や封筒、はびき、往復はびき、4面はびきは、そのサイズを設定 
します。定お外の用紙は、「ユーヴセツテイサイズ」または「ユーヴセツテイサイズ R」 に 
設定しまず。手差しトレイの用紙サイズ設定は、工場出荷状態で 「A4」 に設をされています。 

手差しトレイの巧紙サイズの設定は、次の手順で行います。 


重要 


•用紙サイズの設定は、プ U ンタのセットアップメニューとプ U ンタドライバを一致させて 
お使いください。一致していないと 、 「PC XXX ヨウシニコウカン」の y ッセージ 
び表示されます。その場合[オンライン]を押すと、「テヴシトレイヨウシサイズ」の 
設定びプ U ンタドライバの設定値に変更され、印刷を続行ずることびできます。 


手是しトレイか5印刷ずる 3-49 



























•定形外の用紙をセットしたとさは、「手差しトレイ用紙サイズ」を!^^下のように設定して 
ください。 

•横置さにセットした場含 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）： r ユーザセッテイサ 
ィズ」 

•縦置きにセットした場含：「ユーザセッテイサイズ R 」 

•手差しトレイにセットする用紙を頻繁に変更する場合は、 r 手差しトレイ用紙サイズ」を 
「フリー」に設定すると便利です。「手差しトレイ巧紙サイズ」を「フリー」に設定する 
と、異なるサイズの巧紙をセットするたびに「手差しトレイ用紙サイズ」の設定を変更す 
る必要びありません。ただし、「フリー」に設定ずる場合は、手差しトレイにセットした 
用紙と、プリンタドライバの巧紙サイズの設定び必ず合っていることを確認してか5印刷 
してくださし' i 。 異なっている場合は、「41ヨウシサイズカクニン」の^ッセージび表 
示されて印刷び中断されたり、紙づまりび発生したりすることびありまず。必ずプリンタ 
ドライバで設定した用紙サイズと手差しトレイにセットした用紙び含っているか、確認し 
てお使いください。ただし、「特殊モード」」を「ツカウ」に設定した場合、プ U ンタド 
ライパで設定した巧紙サイズと手差しトレイにセットした用紙び異なる場合でも巧紙サ 
イズのチェックを行わずに印刷します。詳しくは、 UPS 機能ガイド r 第3章共通セッ 
トアップメニューの設定項目」を参照してくださし、。 

-ユーヴ設定サイズの用紙を印刷する場合に 、 LIPS LX プリンタドライバか日印刷するとさ 
は、縦置を、横置きにセットすることび巧能です。ただし、 r 手差しトレイ用紙サイズ」を 
「フリー」に設定している場合に、長辺び21己. 9 mm L ソ下のユーヴ設定サイズの用紙を印 
刷するとさは、横置さにセットしてください。また 、 LIPS LX プ U ンタドライバから印刷 
しない場合は、縦置きにセットしてください。 


1 [セットアップ]を巧します。 



艺 [◄]、 [► IT 「キュウシ」を選択し、 [0 K ] を巧します。 



3 [ィし [►] で「テザシトレイヨウシサイズ」を選択し、に口を巧 
します。 



1 置 闕是議 

® 給紙 • ^紙のしかた 


3-50 手差しトレイか5印刷ずる 



















4 [◄]、[►] で用紙のサイズを選択し、 l ； OK ] を巧します。 



用紙サイズの左に「=」び表ちされ、手差しトレイの用紙サイズび設定されまず。 


BMLinkS プ U ンタドライバから印刷する場合は、「デフォルトヨウシタイプ」の設 
定を操作バネルで行った後、プリンタドライバを設定してください卜 BMLinkS に添 
付されているユーヴーズマニュアル）。 


手是しトレイか5印刷ずる 3-51 









両面に印刷する 


本プ U ンタは標準で自動両面印刷びできまず。自動両面印刷で使用できる用紙は、普通紙 
(64 〜80目/ m ろおよび厚紙 （90 〜1 20g/nn 2 ) の A4、U— ガル、レターサイズです。 


重要 


•厚紙 （121 〜 ] 日目呂/の2)、日 HP フィルム、ラベル用紙、はびき、往復はびき、4面はが 
き、封筒には、自動両面印刷できません。 

• 両面印刷の設定をした状態で、奇数ページのジョブを印刷するとさの最終ページの印刷面 
は、 r 特殊両面処理」 HLIPS 機能ガイド r 第3章共通セットアップニューの設定項 
目」）の設定や給紙元によって、下のよラにな0ます。 

•給紙カセットから印刷する場含 

r 特殊両面処理」を「スル」に設定すると、セットした用紙の下の面に印刷して排紙し 
ます。 

r 特殊両面処理」を「シナイ」に設定すると、セットした用紙の上の面に印刷して排紙 
します。 

•手差しトレイから印刷ずる場含 

r 特殊両面処理」を「スル」に設定すると、セットした用紙の上の面に印刷して排紙し 
まず。 

r 特殊両面処理」を「シナイ」に設定すると、セットした用紙の下の面に印刷して排紙 
します。 


-プレプリント紙など巧紙の向きや表裏のある用紙に印刷するとき、最終ページの用紙の向 
きや表裏を前ページと合わせたいときは、 r 特殊両面処理」を「シナイ」に設定してくだ 
さい。 

-自動両面印刷中は排紙トレイに用紙び完全に排紙されるまで用紙に触れないでください。 
自動両面印刷中は表面を印刷したあと一度途中まで扫 f 紙され、裏面を印刷するために再度 
給紙されまず。 

-自動両面印刷するときはおずヴブ排紙トレイを閉じてか5行ってください。 

-自動両面印刷中には、ヴブ排紙トレイを開けないでください。 

•手動両面印刷をする場含は、端を伸ばしてカールをなおしてか日、]枚ずつ手差しトレイ 
にセットしてください。 

メモ」 プリンタの RAM 容量によっては、畳線び多い艾書や複雑な図•表-グラフのある文書を 
自動両面印刷する場含、印宇品質び低下したり、「3目スプールメモリフル」と表示され 
て印刷できないことびあります。その場含は、「階調処理」を「ヒヨウジュン」に設定し 
て印刷しなおすか、拡張 RAM を増設する必要びあります。「階調処理」については 、 LIPS 
機能ガイド「第3章共通セットアップ;< ニューの設定項目」、拡張 RAM については、設 
置ガイド「第1章設置する前に」を参照してくださし、。 


3-52 両面に印刷ずる 








2 [◄]、[► IT 「キュウシ」を選択し、 [0 K ] を巧します。 



3 [◄]、 [► IT 「リヨウメンインサツ」を選択し、にのを巧します。 



自動両面印刷と片面巧刷を切り替える 


自動両面印刷するときは、次の手順で行いまず。 

■ Windows か5印刷ずる場合 

自動両面印刷をするときは、 LIPS プ U ンタドライバの[仕上げ]ぺージで[印刷ち法] 
を[両面印刷]に設定します。 LIPS プ U ンタドライバの操作については、プ U ンタドラ 
イノ（のヘルプを参照してください。 

r ' ■軍 a BMLinkS プリンタドライバをご使用の場合、両面の設定ち法び異な D ます。詳しくは、 
BMLinkS プ U ンタドライバに添付されている「ユーヴーズマニュアル」を参照してくだ 
さし、 

■ Macintosh か6印刷ずる場合 

自動両面印刷をするとをは、プ U ンタドライバで設定します。プ U ンタドライバの操作 
については、プリンタドライバのヘルプを参照してください。 

■ DOS や UNIX か6印刷ずる場合 

□0 S や UNIX など、プリンタドライバび使用できない 0 S から印刷する場合は、操作バ 
ネルで設定します。 

プリンタの操作パネルで自動両面印刷と片面印刷を切り替えるときは、次の手順で行い 
ます。 




[セットアップ]を押します。 



受議る議 
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4 [◄]、[►] で「スル」を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 



「スル」の左に「=」び表示され、両面印刷が設定されます。 


自動両面印刷するとをの用紙のセツトのしかた 


自動両面印刷では、裏面から印刷されまずので、用紙をセットする向きび片面印刷のときと 
逆になります。 レターへ ッドなど、用紙の表裏や向きのある用紙に印刷するときは次のよう 
に用紙をセットします。 

給紙カセットか5給紙する場合 

用紙の表面 （1 面目）を上に向け、しツ下のようにセットします。 

(^: 給紙ち向） 

カセット1 カセット2 
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手差しトレイか5給紙ずる場合 

用紙の表面 （1 面目）を下に向け、 L ソ下のよラにセットします。 
(<^： 給紙ち向） 
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手動両面巧刷ずるときの用紙のセツトのしかた 


本プリンクは、裏面に印刷済みの用紙にち対応しており、自動両面印刷できない用紙にも両 
面印刷することび可能です。手差しトレイから裏面こ印而腕みの用紙に印而りする場合は、な 
のよラに用紙をセツトします。 

印刷する面を上に向け、じ(下のよラにセツトします。 

(•^ :給紙ち向） 




重要 


•はがきに両面印刷ずる場合、裏面（文書側の面）から先に印刷したあと、表面（宛名側の 
面）を印刷して<ださし、。 

•手動両面印刷をする場含は、端を伸ばして力ールをなおしてか日、]枚ずつ手差しトレイ 
にセツトしてください。 
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とじ方向：タンペントジ 
とじしろ；「一」方向 


とじち向：チョウヘントジ 
とじしろ：「一」方向 


とじ方向：タンペントジ 
とじしろ：「+」方向 


用紙の端にとじしろ用のを白を付けて印刷することがでさます。とじしろを付けるとさは、 
付ける位置（長手ち向または短手方向）ととじしろ（最大已日 mm ) を指定しまず。 


用紙を縦に使ってとじ代を 
あけて印刷したいとさ 


用紙を横に使ってとじ代を 
あけて印刷したいとさ 


表 


表 


(両面印刷時） 


裏 

(両面印刷時） 


とじ方向：チョウヘントジ 
とじしろ：「+」方向 


とじしろを設定した結果、用紙の印字可能領域を超えた部分はカツトされます。 


@ メモ 1 •プ U ンタドライバの場合、（十）、（一）方向の設定はとじ位置の選択で行います。 

-自動両面印刷の場合、表裏のとじ位置を自動的に含わせます。 

•縦位置浦正、横位置浦正の設定はとじしろの設定に関係なく有効です。このため、両面印 
刷で縦位置補正、横位置補正び設定されている場合、表裏のとじしろびずれることびあり 
ます。 


ABC 


ABC 


DEF 


DEF 


ABC 


DEF 


ABC 


DEF 


とじしろを付けて印刷する 



- 

- - 



义 

つ 

壬 

0 

LL 



哲 ua < 


- 

- - 




义 

つ 

王 

0 

LL 



山 

Q 

〇 

CQ 

< 






>|「|ェ0山 


山 Qugv 


乂「壬の山 


山 Qugv 
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とじしろを設定ずる 


とじしろを設定するとをは、なの手順で行います。 


■ Windows か5印刷ずる場合 

とじしろは、 LIPS プリンタドライバの[仕上げ]ページで[とじち向]と[とじしろ] 
を設定します。 UPS プリンタドライバの操作については、プ U ンタドライバのヘルプを 
参照してください。 


重要 


BMLinkS プ U ンタドライバをご使用の場合、操作パネルでとじしろの設定を行います。 
「□ OS や UNIX か日印刷する場合」と同様の手順で設定してください。 


■ Macintosh か6印刷ずる場合 

とじしろは、プ U ンタドライバで設定します。プ1」ンタドライバの操作については、プ 
1」ンタドライバのヘルプを参照してください。 


■ DOS や UNIX か6印刷ずる場合 

DOS や UNIX など、プリンタドライバび使用できない 0 S から印刷する場合は、操作パ 
ネルでとじしろを設定します。 

プ U ンタの操作パネルでとじしろを設定ずるとさは、次の手順で行います。 



1 [セットアップ]を巧します。 





2 [◄]、 [►] で「レイアウト J を選択し、にのを巧します。 



3 [◄]、 [► IT 「トジホウコウ」を選択し、 [ OK ] を巧します。 



とじ方向の設定値び表示されまず。 
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4 [◄]、[►] で目的のとじ方向を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 



選択したとじ方向が設定されまず。 

5 [◄]、 [► IT 「トジシ〇」を選択し、 [0 K ] を巧しまず。 



とじしろの設定値が表をされます。 

6 [◄]、[►]で目的の数値を選択し、 [0 K ] を押しまず。 

数値は、[イ]または [►] を巧すたびに日.已 mm 単位で変化します。 



設定値のちちに「=」が表示され、とじしろび設定されまず。 
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CHAPTER 


この章では、トナーカート U ツジの交換や清掃のしかたなど、メンテナンスのしかたについ 
て説明しています。 


トナーカート U ツジを交換する .4-2 

「トナーヨウイ/カクニン」び表示されたときは .4-2 

トナーカート1」ツジの交換 .4-3 

使用済みトナーカート U ツジ回収のお願い .4-11 

トナーカート IJ ツジの取り扱いのごを意 .4-12 

トナーカート U ツジの保管について .4-14 

印字濃度を調整する .4-1 已 

定着 □- ラを清掃ずる .4-1 巨 

印字位置を調整する .4-19 

印字位置の確認 .4-19 

印字位置の調整 .4-21 

プリンタの外部を清掃する .4-24 

プリンタを移動する .4-2 巨 

プリンタの取り扱いについて .4-32 
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トナーカート U ツジを交換ずる 


トナーカート U ツジの交換ち法や取り扱い、保管時のごを意について説明しています。 


^「トナーヨウイ/カクニン」び表示されたとをは 


トナーカート U ツジは消耗品でず。プ U ンタの使用中にトナーがかなくなると、デイスプレ 
イに ><ッセージが表示されます。 


メッセージ 

表示される時期 

巧客および巧処 

11 己トナ-ヨウイ 1 

トナーカート U ツジ 
の交換時期び近づい 
たとさ 

-印刷は継続でさます 

-新品のトナーカート U ッジを用意してください 
- 大量の印刷をするとをは、トナーカート U ッジを交 
換することをおすすめします 

巳け-カクニン 1 

トナーカートリツジ 
の交換時期び近づい 
たとを 

-プ U ンタは停止します 
-[オンライン]を巧すと印刷は継続でさます 
-新品のトナーカート U ッジを用意してください 
•大量の印刷をするとさは、トナーカートリッジを交 
換することをおすすめします 

[ SF トトヵクニン 1 

トナーカート U ツジ 
び寿命になった可能 
性びあるとさ 

-印刷は継続でをます 

-プ U ンタ本体の故障の原因となることがあ0ます 
ので、新しいトナーカートリッジに交換することを 
おすすめします 

[1 白トトヵクニン 1 

トナーカートリツジ 
び寿命になったとを 
または一度寿命に到 
達したトナーカート 
IJ ツジびセツトされ 
ている可能性びある 
とさ 

-印刷は継続でをます 

-プ U ンタ本体の故障の原因となることびあ0ます 
ので、新しいトナーカートリッジに交換することを 
おすすめしまず 


* トナーびかなくなったときに「16 トナーヨウイ」と「1目トナーカクニン」のどちらび表示されるかは、 
セットアップメニューの「警告処理」の設定によります。本プリンタの工場出荷時の状態では、「16トナーヨ 
ウイ」び表示されるように設定されています。「警告処理」の設定については、 UPS 機能ガイド r 第3章共通セッ 
トアップメニューの設定項目」を参照してください。 


重要 


印字びかすれたり、印字むらび出るとさは、 ri 日トナーヨウイ」や ri 目トナー 
カクニン」メッセージび表示されなくても、トナーカート U ッジの寿命びきていることび 
原因です。印字品質び低下した5、そのまま使い続けずに新品のトナーカート U ッジと交 
換してくださし、交換の隙は、必ず本プ U ンタ専用のトナーカート U ツジを使用してくだ 
さし、。 


機種る 

巧応するキヤノン純正トナーカートリッジ 

LBP 3410 

Canon Cartrid 資 e 已1 日（キヤノントナーカー トリッジ已1 日） 
Canon Cartrid 呂 e 已1 日 II ( キヤノントナーカート リッジ已] 日 II ) 
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トナーカートリツジを交換ずる 























メモ 1 •本プ u ンタ用トナーカート u ッジ（キヤノン純正品）の寿命は、次のよラになっていま 
す。このぺージ数は、 A4 サイズで、 ris 日/ IEC I 日 7 日 2」 * に準拠し、印字濃度び工場出 
荷初期設定値の場をです。トナー消費量は、印刷する書類の内容によって異なります。図- 
表-グラフなどのよラに空白部分びかない書類はトナー消費量びをくなるので、このよラ 
な書類を多く印刷する場合はトナーカート U ッジの寿命び短くな0ます。 

- Canon Cartridge 510 (キヤノントナーカートリッジ日] 日）： 約目 日日日 ぺージ 
■ Canon Ca け rid 呂 e 己] 日II (キャノントナーカートリッジ巳] 日II): 約 12日日日 ぺージ 

* nso/IE 仁 ] 目7己引とは、国際標準化機構 （International Organization for Standardization) 
より発行された「印字可能枚数の測定方法」に関する国隙標準 

•ここでは、トナーカートリッジび Canon Cartridge 已 1 日の場合のイラストで手順を説明 
します。 


トナーカート U ッジ①交換 


次の手順で新しいトナーカート U ツジと交換してください。 


A 警告使用済みのトナーカート IJ ッジを火中におじないでください。トナーカート IJ ッジ内に 
残ったトナーに引火して、やけどや火巧の原因になりまず。 


A ミち意 トナーで巧服や手を巧さないようにを意してください。巧服や手がちれた場合は、直ちに水で 

巧い流してください。温水で洗ラとトナーが定着し、ちれがとれなくなることがあります。 


重要 


必ず本プ U ンタ専用のトナーカートリツジを使用してください。 


メモ1 •トナーカートリツジの取り扱いについては、「トナーカート U ツジの取り扱いのごま意」 
(一 P .4-1 封を参照してください。 

•捆包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびありまず。 


1 前カバ_を開けます。 

前カバー上面にあるレノく一を押しなび5、ゆっくりと開けます。 



トナーカートリッジを交換する 
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2 トナーカートリツジをプリンタか日取り出します。 



曰當のメンテナンス 
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トナーカートリツジを交換ずる 

























3 搬送ガイドに紙粉やトナーがたまっている場合、搬送ガイドを清掃しま 
ず。 


• 搬送ガイドを持ち上げます。 

搬送ガイドは緑色の取っ手を持って持ち上げます。 



A ま意 搬送ガイドから手を離さないでください。搬送ガイドび勢いよく元の位置に戻り、けがの 
原因になることがあります。 


参水を含ませて固く絞った巧で、搬送ガイドに付いている紙粉やトナーをふき取り 
ます。 



トナーカートリツジを交換する 
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•給紙□-ラ （ A ) には、絶対に触れないでください。故障や動作不良の原因になります。 



-搬送ガイドに水分や紙粉び残5ないようにしてください。 

•必ず最後にからぶきしてください。内部に水分び残ると、故障の原因になりまず。 

• 搬送ガイドをゆっくりと元の位置に戻しまず。 



A を意 元の位置に戻るまで搬送ガイドから手を離さないでぐださい。搬送ガイドが勢いよ<元の 
位置に戻り、けがの原因になることがありまず。 
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トナーカートリツジを交換ずる 




























4 新しいトナーカートリツジを箱か日取り出したあと、保護袋か日取り出 
します。 

保護袋はトナーカート U ツジを傷つけないよラに、はさみなどで切って開けます。 



重要 


トナーカート U ツジび入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プリンタ 
の方ンテナンスなど、トナーカート U ツジを取り出すとさに必要になります。 


5 トナーカートリッジを図のように持ち、ゆっくりと己〜6回振って、内部 
のトナーを均一にな日します。 



重要 


-トナーが均一になっていないと、印字品質びお下します。この操作は必ずってください。 
-トナーカート U ツジはゆっくり振ってください。ゆつく0振5ないとトナーびこぼれるこ 
とびあ0ます。 


トナーカートリツジを交換する 


4-7 








6 トナーカートリッジを平らな場所に置き、図のよラにタブを巧り①、卜 
ナーカートリッジを巧さえながらシーリングテープ（長さ約己 2 cm ) を 
ゆっくりと引き抜きます®。 

シーリングテープは、タブに指をかけ、矢印の方向にまっすぐ引さ抜さます。 



A}±m シー U ングテープを勢いよ < 引さ巧いたり、途中で止めたりずるとトナーび飛び散ること 

があります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してくだ 
さし、。 


重要 


-曲げて引いたり、上向をや下向きに引っ張!5ないでください。シー U ングテープび途中で 
切れ、完全に引き抜けなくなることびあります。 



-シー U ングテープは最後まで完全に引さ抜いてください。 シー I 」ングテープびトナー カー 
卜 U ツジ内に残っていると、印字不良の原因になります。 
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トナーカートリツジを交換ずる 






















•シーリングテープを引き抜くときは、トナーカートリッジメモリ （ A ) に触れたり、ドラ 
ム保護シャッター（巨）を手で巧さえつけないよラに気を付けて作業を行ってください。 



7 図のように矢印のついている面を上にして、トナーカートリツジを正し 
く持ちます。 
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トナーカートリッジを交換する 
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の 


重要 


指示された]^:^がの持ち方をしないでくださし、。 



0 トナーカートリツジ左ちの （ A ) を本体內部のトナーカートリツジガイド 
に合わせて、奥に当たるまで巧し込みまず。 



曰當のメンテナンス 


4-10 トナーカートリツジを交換ずる 
























9 前 カバーを 閉めまず。 

前カバーはカチッと音びするまで、ゆっくりと完全に閉めます。 



重要 


•前カバーび閉ま5ないときは、トナーカートリツジの取り付け状態を確認してください。 

無理に前カバーを閉めると故障の原因になります。 

-トナーカート U ツジを取0付けたあと、前カバーを開けたまま長時間放置しないでくださ 
し、。 


使用済みトナーカートリツジ回収のお願い 



キヤノンでは地球環境保全と資源の有効活用を目的といたしまして、使巧済みカートリ 
ッジの回収を行ってお0ます。 

この回収活動は、お客さまのご協力によって成り立っております。 


canon キヤノンによる"環境保全と資源の有効活用"の取り組みの主旨にご賛同いたださ、回 
収にご協力いただける場合には、使用済みカート U ツジを下記の方法でご返却いただを 
ますよラご協力をお願いいたします。 


《回収窓口へお持ち込みの場合 

キヤノンマーケティングジャパンではご販売店の協力の下、全国に 
3日0日拠点をこえる回収窓□をご巧意いたしております。 

《回収専用箱による宅配便利用の場合 
使巧済みトナーカート U ツジの数び多いお客さまには、回収専巧箱を 
ご巧意させていただいてお0ます。 

回収窓□の検索および回収専用箱のごを艾方法につをましては下記キヤ 
ノンホームページをご覧ください。 



キヤノンサポーぺージ canon . jp/support 


トナーカートリツジを交換ずる 4-11 























トナーカートリツジの取り扱いのごミ主意 


トナーカート I 」ッジは、光に敏感な部品や精密な機構の部品で構成されています。粗雑な取 

り扱いは、破損や印字品質低下の原因になることがあります。トナーカート U ッジの取り付 

けや取り外しを行ラとさは、次の点に気を付けて取り扱って<ださい。 

A 警告使用済みのトナーカートリッジを火中に投じないでください。トナーカートリッジ内に 
残ったトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 

A ま意 トナーで巧服や手をミちさないように注意してください。巧服や手がミちれた場合は、直ちに 

水で洗い流してください。温水で洗ラとトナーび定着し、ミちれがとれなくなることがあり 
ます。 

fM -プ U ンタの修理のためにトナーカート U ッジをプ U ンタから取り出したときは、すみやか 
にトナーカート U ッジを個包してあった保護袋に入れるか、厚い布で包んでくださし、。 

•絶対に直射日光や強い光に当てないでください。 

-トナーカートリッジメモ U ( A ) に衝擊を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。 
故障の原因になることびありまず。また、内部の感光ドラムを手で触れたり、傷を付けた 
りすると、印宇品質び低下します。絶対に手で触れたり、ドラム保護シャッター （ B ) を 
開けないで < ださい。 



電気接点部 （ C ) など指定されたがの部分は、持ったり、触れたりしないでください。 
故障の原因になることびあります。 



曰當のメンテナンス 


4-12 トナーカートリツジを交換する 




















-トナーカート u ツジを取り扱ラ隙は、図のよラに正しく持ち、必ず矢印のついている面を 
上にして取り扱ってください。立てたり、裏返したりしないでください。 


•絕对に分解や改造などをしないでください。 

•トナーカートリッジを急激な温度変化にさらずと、内部やが部に水滴び付着する（結露) 
ことびあります。寒い場所に保管してあった新品のトナーカート U ッジを暖かい場所で取 
り付けるときなどは、保護袋を開封せずに2時間 ULL 置き、周囲の温度に慣らしてか5 
開封してください。 

•交換用に購入したトナーカート U ッジは、パッケージに記載された有効期間内に使用して 
<ださい。 

• トナーカートリッジをディスプレイやコンピュータ本体など、磁気を発生する装置に近付 
けないで < ださい。 

• トナーカートリッジは磁気製品です。フ□ッピーディスクやディスクドライブなど、磁気 
を嫌ラ製品には近付けないでください。データ破損などの原因になることびあ0ます。 
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トナーカートリッジの保营について 


交換用にお求めになったトナーカート I 」ッジや、修理や移動時に取り出したトナーカート 
リッジは、次のよラな点に気を付けて保管して<ださい。 

f 割 •新品のトナーカートリッジは、実隙に使用するときまで保護袋か5取り出さないくださ 
い。 

-方ンテナンスなどのために使用中のトナーカート U ッジを取り出したときは、すみやかに 
框 I 包してあった保護袋に入れるか、厚い巧で包んでください。 

•立てたり、裏返しにしないでください。プ U ンタにセットするとさと同じ向をで保管して 
ください。 

-直射日光の当たる場所は避けてください。 

-高温を湿の場所や、温度変化や湿度変化の激しい場所は避けてください。 

保営温产範押.。〜っ己ぃ 

保管湿度範囲： 3日〜8日％ RH け目対湿度-結露しないこと） 

-アンモニアなどの腐食性のガスび発生する場所や、空気に短分び多く含まれている場所、 
ほこ0のをい場所での保管は避けて < ださし、。 

-幼児の手の届かないところに保管してください。 

-フ□ッピーディスクやディスクドライブなど、磁気を嫌ラ製品の近くには置かないでくだ 
さし、。 


■結露とは 

保管湿度範囲巧でち、外気との温度差によってトナーカートリツジ外部やの部に水滴が 
付着することがあります。この水滴が付着ずる状態を結露といいます。結露はトナーカー 
トリツジの品質に悪影響をおよぼします。 


曰當のメンテナンス 


4-14 トナーカートリツジを交換ずる 




印刷結果の印字濃度び濃すざたり、薄すざたりするよラなとさは、次の操作でトナー濃度を 
調整します。トナー濃度は、工場出荷時に （3) に設をされています。トナー濃度は1〜 
1日まで設定できます。 




(=©=] 

[°©°] 


[セットアップ]を押します。 


2 [◄]、 [►] で「インジチョウセイ」を選択し、 [0 K ] を巧します。 


イング' チョウセイ 


ス - n 。-スム-ス。 


3 


印字調整グループの設定項目が表示されまず。 


[ イ]、 [►] で「トナーノウド J を選択し、 [0 K ] を巧します。 


トナ-パト'、 

—► 


- 3 

—► 


4 


トナー濃度の設定値が表示されまず。 

[◄]、[►]で目的の数値を選択し、 [0 K ] を巧します。 

[ィ]を巧すと数値び減り、印字濃度は薄くなります。 

[►] を巧すと数値び増え、印字濃度は濃くな0ます。 



設定値のちに「=」が表示され、濃度び設定されまず。 



■jg 


印字潰度を調壁する 


曰常のメンテナンス 


印字濃度を調碧ずる 4-15 




















定着□—ラを清掃する 


印刷した用紙の表面や裏面に黒点状のミちれび付着するような場合は、次の手順で定着□ーラ 
を清掃してください。清掃ずることで、画像不良の発生を防止しまず。 

剧 . A 4 サイズの用紙な外に、ク I 」一ニング用紙を印刷ずることはでさません。 A 4 サイズの用 
紙をご用意ください。 

-ク1」ー ニン グ用紙を印刷ずるには、手差しトレイに A 4 サイズの用紙をセツトしてくださ 
し)。 


口 

1 

プリンタびオンラインげ態になっていることを確認しまず。 

オンライン状態になっていない場含、[オンライン]を押します。 


ク 

[ューティリティ]を押します。 




ユ-テイリテイ 


ステ-タスフ°リント 


夕 


[ イ]、 [►] で「クリーニング」を選択し、 [0 K ] を巧します。 


クリ-ニンク‘ 


[シ''ッ]ウチュウ 


クリ-ニンク、' 3巧 


ディスプレイに「クリーニングヨウシ」と表示され、ク IJ - ニング用紙の印刷巧ちにな 
りまず。 


曰當のメンテナンス 


4-16 定着□ーラを清掃ずる 




















4 手差しトレイに A 4 サイズの用紙をセツトし、[オンライン]を巧しまず。 



クリーニング用紙び印刷されまず。 



定着□—ラを清掃ずる 4-17 













5 クリーニング用紙の印刷面を下にして、矢印が奥になるように手差し卜 
レイにセツトします。 




6 [オンライン]を巧しまず。 



用紙びゆっくりと送5れて、定着□ーラの清掃を開始しまず。 


扬メモ I •ク U- ニングの実行には、約日日秒かかりまず。 

. ク U —ニングは中止することびできません。完了するまでお待ちください。 


•上記の操作をしてち印刷した用紙の表面や裏面に黒点状の巧れび付着するよラな場合は、 
ク U —ニングを再度行ってください。その際、上記手順4で出力したク U —ニング用紙 
を使用せずに、 A4 サイズの白紙を手差しトレイにセットして、ク U- ニングを実行して 
<ださい。 


4-18 定着□ーラを清掃ずる 

















2 [◄]、[►IT r キユウシモード j を選択し、 [ OK ] を巧します。 



3 [◄]、 [►] で印字位置を確認したい給紙元を選択し、 [0 K ] を巧します。 

両面印刷の印字位置を調整する場合は任意の給紙元を運おします。 



EP 字位置を調整する 


特定の給紙元からの印字位置びずれている場合に操作パネルから印字位置を調整すること 
がでさます。 


d 


印字位置を調整した結果、印字データび有効印字領域をはみ出る場合は、その部分び欠け 
て印字されます。 


扬メモ]両面印刷時の2面目の画像の向きは、印刷する用紙の向をや「とじち向」の設定によつ 
て変わ0ますので、印字位置の調整をするとさは気を付けてください。 


E 口字位置の確認 


印字位置プ U ントを印刷し、調整するち向と位置を確認します。 

唯関 両面印刷の印字位置を調整ずる場合は、あ6かじめ r 両面印刷」 （-UPS 機能ガイド m 
3章な通セットアップメニューの設定項目」）を「スル」に設定しておさます。 


〇 


[給紙還択]を巧します。 


是顚る網 


曰常のメンテナンス 


印字位置を調碧ずる 4-19 























4 [オンライン]を巧します。 



〇 

5 

プリンタびオンラインげ態になっていることを確認しまず。 

オンライン状態になっていない場含、[オンライン]を押します。 


6 

[ユーティリティ]を巧しまず。 


ユ-テイリテイ 


ステ-タスフ°リント 



7 [◄]、[►]で「インジイチプリント J を選択し、 [0K] を巧しまず。 



(約1秒間） 


技下のよラな印字位置プリントが印刷されます。排紙された用紙の先端が、印字位置プリ 
ントの上端になります。 

上 U 而 -I-1 



搬送方向 


4-20 印字位置を調整ずる 







































































※用紙の佩か 5 それぞれ日 mm 

に選がし、政下の印字位置プ U ントが印刷された 


ここでは例として、給紙元をカセット 
場合の設定を行います。 

この場合、上ち向に-已.日 mm の印字位置の調整を行います。 

上端 



搬送方向 


a 


「タテイチホセイ （U ヨウ方ン)」、「ヨコイチホセイ（リヨウメン)」は、両面印刷時の] 
ページ目の印字位置を設定します。両面印刷時の2ページ目はそれぞれの給紙元の設定 
にしたびいます。 


メモ 1 印字位置び調整でさる範囲は、+已.日 mm 〜 -5.0mm です。 


〇 


[オンライン]を巧しまず。 

オンラインランプび消巧し、操作パネルで設定できる状態になります。 


なに印刷結果を見て、「印字位置の調整」（^次項目）で、調整する方向と位置を設定し 
ます。 


印字位置の調碧 


印字位置プ1」ントの印刷結果を見て、調整するち向と位置を設定します。 
印刷された用紙に印字された"田"は L ソ下の数値で巧成されています。 

1 0 mm 


曰常のメンテナンス 


Tull 



印字位置を調碧ずる 4-21 























































2 [セットアップ]を巧しまず。 



3 [◄]、 [► IT じーザメンテナンス」を選択し、 l ； OK ] を巧します。 



ユーザメンテナンスグループの設定項目が表示されまず。 

4 [◄]、[►]で「インジイチチョウセイ」を選択し、 [0 K ] を巧します。 

I インシ''イチチョウセイー 
I タテイチホセイ（トレイ） 

印字調整の設定項目び表示されまず。 

5 [◄]. [►] で印字位置を調壁する給紙元と方向を選択し、に口を巧 
しまず。 



6 [◄]、[►]で目的の数値を設定し、 [0 K ] を巧します。 

印字位置プ U ントの印刷結果を見て、調整する数値を選択します。 

[►] を巧すたびに設定値び増え、[ィ]を巧ずたびに設定値び減ります。また、 [►] あ 
るいは[イ]か5指を離さずに巧し続けていると、加減速度びまくなります。 



設定値の左に「=」が表示され、印字位置が設定されます。 


欄 US 是^是闕是綱 


3曰常のメンテナンス 


4-22 印字位置を調整ずる 





























o 


a 


蜡。] 


[オンライン]を巧します。 



8 [オンライン]を巧して、オンライン：|犬態にします。 

9 [ユーティリテイ]を巧します。 


ユ-テイリテイ 


ステ-タスフ’リント 


10 [◄]、 [► IT 「インジイチプリント J を選択し、 [0 K ] を巧します。 


イング'イチ: r リント 


シ''ッ]ウチュウ 


(約1砂‘間） 


イング'イチ尸リント 


設定変更された印字位置び印刷されまず。印刷結果を見て、印字位置の確認をしまず。 
さらに印字位置の調整を行5場合は、手順1〜10を繰り返しまず。 


曰常のメンテナンス 


印字位置を調碧ずる 4-23 


















プ u ンタのか部を清掃する 


本プリンタの最良の印字品質を保つために、定期的に本体外部や通気口を清掃して<ださ 
い。本プリンタの清掃は、故障や感電事故を避けるため、次の点に気を付けて清掃を行って 
<ださい。 


^警告•清掃のときは、電源をオフにし、電源プラグを抜いてください。火災や感電の原因になり 
ます。 

. アルコールやベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。弓 I 火性溶剤 
が製品内部の電気部品などに接軸すると、火災や感電の原因になります。 


重要 


.本体のプラスチックび変質した0、ひびび入ることがありますので、絶対に水または水で 
薄めた中性洗剤がのク U —ニング溶液を使用しないで < ださい。 

-中性洗剤は必ず水で薄めてご使用ください。 

•本プリンクには、ま油の必要はありません。絶対にま油しないでください。 


1 プリンタとコンピユータの電源をオフにし①、 US 己ケーブルを巧き ②、 
電源プラグを電源コンセントか日巧いて ③、 アース線を専用のアース線 
端子か日取りがします ④。 



4-24 プリンタの外部を這掃ずる 








































2 水または水で薄めた中性洗剤を含ませた柔らかい巧をかたく殺り、巧れ 
をふき取ります。 

中性洗剤を使用したとさは、必ずあとか5水を含ませに柔5かい巧で洗剤をふさ取って< 
ださい。 



3 巧れが落ちた5、乾いた柔日かい巧で水分をふき取ります。 


4 完全に乾いた5、アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源 
コンセントへ接続し、 US 己ケーブルを接続します。 


曰常のメンテナンス 


プリンタの外部を清掃ずる 4-25 











プリンタを移動する 


><ンテナンスや移転などで本プリンタを移動ずるときは、必ずじ(下の手順にしたがって移動 
させて < ださい。 


重要 


必ず前カバーやサブ排紙トレイなどび閉まっていることを確認してか日持ち運んでくだ 
さし、。 


メモ]設置場所については、設置ガイド r 第1章設置する前に」を参照してください。 


1 プリンタとコンピユータの電源をオフにし①、 USB ケーブルを巧き③、 
電源プラグを電源コンセントか日抜いて③、アース線を専巧のアース線 
端子から取りがします④。 



^警告 プ U ンタ本体を移動させる場合は、ぶ、ずプ IJ ンタとコンピュータの電源をオフにし、電源 

プラグを巧を、インタフェースケーブルを取りかしてください。そのまま移動すると、電 
源コードやインタフェースケーブルが傷つき、火がや感電の原因になりまず。 


重要 


電源コードをがした際は、アース線にキャップをして保管してくださし、。 


4-26 プリンタを移動ずる 












































2 ずべてのインタ フエー スケーブルや電源コードを取りがします。 



曰常のメンテナンス 



プリンタを移動ずる 4-27 









4 プリンタ本体を設置場所か日移動します。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に、プ U ンタ前面か5手を掛け、両手でしっかり持つ 
て < ださし、。 



^注意. 本プリンタは、給紙カセツトを取り付けていない状態で約 16.2 k 旨あります。腰などを痛 
めないように注意して持ち運んでください。 


4-28 プリンタを移動ずる 





































•絶対に本体前面や背面など、運搬用取っ手扮外の部分を持たないでください。落としてけ 
がの原因になることがあります。 


•必ずプリンタ前面か5持って、持ち運んでください。背面か！5持つとバランスを雨して、 
プリンタが落下し、けがの原因になることがあります。 



•給紙カセツトを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給祇カセツトび落下し、けが 
の原因になることがありまず。 



プリンタを移動ずる 4-29 





























ペーノ フイーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーノ くーフイーダが落下 
し、けがの原因になることがあります。 



@ メモ！ オプションのペーパーフィーダび取り付け5れていたときは、プ U ンタを移動場所に運ぶ 
前にペーパーフィーダを移動場所に設置します。取り付けかたについては、設置ガイド 
「第3章オプション品の取り付け」を参照してください。 


(3 


5 移動場所にゆっくりとおろします。 

、注意 プ IJ ンタはゆっくりと慎重におろしてください。手などを巧むと、けがの原因になること 
があ0ます。 

BBa 設置場所には、オプション品の取り付けやケーブルの接続などを行ラためのスペースを確 
保しておいてください。 


6 給紙カセットをプリンタにセットしまず。 

給紙カセット前面び、プリンタの前面と揃うまで、しっかりと奧まで巧し込みます。 


カセット I 



カセット2 



L ミち意 給紙カセツトをセツトするときは、指を挟まないように注意してください。 


曰當のメンテナンス 
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7 USB ケーブル L ソ外のインタフエースケーブルや電源〕ードを接続します。 


8 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

9 USB ケーブルを接続します。 


参プリンタを輪 i 送するとさは 

移転、引越しなどでプ U ンタを輸送するときは、輸送中の破損や故障を避ける 
ため、トナーカート U ッジを取り外し、購入時に入っていたパッケージ（箱） 
や捆包材を使ってしっかりと捆包してください。 

本プ U ンタび入っていたパッケージや捆包材びないときは、適した大きさの段 
ボールに、適当な捆包巧を入れてしっかりと捆包してください。 
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プリンタの取り巧いについて 


本プ1」ンタは、いろいろな電子部品や精密な光学部品をを<使用しています。し U 下の内容を 
よくお読みいただき、気を付けて取り扱ってください。 


重要 


•本プリンタの取り扱いについては、「安全にお使いいただくために」（一 P . xii ) をお読みく 
ださい。 

. プ U ンタやトレイ、カバーなどの上に重いものを置かないでください。プ U ンタび破損す 
る原因にな0ます。 



•前カバーは、必要!; LL の時間開けたままにしないでください。直射日光や強い光び当たる 
と、印刷の品質が低下する原因になります。 

-印刷中に振動を与えないでください。印刷の品質び低下することびあります。 



•印刷中は、絶対にプ U ンタのカバーを開けないで<ださい。故障の原因になります。 

•前カバーやサブ排紙トレイなどは、ていねいに開閉してください。プリンタ破損の原因に 
なります。 
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•本プリンタにホコリ除けのカバーをかけるときは、電源スイッチをオフにして、本体の温 
度び十分に下びってか5行ってくださし、。 

•長期間使用しないとさは、電源コードのプラグを電源コンセントから抜いてください。 
•化学薬品を使用している場所では、使用-保管しないでください。 

•プ U ンタの使巧中や使用直後は、排紙トレイ周辺やヴブ排紙トレイ周辺び高温になりま 
す。用紙を取り除くときや、紙づまりの処理をするときは、排紙トレイ周辺やサブ排紙卜 
レイ周辺に触れないよラに気を付けてください。 
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CHAPTER 


この章では、紙づまりび起こったときやエラーメッセージが表示されたときの対処のしかた 
について説明していまず。 
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ステータスプリント . 已-日1 
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トラブル解巧マップ 



いい是 


いいえ 


はい 


動作モードが合っていない 

一第2章 r 動作モードについて」 （P.2-30) 


用紙設定が含っていない 

^プリンタドラィバのへルプ 


フォントが置き換わつている 

ープ1」ンタドライバのヘルプ 


アプリケーションソフトの印刷設定が合つていない 

ーアプ U ケーシヨンソフトの取扱説明書 


印字位置がずれている 

^第4章「印字位置を調整する」 (P.4-19) 


メモリ不足のため、処理が変更されている 

一第已章「メッセージー覧」 （P. 己- 22) 


本プリンタで使用できない用紙を使っている 

一第3章「巧紙について」 （P.3-2) 


トナーの寿命び近づいてきている 

一第4章「トナーカート U ツジを交換する」 （P.4 -到 


その他のトラブル 

一第已章レ(ッセージー覧」 (P.5-22) 
一第日章「サービスコール表示」 （P. 已 -37) 
一第已章 r 正しい印刷結果び得られないときには」 (P.5-39) 


、 

ま 


、 

ま 


\户、/ 


困ミとさには 
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トラブル解決マップ 


































'NetSpot Job Monitor \ いいえ 
をたはプリントモニタに、 
メッセージび表巧 
をれている 


はい 


はい 


"ストタスを胁导\ 
でをませんでした"が 
されていも 


いいえ 



出力巧に本プ U ンタび還択されていない 1 


プリンタの電源び入っていない 1 

一第2章「電源のオン、オス ( P .2-6) 1 


プリンタがオフラインになっている 1 

一第2章「オンラインとオフライン」 （ P .2- ll)l 


ケーブルが正しく接続されていない 1 

一設置ガイド 1 


"ヨウシガアリマセン"が表示されている 

一第3章「給祇カセットから印刷する」 ( P .3-21) 

一第3章 r 手差しトレイから印刷する」 ( P .3-37) 


"ヨウシガツマリマシタ"が表示されている 1 

一第已章 r 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除ま）」 （ P . 己- 4)1 


"トナーカク ニン" が表示されている 1 

一第4章「トナーカート U ッジを交換する」 ( P .4-2) 1 


サービスコー ルが表示されている 1 

一第己章「サービスコール表示」 ( P .5-37) 1 


その他のエラーメッセージが表示されている 1 

一第已章「メッセージー覧」 ( P .5-22) 1 


前のジョブが残っていて印刷できない 1 

一第2章「印刷を中止したいときは」 （ P .2-33) 1 


印刷データを処遇中でず 
しば S < お待ち<ださい 



トラブル解巧マップ 
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紙づまりが起こつたとをには（紙ヴまりの除去) 


印刷中に、何らかの理由で紙づまりが起こると、ピーといラ警告音が鳴り、ディスプレイに 
「13ヨウシガツマリマシタ」という>(ッセージが表示されます。紙づまりが起こったと 
きは、次の手順でつまった用祇を取り除き、印刷を再開します。手順通り用紙を取り除いて 
も紙づまりの><ッセージが消えないときは、まだ用紙の断片などが内部に残っている可能性 
がありまず。再度プ I 」ンタの各部を点検し、つまっている用祇を完全に取り除いて<ださい。 

A 警告製品内部には、高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検ずるときは、 
ネックレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に軸れないように点検してください。 
やけどや感電の原因になります。 

A}±m -プリンタ使用中は定着器周辺が高温になっています。紙づま〇の処理をずるとさは、定着 
器が完全に;ちえてか！5作業を行って<ださい。定着器が高温のまま触れると、やけどの原 
因になることがあります。 

•祇づまりの処理をずるときは、トナーで巧服や手を巧さないように注意してください。巧 
服や手がちれた場合は、直ちに水で洗い流してください、温水で洗ラとトナーが定着し、 
ミちれがとれなくなることがあります。 

•紙づまりで用紙を製品内部か5取り除くときは、紙づまりしている用紙の上にのっている 
トナーが飛び散5ないよラに、 T 寧に取り除いてください。トナーび目や□などに入るこ 
とがあります。トナーげ目や口に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してく 
ださい。 

•祇づまりを取り除くときは、用紙の端で手を切ったりしないように、注意して扱ってくだ 
さい。 

-祇づまりの処理がずベて終了した！5、排紙部にある□ーラには巧服や手などを近づけない 
でください。印刷中でなくても□ーラが急に回転し、巧服や手などが巻き込まれて、けが 
の原因になることがありまず。 


重要 


さい。電源をオフにすると、印刷中のデータび消去されてしまいます。 

•無理に取り除くと、巧紙が破れたり、内部の装置を傷めることがあ0ます。巧紙を取り除 
くとさは、位置ごとに正しい方向へ引さ出してください。 

-巧紙び破れているとさは、残りの紙片ち探して取り除いてください。 

-前カバーを開けずにつまった用紙を取り除いた場含は、エラーメッセージび消えないこと 
びあります。このような場合は、前カバーを一度開閉してください。 
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紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 





•図の位置にある高圧接点部 （ A ) や電気接点部（巨）には、絶対に触れないでください。 
プリンタ故障の原因になることびあります。 



紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 
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-プ u ンタの使用中や使用直後は、排紙トレイ周辺やヴブ排紙トレイ周辺び高温になりま 
す。用紙を取り除くとをや、紙づまりの処理をするときは、排紙トレイ周辺やサブ排紙卜 
レイ周辺に触れないよラに気を付けてください。 
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紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 






















紙づまりの位置 


ディスプレイに表示されている><ッセージは、祇づまりが起さた場所をおしております。 


排紙トレイ 



紙づまり位置 

ディスプレイメッセージ 

① 

両面搬送部 

1」ヨウメンユニットエ U ア 

② 

排紙トレイ、サブ排紙トレイ 

八ィシエ U ァ 

③ 

前カバー内部 

マエカバーエ U ァ 

④ 

手差しトレイ 

テヴシトレイエリア 

⑥ 

カセット] 

カセット1エ U ア 

⑧ 

カセット2 (ペーノ フイーダ装着時のみ） 

カセット2エ1」ア 
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困つたとをには 





























紙づまりの除去手順 


次の手順にしたがって、つまっている用紙を取り除さます。 


1 ディスプレイに表示されているメッセージをずベて確認しまず。 

方ッセージび1つずつ順に表示されますので、すべてを確認してください。 

方ッセージはカバーを開けると表示されなくなりますので、必要に応じてメモに書きとめ 
ておいて < ださし、。 


13 3ウシカ''、バリの夕 


71力 A '’- I リア 


2 手差しトレイを使用している場合で、手差しトレイ内に用紙が見える場 
合は、そのまま用紙を引っぱって、つまっている用紙を取り除きます。 



紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 
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困つたとをには 

















3 手差しトレイを閉めます。 



困コたきには 



紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 
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4 前カバーを開けます。 

前カバー上面にあるレバーを巧しなび5、ゆつく 0と開けます。 



5 トナーカートリツジをプリンタか日取り出します。 



琢メモ1 トナーカート U ツジの取り扱いについては、「トナーカート1」ツジの取0扱いのごま意」 

(一 P .4-12) を参照してください。 


5-10 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 






















6 トナーカートリツジを保護袋に入れます。 



7 搬送ガイドを持ち上げ、手前に倒します。 

搬ちガイドは緑色の取っ手を持って持ち上げ、手前に倒します。 



A ま意 搬送ガイドか5手を離さないでください。搬送ガイドび勢いよく元の位置に戻り、けがの 
原因になることげあります。 
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8 つまっている用紙をち印の方向に引っぱって取り除きます。 

定着していないトナーをこぼさないようにゆっく D と取 D 除いてください。 



重要 


つまった用紙び簡単に取り除けない場合は、無理に引っぱらずに次の手順に進んでくださ 
い。 


9 搬送ガイドをゆっくりと元の位置に戻します。 



A ミ主意元の位置に戻るまで搬送ガイドから手を離さないで<ださい。搬送ガイドび勢いよ<元の 
位置に戻り、けがの原因になることがありまず。 


5-12 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 











fO が紙トレイをチェックし、用紙がつまっていた日、取り除きます。 


重要 


嫁メモ 1 

11 



つまった用紙が簡単に取り除けない場をは、無理に引っぱらずに次の手順に進んでくださ 
い。 

取り除いた用紙に定着していないトナーび付着している場合、次に印刷する用紙にトナー 
の巧れび付くことびあります。 


ヴブ排紙トレイを開けまず。 

ヴブ排紙トレイは図のように完全に開けてください。 
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12 サブが紙トレイ内の緑色のダイヤルを矢印の方向に回し、つまっている 
用紙を送り出します。 




13 サブが紙トレイを閉めます。 



困ミとさには 


5-14 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 



























































14 前カバーを閉めます。 

前カバーはカチッと音びずるまで、ゆっくりと完全に閉めます。 



15 給紙カセツトを引さ出します。 



ペーパーフイーダび装着されている場をは、ペーパーフイーダの給紙カセツトわ引き出し 
ます。 
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16 用紙をゆっくりと強く巧し下げ、つまっている用紙を取り除きまず。 

プ U ンタ本体の場含 




自動両面印刷を巧っていない場合は、手順20に進んでください。 


5-16 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 























tmmm プ u ンタ本体とぺーパーフイーダの給紙□-ラ （A) には、絶対に触れないでください。 
故障や動作不良の原因にな0ます。 



17 両面搬送ガイドを開けます。 

図のよ5に緑色の□ック解除スイッチ （A) を巧します。 


困つたとをには 
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18 つまっている用紙をち印の方向に引っぱって取り除きます。 



19 両面搬送ガイドを閉めます。 


両面搬送ガイドは左ちをしっかり閉めます。 



重要 


必ず両面搬送ガイドび完全に閉まっているかどラかを確認してください。両面搬送ガイド 
び完全に閉まっていないと、正しく送られなかったり、紙づまりの原因になります。 


5-18 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 













































20 給紙カセツトをプリンタにセツトしまず。 

給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃ラまで、しっかりと輿まで巧し込みます。 



ぺーパーフイーダび装着されている場合は、ぺーパーフィーダの給紙カセツトちセットし 
ます。 
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2 i 前カバーを開けます。 

前カバー上面にあるレバーを巧しなび5、ゆつく0と開けます。 



22 トナーカートリツジを保護袋か日取り出します。 



5-20 紙づまりが起こったときには（紙づまりの除去) 













23 トナーカートリツジ左ちの （ A ) を本体内部のトナーカートリツジガイド 
に合わせて、奥に当たるまで巧し&みまず。 



24 前 カバーを 閉めまず。 

前カバーはカチッと音びするまで、ゆっくりと完全に閉めます。 
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メッセージー覽 


プ U ンタの使用中に、何らかの理由で印刷び不可能な状態（エラー状態）になると、ブヴー 
び鳴り、メッセージランプび点巧してディスプレイにトラブル内容を示すエラーメッセージ 
を表示します。また、印刷に支障はないび何らかの処置び必要な状態（警告状態）になる 
と、ディスプレイに警告メッセージを表示します。 

これらのメッセージび表示されたときは、メッセージに応じてなのよラな処置を行ってくだ 
さい。 

•複数の警告状態び同時に発をしているとさは、警告;><ッセージを交互に表示します。 

-エラー状態と警告状態び同時に発生しているとをは、警告メッセージは表示されません。 

•(警告^ッセージ）の付いているメッセージは、メッセージび表示されている場合（警告 
状態び発生している場合）でも、プ U ンタは停止しません。 

•< 自動エラースキップ巧>のマークが付いているメッセージは、[オンライン]を押すと 
エラーを回避（エラースキップ）して印刷を継続でをますび、印刷データび欠落したり、 
正しく印刷されなかったりしまず。処理を中止したいときは、ソフトリセットの操作を巧 
し、、原因を取り除いてから、[オンライン]を巧して再度印刷しなおしてください。また、 
このマークび付いているメッセージは、共通セットアップメニューの「自動エラースキッ 
プ」を「スル」に設定すると自動的にエラースキップさせることちでさます。 


E nnn-nnnn (n は数き) 


原因 プ I 」ンタの内部機構にトラブルが発生した 


処置 「ヴービス〕ール表示」 （一 P . 已 -37) の指示にしたがって、処置してください。 


02レイキヤクチユウ 


原因り 連続印刷（特に幅の狭い用紙）によって定着器の温度び一定の温度を超えた 


処置 そのまましばらくお待ちください。プリンタび自動的に定着器の;令却を行います。 
冷ま P び終了すると印刷を再開しまず。 


原因21 幅の狭い用紙から幅の広い用紙へ切り替えて印刷した場合、印字品質を保つため、 
定着器の;令ま P を行っている 

処置 そのまましばらくお待ちください。プリンタび自動的にを着器の;令却を行います。 

印刷中に表示された場合は、を却び終わると印刷を再開します。印刷終了後に表 
示された場合は、定着器の;令却び終わると、表示び消えて機械の駆動び止まり、印 
刷可能状態になります。 


困ミとさには 
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OF オプションカクニン 


原因 ll オプションのペーパーフィーダび正しく取り付けられていない 

処置 電源をいったんオフにし、ペーパーフィーダを正しく取り付けてから電源をオン 
にしなおしてください。設置ガイド「第3章オプション品の取り付け」） 


原因 2] 本プ U ンタの電源びオンになっているとさに、オプションのペーパーフィーダび 
脱着された 

処置 電源をいったんオフにし、ペーパーフィーダを脱着してから電源をオンにしなお 
してください。 （一 設置ガイド「第3章オプション品の取り付け」） 


原因 3] オプシヨンのぺーノくーフイーダ接続部の接觸不良び起をている 

処置 電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから抜いて、お買い求めの販売店 
に修理をご依頼ください。 


原因 4] 本プ U ンタ用ではないペーパーフィーダび取り付けられた 

処置 電源をいったんオフにし、本プ U ンタ用のペーパーフィーダを取り付けてから電 
源をオンにしなおしてください。 （一 設置ガイド「第3章オプション品の取り付 
け」） 


11 XXX ヨウシガアリマセン（ XXX は用紙サイズ略号) 


原因]給紙元にアプ1」ケーシヨンソフトから指定したサイズの用紙びセットされていな 
い（給紙モードび「ジドウ」のとをはずべての給紙元、固定のとをは設をされて 
いる給紙元） 

処置1 用紙を？甫給またはセットしてください。 

処置2 [給紙選択]を押して、同じ用紙サイズまたは大きい用紙サイズの他の給紙元を選 
択してください。（一給紙元を選択する： P .3-10) 


12 カバー ガアイテイ マス 


原因 前カバーび開いている 


処置 前カバーをしっかりと閉めます。オンライン状態になっていないときは、[オンラ 
イン]を押してください。 


困つたとをには 
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13 ヨウシガツマリマシタ 


原因 内部で紙づまりを起こしている 


処置 紙づまりを除去し、給紙カセットやカバーを元に戻してください。オンライン状 
態になっていないときは、[オンライン]を押してください。 （一 紙づまりび起こっ 
たときには（紙づまりの除去）： P .5-4) 


重要 


-紙づまりが複数の場所で同時に起こった場合、ディスプレイに紙づまりの位置を交互に表 
术します。 

-どの力 J (一ち開けずに紙づま〇を取り除いた場合は、必ず前カバーを一度開閉してから、 
[オンライン]を巧してください。 


14 トナー S ソウチヤク 


原因 I トナーカート U ツジびセツトされていない、または正しくセツトされていない 

処置 トナーカート U ツジをセツトずる、または正しくセツトしてください。 （ー トナー 
力ー ト1」 ツジを交換す る： P .4-2) 


1己トナーヨウイ 


(警告メッセージ) 


原因 トナーカート U ツジの交換時期び近づいたとさ 


処置 みしの間はそのまま印刷を継続できますび、新しいトナーカート U ツジを準備し 
てください。大量に印刷するときや画像に白抜けび発生したときは、新しいトナー 
カート1」ツジに交換してください。前カバーを閉めたあと、オンライン状態になつ 
ていないとをは、[オンライン]を押してください。（ートナーカート U ツジを交 
換 する： p ,4-2) 


16 トナーカクニン 


原因 トナーカート U ツジの交換時期び近づいたとさ 


処置 [オンライン]を押します。少しの間はそのまま印刷を«続できますび、新しい卜 
ナーカート U ッジを準備してください。大量に印刷するときや画像に白巧けび発 
生したときは、新しいトナーカートリッジに交換してください。前カバーを閉め 
たあと、オンライン状態になっていないとさは、[オンライン]を巧してください。 
(ートナーカート U ッジを交換す る： P .4-2) 

メモ」 トナーカート IJ ツジをセットしてち、メッセージび消えるまで数秒間かかりまず。 
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18 キュウシェラー 


原因 1 手差しトレイや給紙カセットから給紙でさない用紙サイズまたは用紙タイプの用 
紙び指定されている 

処置1 給紙元を指定している場合は、[給紙選択]を押して、「給紙モード」を r ジドウ」 
に設定してください。 

処置 2 [給紙選択]を押して、指定した用紙サイズ/用紙タイプびセット可能な給紙元を 
還択し、用紙をセットしてください。 

処置3 セットアップメニューの給紙グループの「デフォルト用紙サイズ」と「デフォル 
卜用紙タイプ」の設定を給紙元にセット可能な用紙に変更してください。 

処置4 [オンライン]を押し、現在選択されている給紙元から印刷します。ただし、印字 
品質び低下することびあります。 


1 G トナーカクニン （警告メッセージ) 


原因]トナーカート U ッジび寿命に到達した、または一度寿命に到達した使用済みの卜 
ナーカート1」ッジびセットされている可能性びある 

処置1 トナーカート U ッジに問題びないか確認してください。 

処置 2処置1を行ってもメッセージび表示され、印字品質に問題びある場合は、トナー 
カート U ッジを取り出し、新しいトナーカート U ッジと交換することをおすすめ 
します。（ートナーカートリツジを交換する： P .4-2) 


1 H トナーセツゾクカクニン （警告メッセージ) 


原因 トナーカート U ツジび正しく取り付けられてし佩い可能性びある 


処置1 トナーカート U ッジを取り出し、正しくセットしなおしてください。 

処置 2処置1を行ってをメッセージび表示され、印字品質に問題びある場合は、トナー 
カート U ッジを取り出し、新しいトナーカート U ッジと交換することをおすすめ 
します。 （ー トナーカート U ツジを交換する： P .4-2) 
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23 ダウン□-ドメモリフル 


<自動エラースキップ可> 


原因 オーバレイフォームや外字などを登録するメモ1」び不足してオーバーフ□一した 


処置1 [オンライン]を巧し、印刷を継続します。ただし、才ーバーフ□-したデータは 
登録されません。 

処置2 U セツトメニユーでソフト U セツトしたあと、次のような方法で RAM の空き容 
量を増加し、データを登録しなおして印刷します。 

•八ードリセツトをずるか、プ U ンタの電源を入れなおす（メモ U 内のデータはす 
ベて消去されますので気を付けてください)。 

•オプシヨンのあ張 RAM を取り付ける。 （一 設置ガイド r 第3章オプシヨン品の取 
り付け」） 


吕6システムメモリフル 


<自動エラースキップ可> 


原因]システムのデータ処理（主に図お処理や文字処理）時に、処理に必要なワークメ 
モ1」び不足した 

処置1 [オンライン]を巧し、印刷を継続しまず。ただし、エラーび発生したデータは正 
しぐ印刷されません。 

処置2 U セツトメニユーでソフト U セツトしたあと、次のような方法で RAM の空き容 
量を増加します。 

•八ードリセツトするか、プ U ンタの電源を入れなおす（メモ U 内のデータはすべ 
て消去されますので気を付けてください)。 

•オプシヨンのお張 RAM を取り付ける。（一設置ガイド r 第3章オプシヨン品の取 
り付け」） 


27ジョブカイシエラー _ <自動エラースキップ巧> 

原因 I 指定したエ 5 ュレーションび存在しない 

処置1 [オンライン]を押し、次の印刷を継続しまず。ただし、エラーび発生したデータ 
は印刷されません。 

処置2 本プ U ンタに内蔵のエミュレーションを指定します。 

処置3 オプションのコントロール ROM を取り付けてエミュレーションを追加します。 
H 設置ガイド「第3章オプシヨン品の取り付け」） 
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30 メモリフル 


<自動エラースキップ可> 


原因り システムのデータ処理で、ワークメモ U び不足した 

処置 [オンライン]を押し、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したページは正 
しく印刷されないことびあります。 


原因 21 (電源のオン時に本エラーび発生した場合）メモ1」の構成び変更された（拡張 RAM 
び取りがされた）ために NVRAM に設定されているメモリの容量を確なでさな 
かつた 

処置1 [オンライン]を巧し、印刷を継続します。ただし、メモ U 構成の変更により正し 
<印刷されないことびあります。 


重要 


「30 メモリフル」び発をした時点で、 NVRAM のメモ I 」の構巧び確保可能な値に書 
さ換え5れまず。 


処置2 電源をオフにした後、メモ U の構成を変更前の構成に戻して（取り外した RAM 
を取り付けて）印刷しなおします。（一設置ガイド「第3章オプション品の取り 
付け」） 


処置3 セットアップメニューのインタフェースグループで「あ張受信バッファ」を「ツ 
カワナイ」に設定し、印刷しなおします。（一 UPS 機能ガイド r 第3章な通セッ 
トアップメニューの設定項目」） 


32リヨウメンインサツエラー <自動エラースキップ可> 


原因 J 自動両面印刷でさない用紙サイズ（向きを含む）または用紙タイプの両面データ 
を受1己した 

処置1 [オンライン]を巧し、印刷を継続します。ただし、両面のデータを片面ずつ2 
ページに分けて印刷しまず。 

処置2 U セツトメ ニューで ソフト U セツトしたあと、自動両面印刷可能な用紙サイズあ 
るいは用紙タイプに変更して、印刷しなおします。 
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33 ワークメモリフル 


<自動エラースキップ可> 


底 因 1 さ動作モード専用のワークメモ U び確保でをない 

処置 1[オンライン]を巧し、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したデータは正 
しく印刷されません。 


重要 


[オンライン]を巧して印刷を継続ずる場合、登録巧みのオーバレイやマクロなどのデー 
夕び削除されることびあ0ますので、気を付けてください。 


処置 2 U セツトメニユーでソフト U セツトしたあと、次のような方法で RAM の空き容 
量を増加し、印刷しなおします。 

•八ードリセツトをするか、プリンタの電源を入れなおす（プ U ンタび受信したメ 
モ U 内のデータは、すべて消まされますので気を付けてください)。 

- LIPS LX プ U ンタドライバをご使用の場合は、オプションのお張 RAM を取り付 
ける。ただし、化張 RAM を取り付けてを問題び解ミ夫しない場合びあります。 


35 トウ□クテーブルフル 


<自動エラースキップ可> 


原因 I 1 つのジョブの中にあるドキュメント数び 1 日を超えた 

処置 [オンライン]を押し、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したジョブは印 
刷されません。 


38ガシツテイカ 


<自動エラースキップ可> 


原因 データび複雑すざて処理でさない 


処置 1[オンライン]を押し、印刷を継続します。ただし、画質を落として印刷します。 

処置2 U セットメニューでソフト U セットしたあと、セットアップメニューの印字調整 
グループで「階調処理」を「ヒョウジュン」に設定し、印刷しなおします。（一 UPS 
機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

処置 3 画質を下げずに印刷したいときは、オプションの化張 RAM を取り付けて印刷し 
なおします。設置ガイド「第3章オプション品の取り付け」） 
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39 スプールメモリフル <自動エラースキップ可> 


原因 スプールメモ U び不足したため、印刷でさない 


処置1 [オンライン]を押し、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したページは印 
刷されません。 

処置2 U セットメニューでソフト U セットしたあと、用紙サイズをルさく設定して、印 
刷しなおします。 

処置3 U セットメニューでソフト U セットしたあと、セットアップメニューの印字調整 
グループで「階調処勘を r ヒョウジュン」に設定し、印刷しなおします。（一 UPS 
機能ガイド r 第3章巧通セットアップメニューの設定項目」） 

処置4 セットアップメニューの給紙グループで「両面印刷」び「スル」に設定してある 
場合は「シナイ」に設定し、印刷しなおします。 （一 UPS 機能ガイド「第3章共 
通セットアップメニューの設定項目」） 

処置已 セットアップメニューの印字調整グループで「中間調選択」の設定を変更して印 
刷しなおします。 （^LIPS 機能ガイド r 第3章共通セットアップメニューの設定 
項目」） 

処置色 オプションのお張 RAM を取り付けて印刷しなおします。 （一 設置ガイド「第3 
章オプション品の取り付け」） 


41ヨウシサイズカクニン <自動エラースキップ可> 


原因り実際に手差しトレイや給紙カセットにセットした用紙サイズと、パソコンまたは 
操作パネルから設定した r 手差しトレイ用紙サイズ」や「カセット]用紙サイズ」、 
「カセット2用紙サイズ」の設定び違っている 

処置 「手差しトレイ用紙サイズ」や「カセット1用紙サイズ」、「カセット2用紙サイ 
ズ」とセットした用紙のサイズを合わせ[オンライン]を巧してください。（一 UPS 
機能ガイド「第3章な通セツトアップメニューの設を項目」） 


原因 2] UPS LX プ U ンタドライバを使用して、「手差しトレイ用紙サイズ」、「カセット 
1用紙サイズ」、 r カセット 2 用紙サイスびロリー」のときに、長辺び21巳.日 mm 
(下の定形がの用紙を縦置さにセットして印刷した 

処置 横置きにセットして印刷しなおします。 


原因 3] LIPS LX プ U ンタドライバを使用せずに、定おかの用紙を横置さにセットして印 
刷した 

処置 縦置きにセットして印刷しなおします。 


困つたとをには 
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セットアップメニューのお張機能グループの「特殊モード J」 び「ツカワナイ」に 
設定されている。 

処置 「特殊モード J」 の設定を「ツカウ」に設定して再度印刷しなおしまず。（一 UPS 
機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

52 イメージモードエラー <自動 エラースキップ 可> 

原因 I イメージモードで印刷中に、対応していないお式のデータを受信した 

処置1 [オンライン]を押すと、印刷を継続します。ただし、正しく印刷されないことび 
ありまず。 

処置2 イメージデータ形式に対応したプ U ンタドライバで印刷しなおします。 

53セキュアプリントエラー <自動エラースキップ巧> 

慮 LBP341 〇用でないプリンタドライバからセキュアプ U ントの設定をしたデータ 
び送られてきた 

処置 [オンライン]を押して印刷をキャンセルします。 

53ホゾンエラー <自動エラースキップ可> 

原因 I LBP34] 〇用でないプリンタドライバから保存ジョブプ U ントの設定をしたデー 
夕び送られてさた 

処置 [オンライン]を押して印刷をキャンセルします。 

58ジョブメモリフル <自動エラースキップ可> 

原因 I ジョブを処理するための RAM の空さ容量び不足している 

処置1 一度に複数のジョブを処理していた場合は、[オンライン]を押して印刷をキャン 
セルしたあと、他のジョフび終了するのを待って印刷しなおします。 

処置2 ジョブの容量び大きい場合、ジョブを分割して印刷します。 
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59 ジョブジュシンエラー <自動エラースキップ可> 


原因 1 ジョブ受信中に稱析不可能なデータを受信したかタイムアウトび発生した 

処置1 [オンライン]を押して印刷をキャンセルしたあと、印刷しなおします。 

処置 2 ご使用のネットワークに問題び発生している可能性びあります。ご使用のネット 
ワークの状態をお認してください。 


96サブ八イシトレイカクニン/シメテクダサイ 


原因 自動両面印刷時にフェイスアップで排紙しようとした 


処置 サブ排紙トレイを閉めます。印刷び再開され、排紙トレイに排紙されます。 


9F トナーカクニン （警告メッセージ) 


原因 1 一度寿命に到達した使用済みのトナーカート U ッジびセットされている可能性び 
おる 

処置1 トナーカート U ッジに問題びないか確認してください。 

処置 2処置1を行ってもメッセージび表示され、印字品質に問題びある場合は、トナー 
カート U ッジを取り出し、新しいトナーカート U ッジと交換することをおすずめ 
します。 （ー トナーカート U ツジを交換する： P.4-2) 


A4 nn ERROR (nn は吕巧の英数字) 


原因 プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置 電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書さとめお買いホめの販 
売店にご連絡ください。 


A 己 nn ERROR (nn は吕巧の英数字) 


原因 プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置 電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書さとめお買いホめの販 
売店にご連絡ください。 


困つたとをには 


メッセージー覧 5-31 



























A 7 nn ERROR ( nn は吕衍の英数字) 


原因プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書きとめお買いホめの版 
売店にご連絡ください。 


DO nn ERROR ( nn は吕衍の英数字) 


原因プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書きとめお買いホめの版 
売店にご連絡ください。 


D 1 ブンカツメモリフル 


底因 1 分割印刷モード時に分割印而拥バッファび才ーバーフ□-した 

処置1 U セットメニユーでソフト U セットをしたあと、 HP-GL セットアップメニユーの 
r 分割印刷」を「シナイ」、「化大/縮ル」を「ジドウ」に設定し、出力用紙サイズ 
を指定して印刷しなおします。ただし、作図データはお大/縮ルされて印刷され 
ます。 （一 HP-GL ユーヴーズ ガイド） 

処置2 [オンライン]を巧して、印刷を継続します。ただし、オーバーフ□-したデータ 
は正しく印刷されません。 


D 1 リプ□ットバッファフル 


原因 U プ□ットバッファびオーバーフ□一した 


処置1 U セットメニューでソフト U セットをしたあと、 HP-GL の U プロットバッファに 
保存するデータ数を已420日バイトし U 内に設定し、印刷しなおします。（一 HP-GL 
ユー ヴーズガイド） 

処置2 [オンライン]を押して、印刷を継続します。ただし、オーバーフ□-したデータ 
は正しく印刷されません。 


困ミとさには 


5-32 メッセージー 覧 

























D 1 ポリゴンバッファフル 


原因ポ U ゴンバッファび才ーバーフ□-した 


処置1 U セットメニューでソフト U セットをしたあと、 HP-GL のポ U ゴンバッファにな 
存ずるデータ数を40882バイトけ内に設をし、印刷しなおします。 （^HP-GL 
ユー ヴーズガイド） 

処置2 [オンライン]を押して、印刷を継続します。ただし、 オーバー フローした データ 
は正しく印刷されません。 


D 8 レイアウトェラー 


原因 メモ U 不足によりページをレイアウトでをない 


処置1 LIPS LX ドライバの[グラフィックモード]の設定を「イメージモード」にして 
印刷しなおしてください。（一 UPS LX プリンタドライバのヘルプ） 

処置2 U セットメニューでソフト U セットをしたあと、空きメモリを増やずために八一 
ド U セットをするか、プリンタの電源を入れなおして印刷しなおします。（プリン 
夕び受信したメモ U 内のデータはずべて消まされまずので気を付けてください。） 

処置3 [オンライン]を巧して、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したページしソ 
降は印刷されません。 


08 パ’ー ジョン エラー 

I 原因 I LBP3410 用でないプ U ンタドライバから印刷した 
処置 L 目 P 3410用のプ U ンタドライバから印刷しなおしてください。 

D 8 シンタックス エラー 


原因 1 LIPS LX プ U ンタドライバを使用して印刷したときに、不正なデータび送られた 

処置 1 [オンライン]を押して、なの印刷を継続しまず。ただし、エラーび発生したぺ一 
ジし U 降は印刷されません。 

処置2 印刷するデータを確認して、印刷しなおしてください。 


困つたとをには 


メッセージー覧 5-33 



























D 8 nn ERROR ( nn は吕衍の英数字) 


原因プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書きとめお買いホめの版 
売店にご連絡ください。 


D 9 IMG データェラー 


原因] TIFF または JPEG データの中に、本プ1」ンタでは処理できないデータび含まれ 
ている 

処置本プ U ンタでは印刷できないデータです。[オンライン]を押して、印刷をキャン 
セルします。 


D 9 IMG サン ショウエラー 


原因 TIFF データの中に、本プリンタでは処理でさないデータび含まれている 


処置本プ U ンタでは印刷できないデータです。[オンライン]を押して、印刷をキャン 
セルします。 


D 9 nn ERROR ( nn は2巧の英数字) 


原因プ1」ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなった 


処置電源を入れなおしてください。電源を入れなおしてを再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書きとめお買いホめの版 
売店にご連絡ください。 


F 吕フォントミジッソウ <自動エラースキップ可> 


原因 I オーバレイフォームの作成に使用した登録フォントび、印刷時に消去されていた 

処置1[オンライン]を押すと、間引を描画で印刷を継続します。 

処置2 メモリに再度フォントを登録しなおすか、使用可能な登録フォントを使って 
フォームを作り、印刷しなおします。 


困ミとさには 


5-34 メッセージー覧 




























F 9- nn チェックプリンタ （ nn は吕巧の英数字) 


原因 印刷データ処理中にトラブルび発生した 


処置 電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても再度メッセージび表示され 
た場合は、ディスプレイに表示されているメッセージを書さとめお買い求めの販 
売店にご連絡ください。 


FF フオントフル 


<自動エラースキップ可> 


原因]登録するフォントの数び多すぎてフォントの情報を登録するための領域（フォン 
ト テーブル） び オーバー フローした 

処置1 [オンライン]を巧し、印刷を継続します。ただし、エラーび発生したページは正 
し < 印刷されません。 

処置2 UPS のコマンドをプログラミングして印刷したときは、不要な文字セツトを消去 
してから印刷しなおします。（ープ□グラマーズマニュアル「コマンド U ファレン 
ス4.2」） 


FM サイズェラー 


<自動エラースキップ可> 


原因 1 擬似スケーラブル可能な大きさを超えた文字びある 

処置 [オンライン]を押して、印刷を継続します。ただし、エラーび発生した文字は正 
しぐ印刷されません。 


FM ザヒヨウテンェラー 


<自動エラースキップ可> 


原因 1 擬似スケーラブ J レの輪郭座標点の点数び最大値を越えた文字びある 

処置 [オンライン]を巧して、印刷を継続します。ただし、エラーび発生した文字は正 
し < 印刷されません。 


メッセージー覧 5-35 
























PC XXX ヨウシニコウカン（ XXX は用紙サイズ略号) 


原因 1 アプ U ケーションソフトで設定したサイズの用紙び、プ U ンタの給紙カセットや 
手差しトレイにセットされていない、をしくは、違ラ用紙サイズの給紙元び選択 
されている 

処置1選択されている給紙カセットにアプリケーションソフト（またはあ大/縮ル）で 
設定したサイズの用紙をセットしてください。（一給紙カセットから印刷す る： 
P'3-21) 

処置2手差しトレイの場合は手差しトレイ用紙サイズをお認し、アプ U ケーションソフ 
卜（またはあ大/縮ル）で設定した用紙サイズと合っていない場合は正しく設定 
してください。手差しトレイから印刷する： P.3-37) 

処置 3 [給紙選択]で、サイズの合った用紙びセットされている給紙カセットを逞択して 
ください。（一給紙元を逞択する： P.3-10) 

処置 4 [オンライン]を押し、セットされている用紙に強制的に印刷してください。手差 
しトレイの場合、手差しトレイ用紙サイズの設定び自動的にアプ U ケーションソ 
フトの設定に切り替わります。 


重要 


「PC XXX ヨウシニコウカン」の y ッセージび表示されているときに前カバーを開け 
ると、メッセージの表示が消えることがありますび、必ず表示されていたメッセージにし 
たびって用紙を交換してください。 


5-36 メッセージー 覧 












サー ビス コール 表巧 


プ U ンタに何らかの異常び起こり、正常に動かなくなったときは、次のようなヴービスコー 
ルび表示されます。 


メッセージ 

原因 

処置 

1 Ennn-nnnn | 

(n は英数字） 

プリンタ内部機構にトラ 
ブルび発生した。 

次の手順にしたびって、電源を入れなおしてくだ 
さい。数回電源を入れなおしてち; <ッ セージび消 
えない場合は、お買い求奴の販売店にご連絡くだ 
さい。 

[ EOOl-nnnn | 

プリンタの定着器にトラ 
ブルび発生した。 

次の手順2 降にしたびって、お買い求めの販売 
店にご連絡ください。 

[ E 日 03 -rmnn | 

(n は英数字） 

[ F 日- nn チ I ックフ。り：/夕 1 

(n は英数字） 

印刷データ処理中にトラ 
ブルび発生した。 

次の手順にしたびって、電源を入れなおしてくだ 
さい。 


1 電源をいったんオフにし、10秒 ULh 待ってか日電源をオンにしなおして 
<ださい。 



メッセージが表をされない場合は、そのままご使用になれます。再度メッセージが表をさ 
れた場合は、次の手順に進んでください。 


困つたとをには 


ヴー ビス コール 表示 5-37 






























2 ディスプレイに表示されている英数字とメッセージを書きとめます。 


3 プリンタとコンピユータの電源をオフにし①、 US 己ケーブルを巧き②、 
電源プラグを電源コンセントか日巧いて③、アース線を専用のアース線 
端子か日取りがします④。 



4 お買い求めの販売店にご連絡ください。 

ご連絡の際には、症状およびメモしたコードナンバーをお巧5せください。 

メモ」 不明な点びありましに 6、 「お客様相談センター」（き末参照）にお問い合わせください。 


5-38 ヴー ビス コール 表示 








































正しい印刷結まが得6れないとまには 


本プリンタの使用中に、トラブルと思われるよラな症状び起こったら、症状に応じて次のよ 
ラな処置をします。 


重要 


•ディスプレイに; <ッ セージび表示されたときは、 ッ セージー覧」 （一 P . 日- 22) 、「サー 
ビ スコー ル表示」 (一 P . 己- 37) を参照してください。 

•紙づまりの場合は、 r 紙づまりび超こったときには（紙づまりの除去)」 （一 P . 己- 4) を参照 
して < ださし、。 

• ここに記載されていない症がび起こったとさや、記載されている処置を行ってを直らない 
とを、原因びどうしてもわか5ないときは、「お客様相談センター」（き末参照）にお問い 
合わせください。 


( g ； メモ I •ここでは、 UPS プ U ンタドライバの操作方法で説明しています。 BMUnkS プ U ンタドラ 
イバをお使いの場含で、ここに記載されていない症状び起こったときは、目 MLinkS プ U 
ンタドライバに添付の「ユーヴーズマニュアル」に記載されている「目.トラブルシュー 
ティ ング」 を参照してください。 

• BMLinkS プ U ンタドライバをお使いの場合、「処置」に記載されているプ U ンタドライバ 
の設定は行えません。 


電源やプリンタ動作のトラブル 


電源が入らない 

I 原因 1 1 電源プラグび電源コンセントから巧けている 
処置 電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 

憶因 21 延長コードを使用したりタコ足配線をしている 
処置 壁の電源コンセントに直接電源プラグを差し込みます。 

I 原因 3| ブレーカび落ちている 
処置 配電盤のブレーカをオンにします。 

I 原因 4| 電源コード内部で断線している 

処置 同じタイプの他の装置に使用している電源コードに交換してみて、電源び入るよ 
ラであれば電源コード内部の断線です。新しい電源コードを購入の上交換して< 
ださい。 


正しい印刷結果ぴ得 5 れないと走には 5-39 

















プリンタび動かない 

I 原因1 1オフラインになっている 

処置[オンライン]を押し、オンラインランプを点なします。（ーオンラインとオフラ 
イン： P.2-11) 

I 原因2| メモ U 内にデータび残っている（ジョブランプび点灯している） 

処置[オンライン]を巧してオフラインにし、 U セットメニューで「八イシュツ」を選 
択してメモ U 内に残っているデータを出力します。印刷を中止したいときは： 
P'2-33) 

I 原因3| インタ フェー スケーブルび外れている 

処置インタフェースケーブルをパソコンおよびプリンタ本体のインタフェース接続部 
にしっかりと接続します。設置ガイド「第2章プ U ンタの設置」） 

I 原因4| 本プ U ンタやオプション品に故障びある 

処置ディスプレイのメッセージを見て、処置します。メッセージー覧： P. 巳-22、 
ヴー ビス コール 表示： P.5-37) 

フリントサーバのランプがずベて消なしている 

I 原因1 I LAN ケースレび正しく取り付けられていない、または断線している 

処置1 LAN ケーブルを一度取り外し、接続しなおします。 

処置2 他の LAN ケーブルに交換し、接続しなおします。 

I 原因2| 八ブの UP-LINK (カスケード）ポートに接続している 

処置1八ブの‘‘ X’’マークのあるポートに接続しなおします。 

処置2 八ブに UP-LINK (カスケード）スイッチびある場合は、‘‘X"側に切り替えます。 

I 原因3| クロスタイプの LAN ケーブルを使っている。 

処置1ストレートタイプの LAN ケーブルと交換します。 

処置2 クロスタイプの LAN ケーブルを八ブの UP-LINK (カスケード）ポートに接続し 
まず。八ブに UP-LINK (カスケード）スイッチびある場合は" =" 側にします。 

掏 メモ I ク□スタイプの LAN ケーブルとは、プ U ンタとコンピュータを直接接続ずる場合に使用 
するケープルのことです。 


困ミとさには 


5-40 正しい印刷結まび得 5 れないときには 























I 原因 4| 八ブと通信でさない 

処置 1 八ブの電源びオンになっていることをお認します。 

処置2接続した八ブの通信ま度に合わせてプ U ントサーバの通信設定をします。 
(一 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

処置 3 八ブを交換しまず。 

I 原因己 I プ U ントサーバの八ードウエアに異常びある 
処置お買いホめの販売店に状況を連絡してください。 

印刷が途中で止まってしまった 

原因 I メモ U 内にデータび残っている（ジョブランプび点灯している） 

処置[オンライン]を押してオフラインにし、 U セットメニューで「八イシュツ」を選 
択してメモ1」内に残っているデータを出力しまず。印刷を中止したいとさは： 
P '2-33) 

操作/ (ネルのランプびつかない 

I 原因 1 I 電源びオンになっていない 
処置電源をオンにしてください。 

I 原因2| ス U - プモードになっている 

処置印刷データを送るか、操作パネルのキーをどれか押ずと印刷巧能な状態に戻りま 
す。 

操作/ (ネルのキーが機能しない 

I 原因 1 I メモ U 内にデータび残っている（ジョブランプび点口している） 

処置[オンライン]を押してオフラインにし、 U セットメニューで「八イシュツ」を選 
択します。（一印刷を中止したいときは： P .2-33) 

キーロック機能び働いている（キーを押すとピーといラ警告音び鳴り、ディスプ 
レイに「キー□ックチュウ」と表示される） 

処置 U モート UI からキー□ック機能を解除します。プリンタの管理盘こご連絡くださ 
し、。 


困つたとをには 


正しい印刷結果が得5れないときには 5-41 

























印刷ずるたびに紙づまりび起こる 

I 原因1 1給紙カセットや手差しトレイにセットした用紙び積載制限を超えている 

処置用紙を積載制限の範囲内まで減らし、印刷しなおしてください。（一給紙カセット 
から印刷する： P .3-21 、手差しトレイから印刷する： P .3-37) 

I 原因2| 給紙カセットや手差しトレイに用紙び正しくセットされていない 

処置用紙を正しくセットしなおし、印刷しなおしてください。給紙カセットから印 
品 IJ する： P .3-21 、手差しトレイから印刷す る： P .3-37) 

I 原因3| 給紙カセットや手差しトレイに使用できない用紙びセットされている 

処置使用できる用紙に交換し、印刷しなおしてください。用紙に ついて： P .3-2) 

I 原因4| UPS LX プ U ンタドライバを使用して、「手差しトレイ用紙サイズ」、「カセット 
1用紙サイズ」、 r カセット2用紙サイスび「フ U -」 のときに、長辺び21已 .9 mm 
下の定形外の用紙を縦置きにセットして印刷した 

処置横置きにセットして印刷しなおします。 

I 原因已 I LIPS LX プリンタドライバを使用せずに、定形外の用紙を横置きにセットして印 
雨りした 

処置縦置きにセットして印刷しなおします。 

I 原因色 I 紙づまり処理び不完全である 

処置紙ゴまりを除去し、印刷しなおしてください。紙ゴまりび起こったときには 
(紙づまりの除去）： P .5-4) 


E 口刷結果のトラブル 


意味す明の半角文字が印刷される 

[ M 1 T 1 動作モードの自動切り替えびラまく働かなかった 

処置動作モードを目的のエミュレーシヨンに固定して印刷しなおしてくださし、。 
(^ LIPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

I 原因2| LIPS 専用セットアップメニューの漢字コードの設定び違っている 

処置 LIPS 専用セットアップメニューのま字コードの設定をパソコンで使用している 
漢字コードに正しく合わせてください。（一 UPS 機能ガイド「第4章 UPS 専用 
セットアップメニューの設定項目」） 


困ミとさには 


5-42 正しい印刷結果び得 5 れないときには 























原因 3] 付属の Windows 用 UPS プ U ンタドライバをインストールせずに Windows か 
ら印刷した 

処置 付属の Windows 用 UPS プ U ンタドライバをインス!-―ルし、印刷しなおして 
<ださい。 


原因 4] DOS アプ U ケーシヨンソフトのプ U ンタ設定び適切でない 

処置 DOS アプ U ケーシヨンソフトのプ U ンタ設定を、本プ U ンタと互換性のあるプ U 
ンタに再設定します。 


原因己] コントロール ROM をセットして使用中に、動作モードの自動切り替えびでさな 
かつた 

処置 動作モードを、プ U ンタ本体にセットしたコントロール ROM の エミユ レーシヨ 
ンに固定し、インタフエースの設定を、パソコンと接続しているインタフエース 
に固定して印刷しなおしてください。（一 UPS 機能ガイド「第3章共通セット 
アップメニューの設定項目」） 


指定した書体と違う書体で印字される 


原因 I Windows 用 UPS IV プ U ンタドライバで TrueType フォントの置き換えび設定 
されている 

処置 Windows 用 UPS IV プ U ンタドライバで TrueType フォントの置き換えを正し 
く設定しなおし、印刷しなおしてください。（ープ U ンタドライバのヘルプ） 


白紙のページが印刷されない 


原因] UPS 4 セットアップメニューまたは UPS LX セットアップメニューの「白紙節 
約」び「スル」になっている 

処置 白紙のぺージを印刷するときは、 r 白紙節約」を「シナイ」に設定します 。 （^Lips 
機能ガイド「第4章 UPS 専用セツトアップメニューの設を項目」） 


最後のページが印刷でさない 


原因 1 パソコンからデータの終わりを表ずコマンドび送られて来ない（ジョブランプび 
点なしている） 

処置 [オンライン]を押してオフラインの状態にし、 U セツトメニューで「八イシュツ」 
を選択します（印刷機能のないアプ U ケーションソフトで印刷した場合、最後の 
ページのデータび1ページに満たないと、そのままメモ U 内に残ってしまいま 
す)。 （一 印刷を中止したいときは： P .2-33) 


正しい印刷結果ぴ得5れないと走には 5-43 


























データが用紙をはみだした 


I 原因1 I LIPS LX プ U ンタドライバを使用して、「手差しトレイ用紙サイズ」、「カセット 
1用紙サイズ」、 r カセット2用紙サイズ」び「フリー」のとさに、長辺び21已 .9 mm 
(下の定あがの用紙を縦置きにセットして印刷した 

処置 横置きにセットして印刷しなおします。 


原因 21 LIPS LX プ U ンタドライバを使用せずに、定形外の用紙を横置きにセツトして印 
而 IJ した 

処置 縦置きにセットして印刷しなおします。 


原因 3] データのサイズよりルさな用紙をセットした 

処置 データのサイズに合った用紙をセットするか、用紙サイズに合わせた縮ル率で縮 
ル印刷をしてください。 （一 UPS 機能ガイド「第4章 LIPS 専用セットアップメ 
ニューの設定項目」） 


原因 4] 用紙をセットする位置び合っていない 

処置 用紙を正しくセットし、印刷しなおしてください。給紙カセットから印刷す 
る： P .3-21 、手差しトレイから印刷す る： P .3-37) 


原因已 1 ホ白なしで、用紙いっぱいのデータを印刷した 

処置 1本プ U ンタの有効印字領域は用紙の周囲已 mm (封筒は 10 mm。LIPS LX プ U 
ンタドライノ（を使用ずる場合の洋形4号と洋形2号のちは 7.6 mm ) の範囲を除 
いた領域でず。データの周囲にを白を取ってください。 


重要 


封筒の有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場合、最適な印字品質び得5れない場合 
びあ0ます。データを封筒の有効印字領域よりみしルさ目に設定することをおすずめしま 
す。 


処置 2 UPS プ U ンタドライバの[仕上げ詳細]ダイア□グで「印字領域を広げて印刷す 
る」にチェックずると、印字領域を広げて印刷します。ただし、データの周囲び 
欠けて印字されることびあります。 


原因色 1 ESC / P モードの「ぺージフォーマット」の設定び合つていない 

処置 ESC / P モードの「ぺージフォーマット」を正しく設定し、印刷しなおしてくださ 
し、。 （一 UPS 機能ガイド） 


原因 7] セットアップメニューのユーヴメンテナンスグループの「印字位置調整」で印字 
位置び調整されている 

処置 セットアップメニューのユーヴメンテナンスグループの「印字位置調整」で適切 
な値に調整してください。印字位置を調整ずる： P .4-19) 


5-44 正しい印刷結まび得5れないとさには 






















印字位置がずれてしまラ 


原因 1] セットアップメニューのレイアウトグループの「とじしろ」、 r 縦位置巧正」、「横 
位置巧正」び設定されている 

処置 セットアップメニューのレイアウトグループの「とじしろ」、 r 縦位置巧正」、「横 
位置補正」の設定を「0」に設定し、印刷しなおします。 （一 UPS 機能ガイド「第 
3章共通セツトアップメニューの設定項目」） 


原因 21 アプ U ケーシヨンソフトの「上を白」や「用紙位置」の設定び合っていない 

処置 アプ U ケーシヨンソフトの「上を白」や「用紙位置」を正しく設定し、印刷しな 
おしてください。 （ー アプ U ケーシヨンソフトの取扱説明書） 


原因 3] ESC / P モードの r 上を白」や「用紙位置微調整」の設定び合っていない 

処置 ESC / P モードの r 上を白」や「用紙位置微調整」を正しく設定し、印刷しなおし 
てください。 （一 UPS 機能ガイド） 


原因 4] セットアップメニューのユーヴメンテナンスグループの「印字位置調整」で印字 
位置び調整されている 

処置 セットアップメニューのユーヴメンテナンスグループの「印字位置調整」で適切 
な値に調整してください。 （一 印字位置を調整する： P .4-19) 


印字位置がだんだんずれてい< 


原因] ESC / P モードを使用しているとをに、ページフォーマットの設定とアプ|」ケー 
シヨンソフトで設定した用紙の種類び合っていない 

処置 アプ U ケーシヨンソフトの用紙の種類とページフォーマットの設定を合わせて印 
刷しなおします。（一動作モードについて： P .2-30) 


ぺージの途中から次ぺージに分かれて印刷される 


原因り アプ U ケーションソフトの「行間」や「1ページの行数」の設定び合っていない 

処置 1ぺージに収まるように、アプ U ケーションソフトの印刷指定で「行間」や ri 
ぺージの行数」を変更してから印刷しなおしまず。 （ー アプリケーションソフトの 
取扱説明書） 


困つたとをには 


正しい印刷結果が得5れないときには 5-45 
























[ MM 2 l セットアップメニューの動作モードグループで「動作モード選択」び「ジドウセ 
ンタク」に設定されているときに、セットアップメニューのインタ フエース グルー 
プの「タイムアウト」の設を砂数び短すざる 

処置セットアップメニューの動作モードグループで「動作モード選択」を「ジドウセ 
ンタク」(がに設定するか、「タイムアウト」の設定秒数を十分に長くします。 
(一 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

縮ルされて印刷される 

I 原因 1 I 縮ル印刷の設定びされている 

処置 1 LIPS セットアップメニューの円に大/縮小」を「シナイ」にしてください。（一 UPS 
機能ガイド「第4章 UPS 専用セットアップメニューの設定項目」） 

処置2 プリンタドライバの「あ縮率」の設定を確認してください。 

憶因幻 ESC / P モードで使用しているとさに、ぺージフォーマットび 「 B 4 一 A 4 タテ」 
「 B 4 一 A 4 ヨコ」に設定されている 

処置 ESC / P モードの「ぺージフォーマット」を正しく設定し、印刷しなおしてくださ 
い。（一 UPS 機能ガイド「第已章 ESC / P 専用セットアップメニューの設定項目」) 

用紙にしわがよる 

I 原因 1 I 給紙カセットや手差しトレイに用紙び正しくセットされていない 

処置給紙カセットや手差しトレイに用紙を正しくセットしてください。（一給紙カセッ 
卜から印刷する： P .3-21 、手差しトレイから印刷する： P .3-37) 

I 原因2| 用紙の保管状態び悪く、吸湿している 

処置新しい用紙に交換し、印刷しなおしてください。用紙に ついて： P .3-2) 

用紙び力ールする 

I 原因 1 I 用紙の保管状態び悪く、吸湿している 

処置新しい用紙に交換し、印刷しなおしてください。用紙に ついて： P .3-2) 

I 原因2| 用紙び適切でない 

処置本プ U ンタで使用できる用紙と交換してください。（一用紙に ついて： P .3-2) 


困ミとさには 


5-46 正しい印刷結果び得5れないときには 

























原因 3 l 薄手の用紙を使用している 

処置 プ U ンタドライバで[用紙タイプ]を[普通紙 L ] に設定しまず。 
[用紙タイプ]の設定は、[給紙]ページで行います。 


原因 4] 力ールしやすい用紙を排紙トレイに排紙している 

処置 力ールしやずい OHP フイルムや封筒などに印字ずるときは、ヴフ排紙トレイに 
切り替えまず。（一排紙先について： P .3-1 已） 


用紙が真っ白で何も印刷されない 


原因り シー U ングテープを引さ巧かずにトナーカートリッジをセットした 

処置 トナーカート U ッジを取り出し、シーリングテープを巧き取ってセットしなおし 
てください。 （ー トナーカート U ツジを交換ずる： P .4-2) 


原因 21 用紙び重なって送られた 

処置 給紙カセットや手差しトレイの用紙を、よく揃えてからセットしなおしてくださ 
し、。 OHP フイルム、ラベル用紙の場合は、よくさばいてセットしなおしてくださ 
し、。 （一 給紙カセツトから印刷ずる： P .3-2 1、手差しトレイから印刷する: P .3-37) 


原因 3] プ U ンタ内部でトラブルび発生している 

処置1 ディスプレイに 「 Ennn - nnnn 」 び表示されているときは、電源をいったんオフに 
し、10砂しツ上待ってから電源をオンにしなおしてください。メッセージび消え 
ることびあります。 

処置 2処置1の操作をしてもメッセージび消えないときは、お買いまめの販売店に連絡 
し、修理を依頼してください。 


印刷した OHP フィルムに白い粉がつく 


原因 0 HP フイルムじ(がの用紙を連続印刷したあとに 0 HP フイルムを印刷した 


処置 0 HP フイルムじ(がの用紙を連続して印刷したあとに、 0 HP フイルムを印刷する 
と紙粉び付着して排紙される場合びありまず。このよラな場合は、やわらかい巧 
で紙粉をこずり、取り除いてください。 


困つたとをには 


正しい印刷結果が得5れないときには 5-47 





















印字品質のトラブル 


白いずじが入る 

[M1T1 トナーびなくなった 

処置新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 

I 原因2| トナーカート U ッジ内のドラムび劣化している 

処置新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 

部分的に白く抜ける 

原因1」適切な用紙を使用していない 

処置使用できる用紙に交換し、印刷しなおしてください。用紙に ついて： P .3-2) 

I 原因2| 用紙の保管状態び悪く、吸湿している 

処置新しい用紙に交換し、印刷しなおしてください。用紙に ついて： P .3-2) 

I 原因3| トナーカート U ッジ内のドラムび劣化している 

処置新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 

印字びを体的にラすい 

[M1T1 トナー濃度の設定び適当でない 

処置セットアップメニューの印字調整グループで、「トナー濃度」を調節してください。 
(一 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの設定項目」） 

原因2」セットアップメニューの印字調整グループで、「ドラフトモード」び「ツカウ」に 
設定されている 

処置セットアップメニューの印字調整グループで、「ドラフトモード」を「ツカワナイ」 
に設定してください。（一 UPS 機能ガイド「第3章共通セットアップメニューの 
設定項目」） 


困ミとさには 


5-48 正しい印刷結果び得 5 れないときには 
























印きが全体的に黒ずむ 

\ mMT \ トナー濃度の設定び適当でない 

処置 セットアップメニューの印字調整グループで、「トナー濃度」を調節してください。 
(一 UPS 機能ガイド「第3章な通セットアップメニューの設定項目」） 

I 原因2| プ U ンタび直射日光または強い光び当たる場所に設置されている 

処置 プ U ンタを直射日光または強い光び当たらない場所に移動してください。あるい 
は、強い光を出す光源をプ U ンタから離してください。 

印字ムラが出る 

[ M 1 T 1 トナーびなくなった 

処置 新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 

I 原因 2 1用紙び湿っている、あるいは乾燥している 

処置 適切な用紙に交換し、印刷しなおしてください。（一用紙に ついて： P .3-2) 

I 原因 3| トナーカート U ッジび劣化、あるいは損傷している 

処置 新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 

印刷した用紙の表面や裏面に黒点状のちれび付着する 

原因 I 定着口ーラびミちれている 

処置 定着□-ラを清掃してください。（一定着□-ラを清掃する： P .4-16) 

ページの一部が印刷されない 

[ MbTI あ大/縮ル率の設定び適当でない 

処置 1プリンタドライバで[倍率を指定する]のチェックマークを消します。チェック 
マークを消すと、[原稿サイズ]と[出力用紙サイズ]に応じて化大/縮ル率び自 
動的に設定されます。 

[倍率を指定する]の設定は、[ページ設定]ページで行いまず。 

処置 2 プ U ンタドライバで[倍率を指定する]のチェックマークを付け、使用する用紙 
サイズに適した倍率を設定します。 

[倍率を指定する]の設定は、[ページ設定]ページで行いまず。 


困つたとをには 


正しい印刷結果が得5れないときには 5-49 




























原因 2 l 用紙をセットする位置び合っていない 

処置用紙を正しくセットしてください。（一給紙カセットに用紙をセットする： P .3-23、 
手差しトレイに用紙をセツトずる： P .3-38) 


原因 3] ホ白なしで、用紙いっぱいのデータを印刷した 

処置 1 本プ U ンタの有効印字領巧は用紙の周囲已 mm (封筒は 10 mm。LIPS LX プ U 
ンタドライノ（を使用ずる場合の洋形4号と洋形2号のちは 7.6 mm ) の範囲を除 
いた領域でず。データの周囲にを白を取ってください。 


重要 


封筒の有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場合、最適な印字品質び得5れない場合 
びあります。データを封筒の有効印字領域よりかしルさ目に設定することをおすずめしま 
す。 


処置 2 UPS プ U ンタドライバの[仕上げ詳細]ダイア□グで「印字領域を広げて印刷す 
る」にチェックずると、印字領域を広げて印刷します。ただし、データの周囲び 
欠けて印字されることびあります。 


用紙全面び真っ黒に印刷される 


原因 1 トナーカート U ッジ内のドラムび劣化している 

処置新しいトナーカート U ッジに交換してください。（ートナーカート U ッジを交換す 
る： P .4-2) 


定着性が悪い 


原因]用紙び適切でない 

処置本プ U ンタで使用できる用紙と交換してください。（一用紙について： P .3-2) 


5-50 正しい印刷結まび得5れないときには 



















プリ；/夕の機能をお認したいとをには 


本プリンタは、 X こ ユーの 設定値などを確認できるステータスプリントの機能を備えていま 
す。プ U ンタの準備や接続が終了したあと、プ U ンタの動作確認をしたいときなど、必要に 
応じて行ってください。 


ステータス プリント 


ステータスプリントでは、プ U ンタで現在使用でさる機能や、メニュー設定値の一覧などが 
印刷されます。ステータスプ U ントを行ラとさは、次の手順で操作します。 


メモ I •ステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に印刷します。給紙カセットか手差しトレイに 
A 4 サイズの用紙をセットしてください。 

•プ U ンタの操作パネルか5火ニューで設定した値は、ステータスプ U ントにち反映されま 
す。例えば、自動両面印刷び設定されている場含は、ステータスプ U ントを両面に2ペー 
ジ分印刷されます。ただし、コピー枚数は無視され、常に]枚の巧紙び印刷されます。 



1 プリンタびオンラインげ態になっていることを確認します。 

オンライン状態になっていない場合、[オンライン]を押しまず。 

2 [ユーティリテイ]を押します。 



ディスプレイに「ステータスプリント」と表示されまず。 



3 [0 K ] を巧します。 



ステ-タスフ。リント ー 

ステータス プリントが印刷されます。 


プリンタの機能を確認したいときには 


5-51 


















4 ステータスプリントの印刷内容を確認しまず。 

ステータス プ U ントを行ラと、次のように印刷されます。 ステータス プリントでは、現在 
使用できる機能や、プリンタ機能;<ニューで設定されている設定値の一覧、プ U ンタに内 
蔵されているソフトウエアや八ードウエアのバージョン名、印刷枚数などを確認できます。 
印刷枚数は、 ステータス プ U ントのち下にある 「Page Count」 で確認できます。 


ここに掲載されているステータスプ U ントはサンプルです。お使いのプ U ンタで出力した 
ステータスプ U ントとは、内容び異なることびあります。 
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ユーザメンテナンスグループ 
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トレイ/穀 IRMiK: 0.0mm 
占セット l/W&WMil':; 0,0mm 
カセット1油 S(« 巧 Mil’:； 0.0mm 
々たット2/«化の) All’:； 0.0mm 
た t ット机 Mil;: 0.0mm 
MAI/KIWIMil;: OUmm 
OOmra 

，けバリ幽：な 

ド J :ホわない 
川!#サイス n»: しない 
i がみフセット； H 円 ttitl 
H •巧印‘ド* H/W の《;しない 


«曲コントローラ 


な甲ネVトワ-'-ク 


UPSU. 丰中ノン&ぶ&化の巧 K で 

tSOPiJ, セイコーエプソン B ■ぶ公れのけ田です • 


ペンダ-'阳： 
ブロブクトの： 
シリ7ルナンパー； 
USBft 円:モード； 


Cm » わよび白 noo ロゴ U キヤノンな式をです • 
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付録 



この章では、おもな仕様、ソフトウェアのバージョンアップ方法、保守サービスのご案內、索 
引などを記載していまず。 


おもな仕様 .6-2 

ハードウエアの仕様 .6-2 

コント□-ラの仕様 . 色-4 

ソフトウエアの仕様 .6-5 

索引 .6-7 

設置ヴービスのご案内 .6-10 

保守ヴービスのご案内 .6-11 

キヤノン保守契約制度とは .6-1 1 

キヤノンサービスパックとは .6-1 1 

補修巧性能部品 ...6-12 

無償保証について .6-13 

シリアルナンバーの表示位置について .6-14 

ソフトウエアのバージヨンアップについて .6-16 

情報の入手方法 .6-16 

ソフトウエアの入手方法 .6-16 
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おもな仕様 


[八ードウエアの仕様 


お式 

デスクトップ型ページプ IJ ンタ 

プリント方式 

電子写真ち式（オンデマンド定着） 

解像度 

色00 dpi 

プリント速度 

普通紙 （64 〜 Q 0 g / m 2) 

A 4 連続プ U ント時33ぺージ/分 

* プ1」ント速度は、用紙サイズや用紙タイプ、プ U ント枚数、定 
着モードの設定により段階的に遅くなることびあります。（こ 
れは熱による故障などを防止するための安全機能び働くため 
です。） 

ウォームアップタイム 
(電源オンか5プリンタがスタ 
ンバイになるまでの時間） 

11 秒]; (下 

* プ1」ンタの使用条件（メニュー設定、オプション品装着の有無 
や設置環境など）によって異なる場含びあります。 

リカパ’リータイム 
(スリープか5スタンバイにな 
るまでの復帰時間） 

バネルオフモード（ス U —プモード1 ) 時： 0砂 
* プ IJ ンタの使用条件（メニュー設定、オプション品装着の有無 
や設置環境など）によって異なる場合びありまず。 

ファーストプリント時間 

A 4 プリント/フェイスダウン排紙時 
約8秒 

* 出力環境によって異なる場合びあ0ます。 
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おもな仕様 













カセット1 

-定形サイズ 

A4、 巨日、 A 日、 U- ガル、レター、エグゼクティブ 
-ユーヴ設定サイズ 
縦置さの場含： 

幅148.日 mm 〜21已.白 mm、 長さ 2] 0.日 mm 〜3已已.日 mm 
横置きの場含 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）； 

幅21日.日 mm 〜 2] 己.目 mm、 長さ21 0.0mm 〜21已 .9 mm 
最大積載枚数約2已日枚（日4畳/ m2) 

用紙サイズ 

カセット2 
(オプション） 

-定形サイズ 

A4、 巨日、 A 日、 U- ガル、レター、エグゼクティブ 
-ユーヴ設定サイズ 
縦置をの場含： 

幅148.0 mm 〜21已.白 mm、 長さ 2] 0.0 mm 〜3已已.日 mm 
横置さの場含 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）； 

幅21日. 0mm 〜 2] 己.目 mm、 長さ21 0.0mm 〜21已 .9 mm 
最大積載枚数約日日日枚（日 4g/m2) 


手差しトレイ 

-定形サイズ 

A4、 巨己、 A 曰、 U- ガル、レター、エグゼクティブ、はびき、 
往復はがさ、4面はがさ、封筒洋お4号、封筒洋お2号 
-ユーヴ設定サイズ 
縦置さの場含： 

幅7色ぶ mm 〜21巳. 9mm、 長さ127.0 mm 〜3日已 .6mm 
横置さの場含 (LIPS LX プリンタドライバ使用時のみ）； 

幅127.0 mm 〜 2] 已 .9mm、 長さ127.0 mm 〜21已 .9 mm 
最大積載枚数約]日日枚（日4畳/ m2) 

自動両面プ U ント 

A4、 リーガル、レター 

排紙ち式 

フェイスダウン/フェイスアップ 

排紙積載枚数 

排紙トレイ：約2已日枚（日4畳/ m 3 ) 

ヴブ排紙トレイ：約日日枚（目4呂/の2) 

稼働音（旧0929白に基づく 
表示騒音巧が値） 

Lwad (表示 A 特性音響パワーレベル （1 日二1日服)） 

スタンバイ時：暗騒音 
プリント時：目.8目しソ下 
音圧レベル（バイスタンダ位置） 

スタンバイ時：暗騒音 
プリント時：已已 d 巨 （A) 政下 

使用環境 

(プリンタ本体のみ） 

動作環境温度10〜3を已で 

湿度2日〜8日％ RH (結震しないこと） 

電源 

1 00V + 10% (已0/白0 Hz + 吕 Hz) 

消費電力 （20 で時） 

動作時平均：約日 90W 
スタンバイ時平均：約1 1W 

パネルオフモード（ス U —プモード1 ) 時平均：約]] W 
ディープスリープモード（ス U —プモード 2) 時平均：約 7W 
最大81 0W 下 


おもな仕様 
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消耗品 

トナーカート 
リッジ 

- Canon Cartridge 510 
(キヤノントナーカートリッジ日]日） 

プリント可能ページ数約目日日0ページ*1 
*1八4サイズで、 nSO / lEC 1日7日2」がに準拠し、印字濃度び 
工場出荷初期設定値の場含 

*2 nsO/lEC ] 白7已2」とは、国際標準化機構 （International 
Organization for Standardization ) より発行された「印字 
可能枚数の測定で法」に関する国際標準 

- Canon Cartridge 510 II 
(キヤノントナーカートリッジ日]日 II ) 

プリント可能ページ数約] 2000ページ*1 
*1八4サイズで、 nSO / lEC 197日2」がに準拠し、印字濃度び 
工場出荷初期設定値の場を 

*2 nsO/lEC ] 白7已2」とは、国際標準化機構 （International 
Organization for Standardization ) より発巧された「印字 
可能枚数の測定ち法」に関する国際標準 

質量 

プリンタ本体 
および同烟品 

プ U ンタ本体（トナーカート U ッジは除く） . 約 ] 目 .Ik 夏 

トナーカート U ッジ . 約1 .3 k 呂 

消耗品および 
オプション品 

トナーカート IJ ッジ 

(Canon Cartridge 己] 0)... 約] .3 kg 

トナーカート U ッジ 

(Canon Cartrid 旨 e 己]日 II ) . 約].色 k 旨 

ペーパーフィーダユニット PF -36 

(カセット含む） . 約日.白 k 旨 



付 


コント□-ラの仕様 


CPU 

R 40 日0系- 333 MHz 中 
* 上限とする周波数の値です。 

メモリ （ RAM ) 容量 

標準 64 MB 

オプションの拡張 RAM により、最大32日 MB まで拡張可能 

ホストインタフェース 

USB 2.0 Hi - Speed/US 己 Full-Speed ( USBl'l 相当） x 1個 
LAN コネクタ ( 1 OBASE - T / 1 OOBASE - TX ) X 1 個 


LCD 16 巧 X ] 段 

ユーザインタフ: c - ス 

LED ランプ8個 


操作キー8個 

RAM ス□ット 

1 

ROM ス□ット 

1 

拡張ボードス□ット 

1 
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おもな仕様 






















ソフトウェアの仕様 


内蔵コント□-ルコマンド 

LIPS 11+ / LIPS III / LIPS IV / LIPS LX 


内蔵 

ESC/P 

エミユレーシヨンコマンド 

オプション 

N 201(標準 N201)、1 己已77、 HP-GL 
商品名： CR-MEQ 

巧嵐スケーラブルフオント 

平成明朝体 ™W3*. 平成角ゴシック体 ™W5* . ラインプリンタボー 
ル ド、 ガーランド 

* これらのフオントは（財）曰本規格協芸艾字フオント開発-普及 
センターと使用契約を締結して使用しているものです。フオント 
として無断複製することは禁止されています。 

Couriers Dutch、Swiss、Symbol 

有効印字領域 

上下左ちとち周囲曰 mm (封筒は]日 mm。LIPS LX プ U ンタドラ 
イバを使用する場合の洋形4号と洋あ2号のちは 7.6mm) の範囲 
には印字できません。 （UPS プ U ンタドライバの[仕上げ詳細]ダ 
イア□グで「印字領域をにげて印刷する」にチェックした場含は、 
有効印字領域を用紙の端近くまでにげることびできます。） 

* 用紙いっぱいにデータびある場含、「印字領域を広げて印刷する」 
にチェックして印刷しても、データの周囲び欠けて印字されるこ 
とびあ0ます。その場合はプリンタドライバでデータび欠けない 
よラに縮ル率を設定し、印刷しなおしてください。 

* 封筒の有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場合、最適な印 
字品質び得られない場合びあります。データを封筒の有効印字領 
域よりかしルさ目に設定することをおすすめします。 



おもな仕様 
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♦普通紙、厚紙、 OHP フィルム、ラベル用紙、はがき、往復はがき、4面はがき 
已 mm 
I てち mm 


车日 mm 


己 mm 


♦封筒（洋形4号の例) 



LIPS LX プ U ンタドライバを使用する場合の洋お4号と洋お2号のちは 7.6 mm 


重要 


はがきまたは封筒の有効印字領域いっぱいのデータを印刷した場合、最適な印字品質び得ら 
れない場合びありまず。データをはがきまたは封筒の有効印字領域よりかしルさ目に設定す 
ることをおずすめします。 
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おもな仕様 



















索引 


英数き 

4面はがき， 3-4 
目 MLinkS . 2-16 
DOS , 2-4 

ESC / P エミユ レーシヨンモー ド， 2-30 

ESC / P のページフオーマット， 2-32 

HP-GL 2-3 日 

LAN コネクタ， 1- 目 

LIPS モー ド， 2- 3日 

Macintosh , 2-4 

NetSpot Device Installer , ^-3, 2-4 

NetSpot Job Monitor , 2-3 

日 HP フイルム， 3-3 

[ OK ] キー， 1-7 

PS / 已已シ U —ズ ，2 -吕〇 

US 目コネクタ .1 -目 

Windows , 2-3 


お 

厚紙， 3-3 
印刷巧ランプ， 1-8 
印刷結果のトラスレ，巳-42 
印刷の中止， 2-33 
印字位置の調整， 4-1 9 
印字濃度， 4-1 已 
印字品質のトラブル，已 -48 
インストール， 2-3 
運搬用取っ手， 1- 已 

エミユ レーシヨ ンモード , 2-30, 2-32 
エラースキップ，已-22 
エラーメッセージ，已 -22 


延長トレイ， 1- 已 
往復はびき， 3-4 
オフライン， 2-12 
オンライン， 2-1 1 
[オンライン]キ ー ， 1-8 
オンラインランプ， 1-8 


か 

階調モード， 2-28 
化張ボードスロット，1 - 己 
ち部の名称，1 -4 
画質， 2-28 
片面印刷， 3-53 
紙づまりの除去，巳-4 
給紙カセット， 1-5, 3-21 
用紙のセット， 3-23 
[給紙選択]キー， 1-7 
給紙元 ,3-10 

種類， 3-1 1 
還択， 3-12 

取り扱いのごミ主意 ，3-13 
給紙元表示ランプ， 1-8 
給紙口ーラ，已 -17 
強制排出， 2-33 
警告メッセージ，巳-22 
結露， 4-14 
高階調モード， 2-28 
ゴムパッド， 3- 13 


索引 
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さ 

サー ビス コール， 已 -37 
ヴブ排紙トレイ， 1-5, 3-17 
自己診断， 2-6, 2-7 
自動エラースキップ，已 -22 
自動両面印刷， 3-53 
主電源ランプ， 1-8 
仕様，日-2 

使用できない用紙， 3-8 
[ジョブ] (▲) キー， 1-7 
ジョブキャンセル， 2-34 
[ジョブキャンセル]キー， 1-8 
ジョブランプ， 1-7 
シ U アルナンバー，日- 14 
シ U アルナンバー表示ラベル， 1-5,1-6 
ステータスプ U ント，已-已 1 
A ス U- プモ-ド， 2-9 
設置 tt-tf ス，日- 10 
付 設定のしかた， 2-14 
を^ 設定の優先順位， 2-1 已 

設定ち法 .2-13 

[セットアップ] (►) キ ー I 1-7 
操作パネル， 1-7 
ソフトウェア ，2-3 
ソフト U セット. S -3 巳 


た 

ダイレクトプ U ント， 2-22 
通気 □ ,1 -4 
定格銘板ラベル， 1- 已 
ディスプレイ， 1-7,1-9 
定着口ーラの清掃， 4-1 己 
データ 排出， 2-33 
手差しトレイ， 3-37, 1-已 

用紙サイズの設定， 3-49 
用紙のセツト， 3-38 
デフオルト用紙サイズ， 3-37 


デフォルト用紙タイプ， 3-37 
電源 

オフ， 2-7 
オン，2-日 
トラブル，已 -39 
電源コード差し込み □, 1-已 
電源スイッチ， 1-5. 2-6 
動作モード， 2-30 
固定， 2-31 
とじしろ，3-巳7 
設定， 3-58 

トナーカート U ッジガイド， 1- 己 
トナーカート U ッジ 
交換. 4-2 

使用済みトナーカート U ツジ回収のお願 
い. 4-1] 

取り扱い， 4-12 
保管， 4-14 


な 

ネットワーク，2-已 


は 

八ード U セット， 2-3 日 
排紙先， 3-1 已 

積載枚数， 3-18 
選択， 3-1 日 
種類， 3-1 已 

排紙トレイ， 1-4, 3-1 已 
はびき， 3-4, 3-44 
搬送ガイド， 1 -日 
標準モード， 2-28 
封筒， 3-5, 3-44 
普通紙， 3-3 
プリンタ 

移動， 4-2 日 
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索引 



各部の名称， 1-4 
機能， 2-13 
清掃， 4-24 
動作のトラフル，已 -3 日 
取り扱い， 4-32 
内部の清掃，4-已 

プリンタドライバ， 2-3, 2-4, 2-13 
プリントのな管， 3-9 
イ呆守契約制度，巳-1 ] 

補助トレイ（手差しトレイ），1-已 
補助トレイ用醜トレイ），1-已 


ま 

前カバー， 1-4 
ちカバー, 1- 已 
無償保証， 6-13 
メッセージランプ， 1-7 


用紙のセット 

を意， 3-22 
定形紙， 3-23, 3-39 
はびき、封筒， 3-44 
用紙の向さ 

縦置き， 3-42 
横置き， 3-43 


ら 

ラベル用紙 I 3-4 
[リセット] (▼) キー . 1 -8 
両面印刷， 3-52 

自動両面印刷， 3-54 
手動両面印刷， 3-56 
レーヴー光 I xvi 


や 

優先エミユレーシヨン， 2-3] 

[ユーテイリテイ] (◄) キー, 1-8 
ユーテイ U テイソフト， 2-3 
洋あ2号，3-已 
洋あ4号，3-已 
用紙 

印字領域，3-已 
使用でをる用紙， 3-2 
設定， 3-49 
保管，3-日 
用紙ガイド，1 - 已 
給紙カセット 

用紙サイズ設定， 3-34 
用紙サイズ 

略号，3-已 
用紙タイプ， 3-3 


索引 
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設置サービスのご案内 


本プ1」ンタの設置は、設置ガイドおよびユーヴーズガイドをご一読いただくことで簡単に行 
えまずび、設置について不安な場合、遠隔地に設置をご希望される場合には、専門のサービ 
スマンび設置を有償で行いまず。本プ1」ンタをお買いまめの販売店などへ依頼してくださ 
い。 


6-10 設置ヴービスのご案内 




保守 サービスの ご案内 


■ ご購入製品をいつまでもベストの状態でご使用いただくために 

このたびはレーヴビームプリンタをご購入いただき誠にありびとうございます。さて、毎 
曰ご愛用いただくレーヴビームプリンタの保守サービスとして、「キヤノン保守契約制 
度」と「キヤノンサービスパック」を用意しています。これらはキヤノン製品を、いつ 
を最高のげ態で快適に、ご使用いただけますように充実した内容となっており、キヤノ 
ン認定の「サービスエンジニア」び責任ををって機能の維持管理等、万全の処置を行い 
ます。お客様と、キヤノンをしっかりとつなぐ保守サービスで、キヤノン製品を末ホく 
ご愛用賜りますよラお願い申しあげます。 


キヤノン保守契約制度とは 


キヤノン製品をご購入後、定められた無償修理保証期間中に万一発生したトラブルは無償で 
サービスを実施します。保守契約制度とは、この無償な証期間の経過後の保守サービスを所 
定の料金で実施するシステムでず。（製品により無償修理保証期間び異なりまず。また、一 
部無償修理な証期間を設けていない製品ちあります。） 


お客様 


キヤノンマーケティングジャパン（株） 


又はキヤノン認定サービス店 


保守サービス 



キヤノン保守契約制度のメリット 


■ 都度の修理料金は不要 

保守契約料金には、訪問料、技術料、部品代び含まれています。 

万一のトラブル時を予期せめ出費び発生することびありません。 

■ 保守点検の実施 

お客様のご要望により、機器のな守点検を追加できます。（別途、有料となりまず。） 


キヤノンサービスパックとは 


キヤノン製品を長期間にわたって、まむしてご使用いただくための保守サービスを、お手軽 
にご購入でさるよラパッケージ化した新しいタイプのサービス商品です。巧をのキヤノン製 
品をご購入後、3年間、4年間、已年間のタイプを用意しています。（無償修理な証期間を 
含みます） 
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キヤノンサービスパックのメリット 

■ 簡単登録 

化来の保守契約とは違い、面倒な手続きは一切不要。キヤノンサービスパックを購入後、 
登録カードをご送付いただくだけで手続をは完了します。 

■ 電話一本 

万一のトラブルび発生したときは、キヤノンサービスコールセンターにお電話にてお客 
様のとトラブルの内容をお知らせいただくだけで、迅速に対応しまず。 


■ 固定料金 

キヤノンサービスパックのご購入料金び、期間中のサービス料金に相当します。予期せ 
め出費び防げるため、予算計画も立てやすくなります。 
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キヤノンヴービスバックのサービス範囲 

故障時の修 i 里-調整：巧障び発生した場合、その修理-調整をおこないまず。 

修理料： 修理時に発生ずる訪問料金-技術料-部品巧はキヤノンサービスバック料金 

に含まれまず。（消耗品およびキヤノン指定の部品は対象外となりまず） 

保守期間： 巧ま製品購入後、3年間、4年間、已年間でず。（巧証期間を含みまず） 


なお、天災、火災、第兰者の改造等に起因するトラブルや消耗品代、キヤノン指定の部 
品代は、「キヤノン保守契約制度」と r キヤノンヴービスパック」ともに巧象外となります。 

r キヤノンな守契約制度」と r キヤノンサービスパック」に関するお申し込み、お問合せは 
お買い上げの販売店をしくはキヤノンマーケティングジャパン（株）までお願いいたし 
ます。 

キヤノンサービスパックの登録ち効期間は、本体ご購入後90曰じ(内となります。 


補修用性能部品 


本機の補修用性能部品の最低保有期間は、本機製造打ち切り後7年間です。 
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無償巧証について 


•本製品の無償保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

•無償な証の保守サービスをお受けになるためには、本製品に同捆の保証書び必要です。あ 
らかじめ保証書の記載内容をごお語の上、大切に保菅して<ださい。 
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シリアルナンパーの表示位置について 


本プ U ンタの保守サービスをお受けになるときは、シ U アルナンバー (Serial No .) が必要 
になりまず。本プ U ンタのシ U アルナンバーは、下図の位置に表示されています。 


重要 


シ I 」アルナンバーび書かれたラベルは、サービスやな守の際の確認に必要です。絶対には 
びさないで < ださい。 


■ 本体背面 



■ プリンタ内部 
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■ 個包箱が側 
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ソフトウェ アの! V — ジヨンアツプについて 


プリンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今後、機能アップなどのためのパ'-ジョ 
ンアップび行われることびあります。バージョンアップ情報およびソフトウェアの入手窓口 
はなのとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、各使用許諾契約の内容について了 
解いただいたちのとさせていたださます。 


情報の入手方法 


インターネットを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情報を引を出すことびで 
きます。通信料金はお客様のご負担になります。 

■ キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

商品のご紹かや各種イベント情報など、さまざまな情報をご覧いただけます。 


^ソフトウェアの入手方法 


ダウン□-ドにより、プリンタドライバなどの最新のソフトウエアを入手することびできま 
す。通信料金はお客様のご負担になりまず。 


■ キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウンロードをク U ックしてください。 
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消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買いホめください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご柏談ください。 


修理サービスご相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場合は、下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Canon 


キヤノン!会社-キヤノンマーケティングジャパン!会社 


お客様相談センター(全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間]く平日> 9:日日〜2ひ日日く±曰祝日> 1日:0日〜17:0日 
(1/1 〜3は休ませていただをます） 

※上記番号をご利用いただけない方は日 43-21 1-9627 をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってつなが S ない場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あ6かじめご了承ください。 

キヤノンマーケティングジャパン株式を社 干 108-801 1東京都港区港南 2-16-6 

Canon ホームぺージ： http :// canon.jp 
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